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はじめに 

 

 兵庫教育大学附属中学校は、本年度で創立から 31 年目を迎えています。本校の卒業生の皆様も、様々

な形でご活躍されていることと拝察申し上げます。本校における教育が皆様のご活躍の源泉となってい

れば、これまで本校で教鞭をとった教員全員が心から喜びを感じるものと確信いたします。 

 

 さて 「欅」は、本校の教育内容を知っていただくための計画書であり、平成 16 年度から毎年発行さ

れてきました。内容は、学校の全体像を示した「学校概要」と、各教科等の「指導計画」を示した２部

から構成しています。本年度は全体に内容をシェイプアップし、これまでの冊子体から web 上での公開

に切り替えて、本校の特色ある教育をより広く発信することにいたしました。                                             

 本校では創立以来、「人生をたくましく豊かに生き抜くために、考え、鍛え、行動する人間の育成」

を教育目標に掲げてきました。その目標は、現行学習指導要領の大きなテーマである「生きる力の育成」

と直結しており、かつ、それを先取りしたものであったといえます。本校は、通常の義務教育の責務を

果たすことはもちろんですが、兵庫教育大学の附属として、研究校という性格を有しています。すなわ

ち、本校の教員が現場に即したテーマで組織的な研究を進めるのと同時に、大学とタイアップしながら

理論と実践の融合を図り、国家的レベルで教育の在り方を先導していくという役割を担っています。実

際、本校は大学と関わり合いながら理論的あるは実践的研究を進めており、また、今回も紹介していま

すように、「キャリア選択授業」では本校教員と大学教員がセットになって生徒への授業を行っていま

す。また本校では、大学生／大学院生に対する通常の「教育実習」を行うだけでなく、大学生／大学院

生が自主的に本校の授業をサポートする「体験学習」を設けるなど、本校と大学は常に交流し合ってい

ます。 

 以上のように、国立教育大学の附属学校としての役割を果たしつつ、生徒への惜しみない教育支援を

行っていくことが本校教員一同の目指すところであります。 

 今後とも本校の発展のため、ご家庭・PTA および近隣地域の方々はもとより、広く読者皆様のご指導・

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

                                             兵庫教育大学 附属中学校 

                                                     校長 永木 耕介 
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Ⅰ 学校概要編  

１．沿革概要 
昭和 53年 6月 17日  第 84 回国会において、「国立大学設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部

を改正する法」成立 

                    同法の公布により兵庫教育大学の設置が法律上認められる。 

        10月 1日   兵庫教育大学設置 

昭和 56年 4月 1日   学校教育学部附属中学校設置（生徒の受け入れ準備業務を開始） 

昭和 57年 4月 10日   第１回入学式 

          9月 1日   実地教育Ⅰ開始（以下毎年４月実施） 

          9月 26日   第１回体育祭（以下毎年実施） 

昭和 58年 4月 8日   第２回入学式 

昭和 59年 2月 4日   第１回立春式（以下毎年実施） 

         3月 18日  第１回友嬉祭（以下毎年秋に実施） 

     4月 10日  第３回入学式（学年進行による整備計画完了。以下毎年実施） 

         7月 18日   校歌制定（長谷川孝士作詞、竹田勝作曲） 

    11月 24日  第１回教育研究発表会 

    12月 2日    実地教育Ｖ開始（以下毎年実施） 

昭和 60年 3月 14日 第１回卒業式（以下毎年実施） 

     9月 1日   実地教育Ⅷ開始（以下毎年実施） 

    10月 31日   第２回教育研究発表会 

昭和 62年 3月 25日 多目的球技場竣功 

     5月 19日  第３回教育研究発表会 

昭和 63年 3月 24日 食堂、多目的教室竣功 

    10月 18日  第４回教育研究発表会 

平成 2年 3月 31日  コンピュータ情報教育システム導入（情報教室にコンピュータ 20台設置） 

     4月 1日  文部省同和教育研究校の指定を受ける 

                     新制服（ブレザー）制定 

平成 3年 9月 28日  創立 10周年記念式典挙行 

    10月 31日  同和教育研究発表会 

平成 4年 4月 1日  文部省研究開発学校の委嘱を受ける  

平成 5年 4月 30日  武道場竣功                         

平成 7年 3月 31日  文部省研究開発学校の委嘱を終了する（新教科「人間と環境」科・情報科） 

平成 8年 10月 31日   第５回教育研究発表会 

平成 9年 10月 24日 第６回教育研究発表会 

平成 11年 3月 29日 コンピュータ教室改修・情報教育システム更新（コンピュータ 40台設置） 

平成 11年 10月 29日  第７回教育研究発表会 

平成 12年 03月 31日 コンピュータ情報活用ネットワーク教育システム設置 

           （普通教室、特別教室にコンピュータ設置・校内 LAN 整備） 

平成 12年 10月 20日 第８回教育研究発表会 

平成 13年 11月 02日  創立 20周年記念式典 

平成 15年 11月 21日 第９回教育研究発表会 

平成 16年 04月 01日 校名を兵庫教育大学附属中学校に変更 

平成 16年 11月 18日 第 10回教育研究会発表会 

平成 17年 11月 22日 第 11回教育研究会発表会 

平成 18 年 09 月 14 日 文部科学省「わかる授業実現のための教員の教科指導力向上プログラム」の委

嘱を受ける 

平成 18年 11月 17日 第 12回教育研究会発表会 

平成 19年 10月 19日 第 13回教育研究会発表会 

平成 20年 10月 17日 第 14回教育研究会発表会 
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平成 21年 4月 1日 文部科学省「英語教育改善のための調査研究学校」の指定を受ける 

           国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業」研究指定校の指定を受ける 

（社会科 1年目) 

第 15回教育研究会中止（新型インフルエンザの影響による） 

プール全面改修、放送室移設、会議室・家庭科調理室設備・美術室改修 

平成 22年 4月 1日 文部科学省「英語教育改善のための調査研究学校」の指定継続(2年目) 

           国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業」研究指定校の指定継続 

（社会科 2年目） 

平成 22年 10月 22日 第 16回教育研究会発表会 

平成 23年 4月 1日 文部科学省「英語教育改善のための調査研究学校」の指定継続(3年目) 

           国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業」研究指定校の指定を受ける 

（国語科 1年目） 

平成 23年 10月 21日 第 17回教育研究会発表会 

平成 23年 11月 11日  創立 30周年記念式典 

平成 24年 4月 1日  国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業」研究指定校の指定を受ける 

（国語科 2年目） 

平成 24年 4月 1日  国立教育政策研究所「教育課程研究指定校事業」研究指定校の指定を受ける 

（音楽科 1年目） 
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２．学校経営方針 

 

１ 本校の性格と任務 

  本校は、国立大学法人法に基づく兵庫教育大学の附属中学校として、次の任務を遂行する。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育目標 

  「生きる力（ＺＥＳＴ ＦＯＲ ＬＩＶＩＮＧ）」の育成を目指し、知・徳・体の調和の取れた人間性豊かな

生徒の育成を目指す。 

 

 

  目指す生徒像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校経営の方針 

  教育目標の達成に向けて、明るく活気にあふれた美しい環境で、全職員の知恵と勇気と温かな思いやりを 

傾注し、教育の質的向上と内容の充実を図るため、次の方針を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 学校教育法の定めるところにより、義務教育学校として、中等普通教育を行う 

（２）大学と連携し、中学校教育の実証的研究並びに教員養成に関わる実習・実地教育校として実習指導と 

指導法の研究を協同して行う 

（３）大学・公立学校の研究協力校並びに国の研究推進モデル校として教育研究機関と連携し、教育と文化 

の振興と発展に寄与する 

人生をたくましく豊かに生き抜くために、考え、鍛え、行動する人間の育成 

人格の尊重 生命を大切にし、自他の人格や個性を尊重し合う生徒 

正しい判断力 

強い心と身体 

感受性と表現力 

信頼と共働 

ものごとを真剣に考え、適切に判断し、進んで行動する生徒 

 
心身を鍛え、強い意志と体力をもつ生徒 

 
豊かに感じる心をもち、表現できる生徒 

 
たがいを信頼し、共に助け合い磨き合う生徒 

 
自立と創造 

社会への貢献 

社会的自立を目指し、自己の能力や創造性を伸ばす生徒 

 
社会に積極的に、奉仕する生徒 

 

（１）一貫性のある活気あふれる学校づくりに向けて学校運営組織の活性化を図り、学年、各分掌が 

ＰＤＣＡサイクルを生かし、機能的で能動的な組織として働くようにする。 

（２）生徒が学校生活に充実感や満足感を持ち、魅力的で楽しい生活が送れるように生活環境、学習環 

境を整える。 

（３）生徒理解を深め、心の結びつきを基調とした生徒指導、学年・学級経営に努める事で、生徒自身 

の自己指導能力を高める。 

（４）知識基盤社会に対応する「確かな学力」を身につけ、将来に夢を持ち自立を促すキャリア発達を 

促進できるよう、個に応じた指導に努める。 

（５）教職員一人一人が個々の専門性、資質向上を図るために積極的に研修に努めるとともに校内研修 

の効果的な推進に努める。  

（６）開かれた学校として地域や家庭との連携を強め、生徒や保護者との信頼関係を一層深めることで、 

教育目標の具現化に努める。 
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４ 本年度の教育実践研究及び学校経営の重点項目 

  更なる教育実践研究の充実を図るため、これまでの重点項目を継承するとともに、今年度取り組む重点項目

を次のようにする。 

 

 

 

 

（重点１）研究学校としての魅力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（重点２）中学校としての魅力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学級・学年経営の充実 

○学年経営の基本方針を明確にし、職員相互の「報・連・相」機能を高めることで各教員の力を結集し、学

年経営を充実させる。 

○学級を三つの間（時間・空間・仲間）が心地よく、居心地がよくて所属感が感じられる場にすることで 

 いじめの根絶、不登校０を目指す。 

○保護者と連携を密にする工夫をし、共に育てるという気運を高めることで支援を得る。 

２ 心つながる生徒指導の充実 

○問題行動の未然防止・早期発見・早期解決を目指すため、迅速な報告・連絡・相談（報・連・相）の日常 

化と教員の連携による協同指導体制を敷く。 

○定期的な生徒指導部会の開催と情報交換、情報の共有を行うことで、誰もが指導できるようにする。 

○スクールカウンセラーを活用し、養護教諭と担任との連携を強めてこころの健康を図る。 

○生徒理解を深め、心の結びつきを基調とした指導により生徒自身の自己指導能力を高める。 

○生徒間相互の望ましい人間関係の構築を図る工夫として、エンカウンター、ピアサポートなどの手法を 

取り入れる。 

○ネットパトロールの取組を継続し、情報を正しく活用することができるようにする。 

○小中及び地域、関係機関と密な連携を図り、協力関係を構築する。 

 

主体的に学びを深める生徒の育成 

－教科の特質をふまえた質の高い課題の設定－ 

１ 研究・研修の充実 

○組織としての研究体制を確立し、全教員が研究授業を実施し、教師が元気になる授業研究会の方策を定着 

させる。 

○研究発表会を充実させ、集客を狙い、研究内容を広く周知する。１１月９日（金）研究発表会予定 

○大学、神戸市及び地域の公立学校との連携を図り、共同研究や研究交流を一層推進する。 

○校内研修を充実させ、理論に基づく研究が推進できる基幹づくりを行う。 

○各教科、教科外活動に大学から指導者を招き、継続的に指導を受けることで内容の充実を図る。 

○各自が研究テーマを持ち、資金獲得を目指して文科省や国研などに応募する。 

２ 授業の充実（キーワードは質の高い課題） 

○「確かな学力」の定着に向けて、授業改善・授業内容の質的向上を図る。 

○「家庭学習の手引き」を活用し、授業規律の定着と家庭学習の充実を図る 

○質の高い課題を設定し、協働学習の場面を構成して、学びの共同体の活性化を図る。 

○教科のねらいを達成する言語活動を授業に取り入れ、国語力の育成を図る。 

○ICT機材を積極的に活用し、時間を有効に使って思考を深める活動を推進する。 

３ 道徳・人権教育の充実 

○道徳的実践力を高め、人権感覚を身につける授業を全教育課程に位置づけて実施する。 

○35時間を確保し教科横断的に実施することで、学んだことの拡がり効果を高める。 

○人間としてよりよく生きるための基本的な心構えや行動・態度を学ばせる。（命の尊さ・自尊感情・思い 

やりの心・逆境に負けない強い心の育成 など） 

○人権スキルを身につけさせる活動を工夫し、互いを認め合い、いじめのない学級・学年づくりを進める。 
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（重点３）附属学校としての魅力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学部・院との連携強化 

○実地教育について指導方針を共通理解し、計画的な実習が行えるよう指導・評価を工夫する 

○実地教育指導者として、自身の指導力、資質の向上を図る 

○実地教育期間中の生徒指導を徹底し、崩れがないようにするため、実習生への指導を強化・サポートする。 

○学部生や院生との共同研究を意識し、教科における専門知識・指導技術の向上を目指す。 

２ 教育環境・生活環境の整備 

○安全で安心な学校施設・設備の整備・修繕を行う（おやじの会他の協力を仰ぐ） 

○教室掲示、廊下掲示、玄関掲示など、学習に適した校内環境の整備を行う。 

○清掃活動を徹底し、美しい学校にすることで、心も磨く。 

３ 地域・保護者・附属学校園との連携 

○学校支援ボランティア本部事業の見直しとコーディネーターの養成を図り、開かれた学校で保護者の姿が 

見える学校を目指す。 

○学習支援ボランティアの組織化により、低学力生徒への支援を計画的・継続的に行う。 

○三附属校園連携会議を各教科の共同研究の場として位置づけ、小中の連続した教育課程・指導計画づくり、 

系統的なカリキュラムづくりを視野に入れた活動にする。 

４ 学校自己評価、学校関係者評価の活用 

○大学の中期計画に学校自己評価・学校関係者評価を反映し、附属中学校としての在り方を追求する。 

○教職員としての使命感と高い倫理観を持ちながら、豊かな人間性の涵養に努め、専門性と実践的指導力の 

向上を目指し、研究と修養に努める。 

○説明責任と報告を随時行ない、ＰＤＣＡサイクルによる学校評価（自己評価及び学校関係者評価）を行う 

○保護者アンケート、生徒アンケートを実施し、実態を把握して指導に結びつける。 

５ 大学教員との共同研究の実施 

○大学と連携し、中学校教育の実証的研究、指導法の研究を協同して行う。学長裁量経費（研究費）などを 

最大限活用し、附属としての強みを活かした研究を行う。 

３ 進路指導の充実 

○学年段階に応じた計画的、組織的かつ継続的な進路指導をキャリア教育、アントレプレナー教育の視点 

から企画・実践し、社会的自立を基幹とした指導に努める。 

○進路指導資料の整理とその効果的な活用を図る。 

○教師と生徒の信頼関係を深めるキャリアカウンセリングを実施する。 

４ 特別支援教育の充実 

○特別な支援が必要な生徒が在籍している、いないに関わらず、日常の授業における教師の「指示の出し方」 

 「声のかけ方」「説明の仕方・話し方」「立ち位置や板書の仕方」など、授業力・授業スキルに関する点検 

を行い、資質向上に努める。 

○特別な支援を要する生徒への対応マニュアル及び指導記録のポートフォリオ化を図る。 

５ 特別活動の充実 

○リーダーシップの育成と、感動と連帯感のある学校行事にするため、学校行事を精選し、ＰＤＣＡサイク 

ルにより行事のマンネリ化を防ぎ、内容の充実を図る。 

○生徒が主体的に取り組み、学校文化を創り上げる生徒会活動にするため、日常的な専門部の活動を充実さ 

せるとともに、生徒会役員の資質向上を図る。「はじめに子どもありき」 

○キャリア総合選択授業及びアントレプレナー教育を推進し、社会的自立に必要な能力を育成する。 

６ 保健・安全指導の充実 

○自転車通学や公共交通機関利用の通学者への交通安全指導を実施する。 
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３．学年目標（めざす生徒像・育てたい力） 

 学年目標（めざす生徒像・育てたい力） 

一 
 

年 

１．自他ともに尊重することのできる生徒 

    常に向上心をもち、自分に自信がもてるように努力し、互いの個人差を 認め合いなが

ら仲間に思いやりや優しさを示すことができる生徒の育成。 

２．将来の進路を見すえた、確かな学力を身につける生徒 

     各教科の学習意義をとらえ、学習規律を守り、集団の中で学び合うこと や自分に合っ

た学習方法を工夫することにより、確かな学力が身につくよ う継続的に努力する生徒の

育成。 

３．自ら進んで体を動かすことのできる生徒 

     生徒会活動や学級の係活動において、周りの状況を確かめながら、自ら 進んで考えて

動き、集団生活に寄与できる生徒の育成。 

二 
 

年 

 学年目標 

けじめある生活 

やる気みなぎる集団 

きづきあえる仲間たち 

１．中堅学年としての自覚と規範意識をしっかり持ち、公正な判断ができる生徒を育成す

る。 

２．主体的に学習・学校行事に参加し、意欲的な取り組みができる生徒を育成する。 

３．他者を思いやることのできる生徒を育成する。 

４．自分に適した学習方法を確立し、将来の進路実現に向け、努力できる生徒を育成 

する。 

三 
 

年 

１．立志を誓った最上級生として、規範意識を高く持ち、学校生活のあらゆる場面 

で、公正な行動がとれる生徒の育成。 

２．意見が違っても安心して自分の思いを表現できる“まじめが美しい”をモットー

にした生徒集団の育成。 

３．進路に向けて具体的な目標設定を行い、基礎の定着と発展学習に向けて互いに高

めあうことができる生徒の育成。 

４．自己の適性や将来の生き方を考えるとともに、自己実現に必要な努力をたゆみな

く行える実践的態度を持った生徒の育成。 
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４．教育課程編成 
平成２４年度教育課程（新学習指導要領） 

 国 社 数 理 音 美 保体 技家 英 道徳 特活 総合 学力

向上  

合計 

１年 ４ ３ ４ ３ 1.3 1.3 ３ ２ ４ １ １ 1.4 １  30 

２年 ４ ３ ３ ４ １ １ ３ ２ ４ １ １ ２ １  30 

３年 ３ ４ ４ ４ １ １ ３ １ ４ １ １ ２ １  30 

〈教育課程の編成について〉 

１ 教科等の授業時数 

・ 週あたり 30 時間で教育課程を編成し、30 時間の１時間は、その週や前後の週で抜けた授業を

入れ、授業時数を確保する。 

・ 集会や専門部会等は、７校時に実施する。 

・ 始業式当日（１学期は除く）に課題テスト（５科目）を実施する。 

・ 定期テストの最終日は６時間目まで実施する。 

・ 学力向上の時間を１時間設け、欠時の授業を入れて授業時数を確保する。 

２ 総合的な学習の時間 

・ １年生は 1.4 時間、2 年生と 3 年生は２時間を総合的な学習の時間として確保する。 

・ 2 年生と 3 年生は 1 時間をキャリア総合選択授業と位置づけ、兵庫教育大学の先生方を講師と

して招き、13 の講座を設けて生徒の興味関心に基づいて受講する。 

３ 時程と下校時刻 

 

〈時 程 表〉                            〈完全下校の時刻表〉 

 平常時程 集会時程  期間 下校時刻 

朝 の 読 書 8:30～8:40 8:30～8:35 4 月上旬～9 月上旬 18 時 

１ 校 時 8:50～9:40 8:40～9:30 ９月上旬～10月初旬 17 時 30 分 

２ 校 時 9:50～10:40 9:40～10:30 10月初旬～11月中旬 17 時 

３ 校 時 10:50～11:40 10:40～11:30 11月中旬～１月中旬 16 時 45 分 

４ 校 時 11:50～12:40 11:40～12:30 １月中旬～２月中旬 17 時 

給食・休憩 13:00～13:30 12:30～13:15 ２月中旬～２月下旬 17 時 15 分 

清   掃 13:35～13:45  ２月下旬～３月下旬 17 時 45 分 

５ 校 時 13:55～14:45 13:20～14:10  

 

６ 校 時 14:55～15:45 14:20～15:10 

集会・専門部会   15:20～15:45 

終わりの会 15:50～16:00 15:50～16:00 

下校・部活動 16:00～ 16:00～ 
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６．教育研究について 
研究テーマ 

 主題 主体的に学びを深める生徒の育成  
  副題 「教科の特質をふまえた質の高い課題の設定」  

   キーワード：主体的な学び、課題設定、協働学習、 

１ 研究主題について 

(1)「主体的に学びを深める」とは 

自分自身との対話のなかで考えをまとめ、それを自分以外の「他者」との関係において、ともに協

調しながら課題を解決し、互いに理解し合う関係性を作り上げていく過程 

 

(2)「質の高い課題」とは 

①基礎・基本を活用して教科の求める思考力・判断力・表現力を高める課題 

②その結果、基礎・基本が定着する課題 

③協働学習を効果的に使って対話が深まる課題。 

 

(3)研究仮説 

基礎・基本の深い理解に通じる、教科の特質をふまえた質の高い課題を設定すれば、より一層主体

的に生徒が学ぶようになるであろう 

 構造図 

 

 

 

 

 

 

 

教科の授業において、基礎・基本の深い理解に通じる「質の高い課題」を設定し、生徒の協働学

習を行うようにすれば、生徒と課題、生徒と生徒の対話を通して、基礎基本の定着が図られ、思考

力・表現力・判断力の育成ができる。そして、教科の本質につながる概念理解が深まり、生徒は、

「学ぶよろこび」を感じることができる。この過程を繰り返すことで、生徒は教科の学習に対して

深い興味関心をもち、主体的に学ぶようになると考えられる。 

 

４．研究計画  

４・５月 研究体制づくり 年間研究計画，研究主題・副主題の確認 教科部会 授業研究会  

５・６月 授業研究会 一次案内 公開授業者の決定  

７・８月 授業研究会 研究会内容の決定 研究紀要原稿作成 職員研修会 

 ９・１０月 授業研究会 研究紀要原稿検討 二次案内 学習指導案作成 

１１・１２月 11月9日(金)研究発表会  研究発表会の反省 

１・２・３月 授業研究会  本年度の成果と課題 次年度の取組決定 

質の高い 

課題 

基礎基本を用

いた対話 

↓ 

概念理解の深

まり 

学ぶ喜び 主体的に学ぶ 

生徒 
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７．教育実習 

Ａ．実地教育 

 教育者は人格的な資質，学歴と教育技術，さらには教育実践力を兼ね備えていることが望まれる。実

地教育は，このような資質と能力を学校教育の実践に即して修得するものであり，次のことを目的とし

ている。 

〔実地教育の目的〕 

①教育実践を実地に体験して，教育者としての使命を認識し，実践意欲を高めること。 

②講義・演習等で学習した知識や技術を，実地に応用・展開して研鑚するとともに，その体験をさらに

学習に生かすこと。 

③学校教育の目的と内容を実地に即して認識し，指導方法・技術を修練すること。 

④子供の発達段階，個性及び生活態度を具体的に理解するとともに，教育者としての人格・態度につい

て自ら修養すること。 

本学の特色ある教育実習として，中学校では下記のような教育実習を行っている。 

（１） 実地教育Ⅰ（学校観察実習） 

〔目  的〕実地教育体系の意義を学び，中学校の教育概要と実践について理解し，見学・参加の

実習を通して教育者となる意欲と心構えを培う。 

〔実地方法〕中学校教諭普通免許状取得希望者に対して，大学院の５月頃，２日間にわたって行わ

れる実習である。実地教育の意義について自覚し，その全体的な課題について展望し，

自己の実習課題を設定する。それから教育の実際について，見学・参加の実習を行う。 

（２） 実地教育Ⅷ（中学校教育実習） 

〔目    的〕初等教育実習をふまえて中学校教育全般について実習し，中学校教育に関する基本的

な実践指導力を習得する。特に，教科指導について指導力を養い，教育者としての資質

を啓培する。また、理数系教員養成としての特別プログラムの大学院生も含む。 

〔実地方法〕中学校教諭普通免許状取得希望者に対して，大学４年次，大学院２年時の５～６月頃，

３週間にわたって行う実習である。基本的には第１週目は，教材研究あるいは授業の観

察，さらに教員の講和等を通じて，中学校の実態，生徒の実態，学級の実態等について

理解を深めるとともに教壇実習に着手する。第２、３週目は，教科や領域での教壇実習

を中心に行い，教科指導，道徳や特別活動での教育実践力を養う。 

 

Ｂ．メンタリング実習 

〔目的〕 

   専門職大学院の教育実践高度化専攻の院生に対して行う実習である。目的は,高度な実践的学修を

通して優れた実践的指導力を備え,同僚や若年教員に対して指導的役割を果たし得るメンタ―教員と

しての資質・能力を育成することである。 

〔実地方法〕 

  ５～６月頃、学部実習生の実地教育Ⅷの実習にあたる附属学校教員の実習指導に観察者として参加

し,実習指導に当たるメンタ―(附属学校教員)が行う指導助言の様子を観察する。それを通して実習

指導計画の企画や立案,実習運営の円滑な推進や管理,学部実習生への指導・助言,研鑚意欲を高める

カンファレンス等の観察・指導補助を通して,メンタリングを体験的に学修する。 
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８．大学授業（学校サポート体験学習） 

 

【学校サポート体験学習とは】 

 兵庫教育大学附属学校園での教育活動に対して学生がボランティアとしての自発的・計画的な支援・

協力的な活動をすることです。 

 

【学校サポート体験学習は次のように位置づけられる】 

 ①兵庫教育大学の一環であり、第２学年以降に受講が可能な学校サポート体験学習Ⅰ、  第３次以降

に受講が可能な学校サポート体験学習Ⅱ、第４年次以降に受講が可能な学    校サポート体験学習Ⅲの

３種類がある。 

 ②学校サポート体験学習Ⅰを終えると次年度以降にⅡを、Ⅱを終えると次年度以降にⅢ  を受講する

ことができる。その際には、学校サポート体験学習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを有効に関    係づけることができる。 

 

【目的】 

 教育現場では、専門的知識の活用、指導方法の改善、教育実践力・専門性が求められており、教職専

門性の確立が今後大きな位置をしめる。学校教育実践では臨床現場を体験し、その実践方法を教師から

批判的に学び、自ら考え工夫して指導方法や実践方法を習得することを目的にする。 

 学生は自らの課題意識に基づき活動に参加し、その経験を省察することを通して、幅広く教職に関す

る職務内容や学校運営のあり方等を理解し、その専門性の向上を図ることをねらいとする。 

 

【方法】 

 学校サポート学習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの選択科目であり、履修した学生だけが体験学習を行う。学生は、大学

での授業の空き時間を利用して活動する。学生は、主として活動する学級に配属され、自ら設定した課

題解決に向けて、教育の場で有意義な活動を経験する。 

 

【附属中学校での内容】 

 ①各種行事（体育祭、友嬉祭、研究発表会など）運営への支援 

 ②部活動指導への支援 

 ③学校環境・学級環境の整備への支援 

 ④生活指導・学習指導への支援 

 ⑤その他 
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９．生徒会活動 

（１）ねらい 

① 生徒会の自主的な自治活動を通じて，附属中学校の生徒としての自覚と誇りを高める。 

② 生徒全員の協力によって，よりよい校風を築く。 

③ 健全な社会人としての人格を養成する。 

（２）生徒会組織 

       

                       

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

（３）役員会 

・ 会長（１名）、副会長（２名）、書記（１名）、会計（１名）、専門部長（７名）で構成する。 

・ 任期は１年間とし、選挙時期は１２月とする。 

・ 任務については生徒会会則第７章２５条により、生徒会の運営計画・反省をはかるとともに評議

会への上程議案を審議する。 

（４）評議会 

・ 各学級の正・副委員長で構成する。 

・ 委任については、生徒会会則第６章１８条により各学級、専門部会及び役員会により上程された

議案を審議する。 

（５）専門部会 

・ 学級の専門部員と専門部長で構成する。 

・ 会則第８章３０条により、活動計画を立てて評議会、総会に提出する議案をつくり、総会及び評

議会で議決された事項を実行する。 

（６）役員会、評議会及び専門部会は、会則により開催する。 

（７）学期ごとに各専門部を中心として活動を行う週を設ける。 

 

 

生徒総会 

  

評 議 会 

 

正副学級委員長 

役員会 

（執行委員会） 

 

本部役員 

専門部長 

校外生徒会 

 

ボランティア委員会 

 

生

活 

部 

  

学

芸

部 

  

図

書
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報

道
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美

化
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厚
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体

育

部 

学 級 生 徒 会 
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10．学校年間計画一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度年間計画一覧 

1 日 1 火 ○ 1 金 ○ 1 日 1 水 1 土

2 月 辞令・職員会議 2 水 ○ 実地Ⅷオリ 2 土 2 月 ○ 2 木 2 日

3 火
職員会議

全学職員会議
3 木 憲法記念日 3 日 3 火 ○ 3 金 3 月 ○ 始業式 テスト

4 水 職員研修 4 金 みどりの日 4 月 ○ 4 水 ○ 壮行会 4 土 4 火 ○

5 木 学年会 5 土 こどもの日 5 火 ○ 5 木 ○ 5 日 5 水 ○ 体育祭練習開始

6 金 6 日 6 水 ○ 進路説明会 6 金 ○ 総体（午後） 6 月 6 木 ○

7 土 7 月 ○ 個人懇談① 7 木 ○ 7 土 総合体育大会 7 火 7 金 ○ PTA運営員会③

8 日 8 火 ○ 8 金 ○ 実地教育Ⅷ終了 8 日 （予備日） 8 水 8 土

9 月 ○ 始業式 9 水 ○ 9 土 陸上競技大会 9 月 代休（予備日） 9 木 家庭の日開始 9 日

10 火 ○ 入学式 10 木 ○ 10 日 10 火 ○ 10 金 家庭の日 10 月 ○

11 水 ○ 11 金 ○ 総会準備 11 月 ○ 11 水 ○ 11 土 家庭の日 11 火 ○

12 木 ○ 生徒会入会式 12 土 ○ 参観・PTA総会 12 火 ○ 12 木 ○ 12 日 家庭の日 12 水 ○

13 金 ○ 避難訓練 13 日 13 水 ○ 心肺蘇生法講習会 13 金 ○ 13 月 家庭の日 13 木 ○ 体育祭予行

14 土 14 月 代休 14 木 ○ 14 土 14 火 家庭の日 14 金 ○

15 日 15 火 ○ 生徒総会 15 金 ○ PTA運営委員会② 15 日 15 水 家庭の日終了 15 土 ○ 体育祭

16 月 ○ 16 水 ○ 実地教育Ⅰ 16 土 16 月 海の日 16 木 16 日 （予備日）

17 火 ○ 17 木 ○ 実地教育Ⅰ 17 日 17 火 ○ 17 金 17 月 敬老の日（予備日）

18 水 ○ 18 金 ○ 三附属連携会議 18 月 ○ 18 水 ○ 学年レク(各2H) 18 土 18 火 代休

19 木 ○ 19 土 19 火 ○ 19 木 ○ 19 日 19 水 ○

20 金 ○ PTA運営委員会① 20 日 20 水 ○ 20 金 ○ 終業式 20 月 20 木 ○

21 土 21 月 ○ 実地教育Ⅷ開始 21 木 ○ 21 土 東播大会 21 火 21 金 ○

22 日 22 火 ○ 22 金 ○ 22 日 東播大会 22 水 22 土 秋分の日

23 月 ○ 23 水 ○ 23 土 23 月 夏季休業日 23 木 23 日

24 火 ○ 修学旅行 24 木 ○ 24 日 24 火 24 金 24 月 ○

25 水 ○ 1・2年校外学習 25 金 ○ 25 月 ○ 25 水 25 土 PTA愛校作業 25 火 ○

26 木 ○ 26 土 26 火 ○ 期末テスト 26 木 26 日 26 水 ○

27 金 ○ 27 日 27 水 ○ 期末テスト 27 金 27 月 研修会（午後） 27 木 ○

28 土 28 月 ○ 28 木 ○ 期末テスト 28 土 28 火 会議（午後） 28 金 ○

29 日 昭和の日 29 火 ○ 29 金 ○ 29 日 29 水 29 土

30 月 振替休日 30 水 ○ 3年課題テスト 30 土 30 月 30 木 30 日

31 木 ○ 31 火 31 金 夏季休業日終了

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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※（　　　　）は予定日

日

1 月 創立記念日 1 木 ○ 1 土 1 火 元旦 1 金 ○ 1 金 1

2 火 ○
新人総体
3年課題テスト

2 金 ○ 2 日 2 水 2 土 2 土 2

3 水 ○ （予備日） 3 土 文化の日 3 月 ○ 3 木 3 日 3 日 3

4 木 ○ （予備日） 4 日 4 火 ○ 4 金 4 月 ○ 4 月 ○ 4

5 金 ○ 5 月 ○ 5 水 ○ 生徒会役員選挙 5 土 5 火 ○ 5 火 ○ 5

6 土 6 火 ○ 6 木 ○ 生徒会役員選挙 6 日 6 水 ○ 6 水 ○ 6

7 日 7 水 ○ 7 金 ○ 7 月 7 木 ○ 7 木 ○ 7

8 月 体育の日 8 木 ○ 8 土 8 火 ○ 始業式・テスト 8 金 ○ 8 金 ○ 卒業式 8

9 火 ○ 9 金 ○ 研究発表会 9 日 9 水 ○ 9 土 （私立高校入試） 9 土 9

10 水 ○ 10 土 10 月 ○ 三者懇談 10 木 ○ 10 日 10 日 10

11 木 ○ ２年ピッコロ 11 日 11 火 ○ 11 金 ○ 11 月 建国記念の日 11 月 ○ 11

12 金 ○ PTA運営委員会④ 12 月 ○ 12 水 ○ 12 土 12 火 ○ 12 火 ○ 公立高校一般入試 12

13 土 13 火 ○ 3年課題テスト 13 木 ○ 13 日 13 水 ○ （公立高校推薦・特色入試） 13 水 ○ 13

14 日 14 水 ○ 14 金 ○ 義士駅伝 14 月 成人の日 14 木 ○ 14 木 ○ 14

15 月 ○ 15 木 ○ 15 土 15 火 ○ 15 金 ○ PTA運営委員会⑥　 15 金 ○ 15

16 火 ○ 中間テスト 16 金 ○ 16 日 16 水 ○ 16 土 16 土 16

17 水 ○ 中間テスト 17 土 17 月 ○ 17 木 ○ 避難訓練Ⅱ 17 日 17 日 17

18 木 ○ 18 日 18 火 ○ 18 金 ○ 18 月 ○ 18 月 ○ 18

19 金 ○ 19 月 ○ 19 水 ○ 19 土 19 火 ○ 期末テスト 19 火 ○ 19

20 土 東播新人大会 20 火 ○ 20 木 ○ 20 日 20 水 ○ 期末テスト 20 水 春分の日 20

21 日 東播新人大会 21 水 ○ 21 金 ○ 終業式 21 月 ○ 21 木 ○ 期末テスト 21 木 ○ 21

22 月 ○ 22 木 ○ 22 土 22 火 ○ 22 金 ○ 22 金 ○ 修了式 22

23 火 ○ わくわくオーケストラ 23 金 勤労感謝の日 23 日 天皇誕生日 23 水 ○ 23 土 23 土 23

24 水 ○ 24 土 24 月 振替休日 24 木 ○ 24 日 24 日 24

25 木 ○ 25 日 25 火 冬季休業日～ 25 金 ○ （立志式） 25 月 ○ 25 月 春季休業日～ 25

26 金 ○ 26 月 ○ 期末テスト 26 水 26 土 26 火 ○ 26 火 26

27 土 ○ 友嬉祭 27 火 ○ 期末テスト 27 木 27 日 27 水 ○ 27 水 27

28 日 28 水 ○
期末テスト
進路説明会

28 金 28 月 ○ 28 木 ○ 28 木 28

29 月 代休 29 木 ○ 29 土 29 火 ○ 雪山体験合宿 29 金 29

30 火 ○ 30 金 ○ PTA運営員会⑤ 30 日 30 水 ○ 雪山体験合宿 30 土 30

31 水 ○ 31 月 31 木 ○ 雪山体験合宿 31 日 31

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
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Ⅱ 各教科等 年間指導計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 科 

社 会 科 

数 学 科 

理    科 

音 楽 科 

美 術 科 

保健体育科 

技術・家庭科 

英 語 科 

道徳・人権 

総合的な学習の時間 

特別活動 

キャリア教育 
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第１学年国語科年間指導計画 
                                                              
（研究課題）「論理的に思考し、表現する生徒の育成を目指して」 
（学年目標）「目的や意図に応じ、内容や要旨を的確にとらえて読み、構成を考えて読み、思いをわかりやすく伝えながら話し合う態度を育てる。」 
 
 月  単元名  教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応）         評価規準 評価方法 
 
  4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
    

 6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  1

 
 
 
 
    
  
    
    
    
心を開く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

風の五線 
譜 
 

詩の意味を捉え、読み方を工夫して音読す
る。（C(1)ア） 
 

詩の意味を考え、言葉を丁寧に声に出し、
間を取って音読する。 
（C(2)ア） 

詩に込められた意味を捉え、丁寧に音読
したり、読み方を工夫して群読したりし
ている。 

相互評価 
 
 

 
話し方は 
どうかな 
 

 
話し方について知り、声に出して文章を読
む。（A(1)ウ）（C(1)ア） 
 

 
気象情報を音読し、話す速さをつかみ、話
の表情を豊かにする練習をする。（A(2)ア
）（C(2)ア） 

 
話すときの適切な速度や話の表情につ
いて理解し、例文を適切に音読している
。 

 
観察  自
己評価 
 

 
詩の心― 
発見の喜
び 

 
詩を読み味わい、自分のものの見方を広く
する。（C(1)オ） 
 

 
三編の詩の内容を捉え、音読して読み味わ
うとともに、文章の要点を理解する。（C(
2)ア） 

 
詩に込められた作者の思いや情景を捉
え、詩の表現について気づいたことを挙
げている。 

 
観察 
ノ―ト 
 

 
小さな発
見を詩に 
しよう 

 
言葉を選び、表現を工夫して、詩を仕上げ
る。（B(1)エ）（伝・国イ(オ)） 

 
詩の題材を見つけ、言葉を選び、表現を工
夫して詩を創作する。 （B(2)ア） 

 
書いた下書きを読み返し、語句の使い方
や表現を工夫して詩を仕上げている。 

 
観察 
ワ―クシ―
ト 

 
音声の働
きや仕組
み 

 
音声の働きや仕組みについて理解する。（伝
・国イ(ア）） 
 

 
学習材を読み、音声の働きや音声を作り出
す仕組みを理解する。 
 

 
音声の働きや仕組み、音節、イントネ―
ション、アクセントなどについて理解し
ている。 

 
ワ―クシ―
ト 
 

 
言葉の単
位 

 
言葉の単位について理解する。（伝・国イ(
エ)） 

 
課題に取り組み、言葉の単位を知る。 

 
文節や単語などの言葉の単位について
理解している。 

 
ペ―パ―テ
スト 

 
 
 
 
 
    
    
    
    
人物の思
いをとら
える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
遠い山脈 
 
 
 

 
場面の様子や登場人物の思いに注意して作
品を読み取り、自分のものの見方を広くす
る。（C(1)ウ） 
（C(1)オ） 

 
作品を読み味わい、少年の思いを想像して
老人に伝えたいことをまとめる。（C(2)ア） 
 

 
人物の言動や場面の様子を描いた表現
から老人と少年の思いを捉え、老人に伝
えたいことをまとめている。 

 
ワ―クシ―
ト 
 
 

 
さんちき 
 
 
 

 
場面の様子や登場人物の思いに注意して作
品を読み取り、自分のものの見方を広くす
る。（C(1)ウ） 
（C(1)オ） 

 
作品を読み味わい、将来の三吉の思い想像
して書く。（C(2)ア） 
 
 

 
人物の言動や場面の様子を描いた表現
から三吉と親方の思いを捉え、将来の三
吉の思いをまとめている。 

 
ワ―クシ―
ト 
 
 

 
漢和辞典
の使い方 

 
漢和辞典の使い方を理解する。 
（伝・国ウ(ア)(イ)） 

 
学習材を読み、漢和辞典の使い方について
理解する。 

 
漢字を探すときの三通りの方法につい
て理解している。 

 
観察 
 

 
文の成分 
連文節 
 

 
文節の働きや文節どうしの関係について理
解する。（伝・国イ(エ)） 
 

 
課題に取り組み、文の成分や連文節につい
て理解する。 
 

 
五種類の文の成分や連文節について知
り、文節の働きや文節どうしの関係を理
解している。 

 
ペ―パ―テ
スト 
 

 
聞き取っ
て整理し
よう 

 
相手の話をしっかりと聞き、自分の考えと
の共通点や相違点を整理する。（A(1)エ） 

 
相手の話をメモを取りながら聞き、自分の
考えとの共通点や相違点に注目し、整理す
る。（A(2)ア） 

 
相手の話を正確に聞き、必要に応じて質
問して自分の考えとの共通点や相違点
を整理している。 

 
ワ―クシ―
ト 
 

 
 
 
    
    
    
    
文章の構
成や書き
方を学ぶ 
 
 
 
 
 
 
 

 
オオカミ
を見る目 
 
 

 
文章の構成を捉え、内容を読み取り、筆者
の文章の書き方について自分の考えを持つ
。（C(1)イ） 
（C(1)エ） 

 
段落の役割や段落どうしの関係に着目して
文章の構成を捉え、文章の書き方について
の自分の考えを発表する。（C(2)イ） 

 
文章の構成を捉え、内容を要約し、文章
の書き方のよいところを挙げている。 
 

 
観察 
ワ―クシ―
ト 
 

 
つなぐ言
葉・指し示
す言葉 

 
つなぐ言葉や指し示す言葉の働きについて
理解する。（伝・国イ(エ)） 
 

 
課題に取り組み、つなぐ言葉や指し示す言
葉の働きについて理解する。 

 
つなぐ言葉や指し示す言葉の働きにつ
いて理解する。 
 

 
ペ―パ―テ
スト 
 

 
図表を使
って伝え
よう 

 
「私」を説明するための文章を書く手順を
理解し、文章を構成する。 
（B(1)ア）（B(1)イ） 

 
手順に従って文章や図表を組み合わせて「『
私』の説明文」を書く。 
（B(2)イ） 

 
わかりやすい段落構成や図表を考えて
説明文を書いている。 
 

 
観察  作
品 
 

 
碑 
 
 

 
本の中から紹介したい部分を見つける。（C

(1)カ） 
 

 
紹介したい本を決め、紹介カ―ドを作る。
（C(2)ウ） 
 

 
目的に合わせて引用する部分を選び、紹
介カ―ドにまとめている。 

 
作品 
 
 

 
 
 
 
 
 
    
古典の世
界に出会
う 
 
 
 
 
 
 

 
伊曽保 
物語 
 

 
古典に対する興味や関心を持ち、古文に読
み慣れる。（C(1)ウ）(伝・国ア(イ)） 

 
音読を通して古文の読み方に慣れ、内容を
正確に読み取る。（C(2)ア） 
 

 
歴史的仮名遣いに注意して古文を音読
し、古文のリズムに親しむとともに、内
容を捉えている。 

 
観察 
相互評価 
 

 
竹取物語 
 
 
 

 
古文を読み味わい、作品に描かれた世界と
現代とのつながりを考える。（C(1)オ）(
伝・国ア(ア)） 
 

 
音読・暗唱を通して古文を読み、古語の意
味を確認して、登場人物の心情を読み取る。
（C(2)ア） 
 

 
歴史的仮名遣いや古語の意味に注意し
て音読し、現代人にも通じる人間の心の
在り方について意見を述べている。 

 
観察 
ワ―クシ―
ト 
 

 
矛盾 
 
 

 
漢文特有のリズムに読み慣れ、故事成語に
ついて理解する。 
（C(1)ア）(伝・国ア(ア)） 

 
漢文のリズムに読み慣れ、内容を読み取る
とともに、故事成語を使った短文を作る。
（B(2)ア） 

 
音読して漢文特有のリズムに親しむと
ともに、他の故事成語を使って短文を作
っている。 

 
発表  観
察 
 

 
音読み・訓
読み 

 
漢字の音読みと訓読みについて理解する。
（伝・国ウ(ア)(イ)） 

 
「漢字の音読み」「漢字の訓読み」を読み、
音訓の違いを理解する。 

 
漢字の音読みと訓読みを理解し、音訓の
区別をする。 

 
ワ―クシ―
ト 



17 
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 12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  3 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
単語の分
類 

 
単語の分類の仕方について理解する。(伝・
国イ(エ)） 

 
各品詞の特徴や働きについて理解する。 

 
単語の分類の仕方や十種類の品詞の特
徴を理解している。 

 
ペ―パ―テ
スト 

 
分かりや
すく紹介
しよう 
 

 
分かりやすい話の構成について考え、聞き
取りやすい話し方を工夫して話す。（A(1)
イ）（A(1)ウ） 
 

 
全体と部分、事実と考えの関係に注意して
、「身近な大人に尋ねたこと」をクラスの友
だちに紹介するスピ―チをする。（A(2)ア
） 

 
話の各部分を分かりやすく組み立て、事
実と考えを区別し、声の大きさや話す速
さなどに注意してスピ―チをしている。 

 
スピ―チ 
相互評価 
 
 

 
月夜の浜
辺 
 

 
詩の情景や心情を捉え、朗読する。（C(1)
ア） 
 

 
詩の中の言葉に即して情景や心情を捉え、
リズムを感じ取りながら朗読する。（C(2)
ア） 

 
詩に描かれた情景や心情が表現できる
ように、工夫した朗読をしている。 

 
相互評価 
 
 

 
 
 
    
    
    
    
事実と意
見を読み
分ける 
 
 
 
 
 
 
 

 
脳の働き
を目で見
てみよう 
 
 

 
文脈の中における語句の意味に注意して、
要旨を捉えるとともに、脳の働きについて
考える。 
（C(1)イ）（A(1)オ） 
 

 
語句の意味を的確に捉え、要旨をまとめる
とともに、脳の働きについて考えたことを
話し合う。 
（A(2)イ） 
 

 
語句の意味を文脈の中で正確に理解し、
文章の要旨をまとめるとともに、脳の働
きについて考えたことや知りたいこと
を発表している。 

 
ワ―クシ―
ト 
 
 
 

 
漢字の部
首 

 
漢字の部首やその意味を理解する。（伝・国
ウ(ア)(イ)） 

 
「形の変化」を読み、部首の形と呼び名に
ついて理解する。 

 
部首の意味や形の変化、紛らわしい部首
の区別をする。 

 
ワ―クシ―
ト 

 
名詞 
 

 
名詞の種類について理解する。 
（伝・国イ(エ)） 

 
練習問題により、名詞の種類や成り立ちに
ついて理解を深める 

 
五種類の名詞について理解している。 

 
ペ―パ―テ
スト 

 
根拠を明
確にして
書こう 
 

 
説得力のある根拠を明確に示して意見文を
書き、互いに読み合うことで意見の説得力
を確かめ合う。 
（B(1)ウ）（B(1)オ） 

 
明確な根拠を示すうえでのポイントを確か
め、意見文を書き、読み合うことで互いに
意見を交流する。（B(2)ア） 

 
具体的な根拠を明確に示して意見文を
書き、互いの意見文を読み合い、根拠に
説得力があるか確かめ合っている。 

 
作品 
 
 
 

 
 
 
    
    
    
    
自分を見
つめる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
少年の日
の思い出 
 
 

 
場面の展開や描かれた人物、情景に着目し
て作品を読み深め、構成の工夫について自
分の考えを持つ。（C(1)エ）（A(1)オ） 

 
人物や情景を描いた表現に着目して作品を
読み深め、作品の構成の工夫について話し
合う。 
（A(2)イ） 

 
人物や情景の描写に着目して主人公の
思いを捉え、作品の構成について気づい
たことを発表している。 

 
観察 
ワ―クシ―
ト 
 

 
語の意味
と文脈 
 

 
語の多面的な意味と、文脈の働きについて
理解する。（伝・国イ(イ)(ウ)） 

 
例文により、語の多面的な意味と文脈の働
き、多義語について理解する。 

 
文脈の中で語の多面的な意味をとらえ、
区別して使っている。 
 

 
ワ―クシ―
ト 
 

 
漢字の成
り立ち 

 
漢字の成り立ちを理解する。 
（伝・国ウ(ア)(イ)） 

 
六種類の漢字の成り立ちについて理解する
。 

 
漢字の成り立ちや性質により六種類に
分類している。 

 
ワ―クシ―
ト 

 
案内や報
告の文章
を書こう 

 
必要な情報を選び出し、分かりやすい構成
でまとめる。（B(1)イ） 
 

 
手順に従って、合唱コンク―ルの案内や結
果報告の記事を書く。 
（B(2)ウ） 

 
文章やメモから必要な情報を選び出し、
掲載媒体の形式に応じて分かりやすい
構成でまとめる。 

 
作品 
相互評価 
 

 
コンビニ
弁当十六 
万キロの
旅 

 
情報の調べ方・集め方を身につけ、必要な
情報を読み取る。（C(1)カ） 
 
 

 
情報カ―ドの元となる本を決め、手順に従
って情報カ―ドを作る。 
（C(2)イ） 
 

 
調べてみたいことを決めて情報を探し、
分かったことを情報カ―ドにまとめて
いる。 
 

 
作品 
 
 
 

 
 
     
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
視野を広
げる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ニュ―ス
の見方を
考えよう 
 

 
ニュ―スの見方について自分の考えを持ち
、目的に応じて情報を選択して用いる。（C
(1)オ）（C(1)カ） 
 

 
文章の内容を読み取り、グル―プで実際に
ニュ―スを編集したうえで、ニュ―スの見
方について考えを持つ。（C(2)イ） 

 
ニュ―スの見方について考えたことを
挙げており、目的に応じて写真と文を選
択し、ニュ―スを編集している。 

 
観察 
相互評価 
 
 

 
新しい常
用漢字 
 

 
常用漢字について理解する。 
（伝・国ウ(ア)(イ)） 
 

 
常用漢字表や新しい常用漢字について理解
する。 
 

 
常用漢字表について知り、様々な種類の
新しい常用漢字を理解している。 

 
ワ―クシ―
ト 
 

 
連体詞・副
詞・接続詞 

 
連体詞・副詞・接続詞の種類や働きについ
て理解する。     （伝・国イ(エ)） 

 
連体詞・副詞・連体詞をそれらの働きによ
って区別し、それぞれの種類を理解する。 

 
連体詞・副詞・接続詞の種類や働きを理
解している。 
 

 
ペ―パ―テ
スト 
 

 
話し合い
で理解を
深めよう 
 

 
グル―プで互いの体験や考えを出し合って
整理し、話の方向を考えて自分の考えを話
す。     （A(1)ア）（A(1)オ） 

 
一つのテ―マについて体験や考えを出し合
って整理し、話の方向を捉えて、相手の考
えを受けて自分の考えを話す。（A(2)イ） 

 
各自の体験や考えを出し合って共通点
を見つけて整理し、相手の話を受けて自
分の考えを話している。 

 
観察 
自己評価 
 
 

 
鑑賞して
良さを表
現しよう 
 

 
鑑賞文やキャッチコピ―が的確で印象深い
ものになるように表現を磨く。（B(1)エ） 
 

 
表現を磨くためのポイントを確かめ、人に
薦めたい歌について伝えたい内容を考えて
CDジャケットを作る。（B(2)ア） 

 
作品の良さを伝えるために鑑賞文の構
成を考え、キャッチコピ―の言葉の選び
方などを工夫して表現している。 

 
作品 
 
 
 

 
木 
 
 

 
詩に表れているものの見方を捉え、自分の
考え方を広くする。（C(1)オ）（A(1)エ） 

 
言葉の意味を捉え、この詩に表れてれてい
るものの見方について気づいたことを話し
合う。（A(2)ア） 

 
この詩に表れているものの見方を捉え、
自分が気づいたことを発表している。 

 
ワ―クシ―
ト 
 

 

トロッコ 
 
 
 

 

文学作品を読み、情景描写などの表現の効
果について考える。 
（C(1)エ） 
 

 

「トロッコ」の様々な情景描写の表現効果
について気づいたことを話し合い、これま
でに読んだ名作について紹介する。（C(2)
ウ） 

 

情景や人物の様々な描写の表現効果に
ついて、気づいたことをを挙げている。 
 
 

ワ―クシ―
ト 
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第２学年国語科年間指導計画 

（研究課題）  「論理的に思考し、表現する生徒の育成を目指して」 

（学年目標）  「目的や意図に応じ、論理展開に着目して読み、構成を工夫して書き、考えの違いを比較しながら話し合う態度を育てる。」 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応） 評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

思いを

伝える 

木とともに 

人とともに 

詩に込められた心情を捉え、読み方

を工夫して音読する。（Ｃ(1)ア） 

情景や心情を的確に捉え、それを生かし

て詩の音読の発表をする。（Ｃ(2)ア） 

詩に描かれた情景や心情を捉え、どんな言

葉にどんな気持ちを込めて読んだらよいか

を考えて音読している。 

生徒同士

の相互評

価 

伝えたいと

思うから 

心情を表すさまざまな言葉に注意

して、筆者の主張を捉える。（Ｃ(1)

ア） 

心情を表す表現を見つけて主張を捉え、

考えを交流する。（Ｃ(2)ア） 

心情を表すさまざまな言葉に注意して、「呼

び言」の体験に基づく筆者の主張を捉えて

いる。 

観察・ワー

クシート 

短歌を楽し

む 

短歌の鑑賞文を交流し、互いの発表 

を検討して自分の考えを広げる。 

（Ａ(1)オ） 

短歌の鑑賞文を交流し、互いの発表を聞 

いて意見を述べる。（Ａ(2)ア） 

鑑賞文を聞いて、意見交換をして、自分の

考えを広げている。 

観察・ワー

クシート 

短歌のリズ

ムで表現し

よう 

自然や体験の描き方を工夫して、短

歌を作る。（Ｂ(1)ウ） 

題材となるメモをもとに、表現の仕方を

工夫して、短歌を作る。（Ｂ(2)ア） 

短歌のリズムを意識しながら、自然や体験

の描き方を工夫して、短歌を作っている。 

作品 

敬語 

敬語の種類や使い方について理解

して、話したり聞いたりする。（Ａ

(1)オ）(伝・国イ(ア)) 

敬語を使うべき日常の場面を想定し、模

擬会話を行う。（Ａ(2)ア） 

尊敬語・謙譲語・丁寧語という敬語の種類

や、それらの使い方について理解して、話

したり聞いたりしている。 

生徒の自

己評価・観

察 

情報を

比較す

る 

字のない葉

書 

卒業ホーム

ラン 

２つの作品の読み比べを行い、共通 

点や相違点を見つけ、自分の考えを 

持つ。（Ｃ(1)ア） 

２つの作品の読み取りから得た情報の比

較をする。（Ｃ(2)ウ） 

２つの作品を読み比べ、作品に描かれた人

物像や読み取れるテーマの共通点・相違点

について、自分の考えを明らかにしている。 

ワークシ

ート 

聞き取って

吟味しよう 

問題意識を持って相手の話を聞き、 

自分の考えと比較する。（Ａ(1)エ） 

事実と考えとを聞き分けたり、相手の考

えを吟味しながら聞いたりする。（Ａ(2)

ア） 

事実と考えとを聞き分けるとともに、問題

意識を持って相手の考えと根拠を吟味し、

自分の考えと比較している。 

生徒同士

の相互評

価 

食の世界遺

産 

白川郷―受

け継がれる

合掌造り 

２つの作品の読み比べを行い、それ 

ぞれの文章の書き方の特徴を捉え、 

自分の書き方の工夫に生かす。（Ｂ 

(1)ウ） 

２つの作品の読み比べから得た書き方の 

工夫に生かし、テーマに沿って文章を書 

く。（Ｂ(1)ア） 

２つの作品の読み比べから書き方の工夫を

捉え、自分の考えを効果的に表現している。 

作品・観察 

語感を

磨く 

類義語・対義

語 

類義語と対義語について理解して、 

文脈の中で使い分ける。（Ｂ(1)エ） 

(伝・国イ(ア)) 

類義語や対義語の意味の違いを理解し 

て、文を作る。（Ｂ(2)ア） 

類義語と対義語について理解し、語感を磨

き、文脈の中で正しく使い分けている。 

ワークシ

ート 

用言の活用 

用言の活用形の種類や、活用の仕方 

について、グループで活用表を作る 

ことで、理解を深める。（Ａ(1)オ）

(伝・国イ(エ)) 

グループで活用表を作り、活用の種類や 

活用の仕方について考えたことを発表す 

る。（Ａ(2)ア） 

用言の六種類の活用形や、活用の仕方につ

いて理解している。 

ペーパー

テスト 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 
時空を

こえて 

枕草子 

筆者の表現上の特徴を効果的に用 

いて、自分の季節感や美意識を文章 

で表現する。（Ｂ(1)ウ）(伝・国ア 

(イ)) 

当時の人々に共通の美意識について確認 

し、表現上の効果に注意して、自分の季 

節感を文章に表す。（Ｂ(2)ア） 

筆者の季節に対する感じ方や、表現上の特

徴を捉えて、自分の季節感を文章に表して

いる。 

作品・観察 

徒然草 

随筆に表れた筆者のものの見方や 

考え方を捉える。（Ｃ(1)ウ）(伝・

国ア(イ)) 

作品に描かれた人物の言動や思い、それ 

らを踏まえた筆者の考えを読み取る。（Ｃ

(2)イ） 

描かれた人物に対する筆者の考えを捉える

とともに、その人物の人物像を想像してい

る。 

ワークシ

ート 

平家物語 

場面や状況を読み取り、当時の武士 

の生き方や心情について、互いの発 

表を検討して自分の考えを広げる。 

（Ａ(1)オ）(伝・国ア(イ)) 

表現の特徴に注意して古文を朗読し、場 

面の状況や登場人物の心情を読み取り、 

互いの発表を聞いて意見を述べる。（Ａ 

(2)ア） 

与一の置かれていた状況や気持ちを捉える

とともに、当時の武士の生き方について読

み取り、意見交換をして、自分の考えを広

げている。 

観察・ワー

クシート 

漢詩 

表現の特徴を捉え、繰り返し朗読し 

て漢詩の世界を楽しむ。（Ｃ(1)ア） 

(伝・国ア(ア)) 

朗読・暗唱を通して漢詩を味わい、漢詩 

に描かれている情景・心情や、表現上の 

特徴を捉え、交流する。（Ｃ(2)ア） 

漢詩の形式を理解し、対句などの特徴的な

表現に注意して朗読・暗唱している。 

発表・観察 

説得力のあ

る提案をし

よう 

資料や機器を活用して、分かりやす 

く印象的に話す。（Ａ(1)ウ） 

グループごとに提案を決めて、資料や機 

器を効果的に生かして、プレゼンテーシ 

ョンをする。（Ａ(2)ア） 

グラフや表、写真などを取り入れて資料を

作成し、機器を活用したり資料提示のタイ

ミングを工夫したりしている。 

発表・生徒

同士の相

互評価 

落葉松 

 

詩に描かれた情景や心情を捉え、リ

ズムを感じ取りながら朗読する。 

（Ｃ(1)ア） 

表現の仕方について、グループで考えを 

交流し、朗読を発表する。（Ｃ(2)ア） 

詩に描かれた情景や心情を捉え、五七調の

文語詩のリズムを感じ取りながら朗読して

いる。 

発表・観察 
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月 単元名 教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応） 評価規準 評価方法 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

論証を

吟味す

る 

恥ずかしい

話 

筆者の論の進め方の工夫を捉える。 

（Ｃ(1)ウ） 

筆者の論の進め方を捉える。また、抽象 

的な語句に注意して、文章の内容を読み 

取る。（Ｃ(2)イ） 

段階を踏んで結論を導く文章構成を捉える

とともに、論の進め方の工夫について気づ

いたことを挙げている。 

ワークシ

ート 

反対意見を

想定して書

こう 

意見が効果的に伝わるように、根拠 

を具体的に記述したり、他の立場へ 

の反論を盛り込んだりする。（Ｂ(1) 

ウ） 

課題について、立場を決めて、反対意見 

を想定した意見文を書く。（Ｂ(2)イ） 

自分の主張に説得力を持たせるために、根

拠を具体的に記述したり、他の立場への的

確な反論を盛り込んだりしている。 

作品・生徒

同士の相

互評価 

同音異義語 

同訓異字 

同音異義語・同訓異字について理解 

して、文脈に応じて正確に使い分け 

る。（Ｂ(1)エ）(伝・国ウ(ア) (イ)) 

同音異義語・同訓異字について理解して、 

自分で適切な文を作成する。（Ｂ(2)ア） 

同音異義語・同訓異字について理解して、

文脈に応じて正確に使い分けたり、自分で

適切な文を作成したりしている。 

ワークシ

ート 

わかり

やすく

伝える 

走れメロス 

作品を読み深めるための課題を自

己設定して、根拠を明確にしながら

自分の考えをまとめる。（Ｃ(1)ウ） 

自己設定した課題について、具体的な描

写や文章展開を根拠として引用しなが

ら、自分の考えをまとめる。（Ｃ(2)イ） 

具体的な描写や文章展開を根拠として作品

を読み深めて、自分の考えを分かりやすく

まとめている。 

ワークシ

ート・観察 

依頼状やお

礼状を書こ

う 

書いた手紙を読み返し、語句や文の 

書き方などに注意して推敲する。 

（Ｂ(1)エ） 

依頼状やお礼状を書き、それ読み返して、 

よりよい手紙となるように推敲する。（Ｂ 

(2)ウ） 

手紙文を読み返し、手紙の形式や、伝える

情報の漏れ、言葉遣いの適切さなどに注意

して推敲している。 

作品・観察 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

情報化

社会に

生きる 

情報検索で

開ける世界 

書籍やインターネットを使って情 

報を集め、それらの情報の特徴につ 

いて考える。（Ｃ(1)オ） 

辞書やインターネット、新聞などを活用 

して得た情報を比較する。（Ｃ(2)ウ） 

 

書籍やインターネットで集めた情報を比較

して、それぞれのメディアの特徴について

気づいたことを挙げている。 

ワークシ

ート 

話し合いで

考えを広げ

よう 

さまざまな情報手段を使って討論 

のテーマを決め、自分たちの提案を 

まとめる。（Ａ(1)オ） 

辞書やインターネット、新聞などを効果 

的に活用して情報を得、討論のテーマを 

設定し、提案をまとめる。（Ａ(2)ア） 

多様な情報手段を活用して話題を見つけ、

テーマを設定したうえで、根拠を固め、質

問や反論を予想して提案をまとめている。 

生徒の自

己評価・観

察 

いきいきと

描き出そう 

風景や心情などをいきいきと表す 

ように、描写を工夫して物語を作 

る。（Ｂ(1)ウ） 

俳句から想像を膨らませて物語を創作す 

る。（Ｂ(2)ア） 

場面の風景をいきいきと、五感に訴えるよ

うに描き出すとともに、会話文や行動の描

写から人物の心情が伝わってくるように書

いている。 

作品 

広がる

世界 

わたしが一

番きれいだ

ったとき 

心情が読み取れる言葉に注意して

詩を朗読する。（Ｃ(1)ア） 

各連で繰り返される言葉に込められた思 

いを考えながら詩を朗読する。（Ｃ(2)ア） 

それぞれの連の言葉から心情を読み取ると

ともに、各連で繰り返される言葉に込めら

れた思いを捉えている。 

発表・ワー

クシート 

坊っちゃん 

文学作品を読み、登場人物の考え方 

や人柄などについて考える。（Ｃ(1) 

エ） 

主人公と清の行動や人柄、考え方につい 

てどう考えるか、話し合う。（Ｃ(2)イ） 

 

主人公と清の人物像を捉え、感じたことや

考えたことを挙げている。 

ワークシ

ート・観察 

本で世界を

広げよう 

複数の本を読んで、比べながら考え 

をまとめ、紹介をする。（Ｃ(1)オ） 

複数の本を読み比べて、考えをブックト 

ークメモにまとめ、紹介をしている。（Ｃ 

(2)ウ） 

調べてみたいテーマを決めてさまざまな情

報を比較し、まとめている。 

発表・ワー

クシート 
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第３学年国語科年間指導計画 

（研究課題）「論理的に思考し、表現する生徒の育成を目指して」 

（学年目標）「目的や意図に応じ，論理展開を的確に捉えて読み、優れた表現を取り入れながら書き、考えの違いを評価しながら話し合う態度を育てる。」 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応） 評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

言語感

覚を磨

く 

生命は 

詩の意味や効果的な表現を捉え、読

み方を工夫して音読する。（Ｃ(1)

ア） 

表現の仕方について批評し、それを生か

して詩の音読をする。（Ｃ(2)ア） 

詩に込められた意味や効果的な表現を捉

え、文末表現などに応じて読み方を工夫し

ながら音読している。 

発表 

言語の有限

性と無限性 

対比された言葉に注意して、筆者の

主張を捉える。（Ｃ(1)ア） 

「言語」と「映像」の対比に注意して、

筆者の主張を捉える。（Ｃ(2)イ） 

「言語」と「映像」など、対比された言葉

に注意して、筆者の主張を捉えている。 

ノート 

俳句の読み

方、味わい方 

俳句の良さを評価してまとめる。

（Ｃ(1)ウ） 

「俳句五句」から一句を選び、その句の

良さを評価して、鑑賞文をまとめる。（Ｃ

(2)ア） 

「俳句五句」から一句を選び、読み取った

ことや想像したこと、表現の工夫など、そ

の句の良さを評価して鑑賞文にまとめてい

る。 

作品 

俳句を作っ

て句会を開

こう 

俳句を作って互いに読み合い、作品

の良さを評価する。（Ｂ(1)エ） 

作った俳句を読み合って評価する。（Ｂ

(2)ア） 

俳句を作って互いに読み合い、情景や心情

の表し方、表現の新鮮さなど、作品の良さ

を見つけて評価している。 

相互評価 

言葉の移り

変わり 

言葉の変化について理解する。

（伝・国イ（ア）） 

学習材を読んで、言葉の変化について理

解する。適宜、漢字を確認する。 

音声の変化、文法の変化、語彙の変化など、

言葉の変化について理解している。 

ペーパー

テスト 

熟 語 の 構

成・熟字訓 

熟語の構成や熟字訓について理解

する。（伝・国ウ（ア）） 

「熟語の構成」「三字熟語」「熟字訓」を

読んで、熟字訓について理解し、「課題」

に取り組む。 

二字熟語と三字熟語の構成や、熟字訓につ

いて理解している。 

ペーパー

テスト 

文学作

品を読

み味わ

う 

形 

場面の展開や表現の仕方に着目し、

作品を評価する。（Ｃ(1)ウ） 

古典作品「松山新介の勇将中村新兵衛が

事」と読み比べ、「形」の内容や表現の特

徴を捉えたうえで、この小説の工夫や魅

力についてまとめる。（Ｃ(2)ウ） 

「形」の人物像や場面展開、表現の仕方な

どの特徴を見つけ、その工夫や魅力を評価

してまとめている。 

ワークシ

ート 

風の唄 

場面や登場人物の設定の仕方を捉

えて、作品を読み味わう。（Ｃ(1)

ア） 

場面や登場人物の設定の仕方、人物の考

えや心情を捉えて作品を読み味わう。（Ｃ

(2)ア） 

東真や映子などの人物の設定に注意して、

場面ごとの人物の思いを捉えている。 

ノート 

四字熟語 

四字熟語の構成について理解し、さ

まざまな四字熟語を知る。（伝・国

イ（イ）） 

「四字熟語」を読んで、四字熟語の構成

について理解し、「課題」に取り組む。 

さまざまな構成の四字熟語を知り、数字を

含むものや故事成語であるものについても

理解している。 

ペーパー

テスト 

聞き取って

評価しよう 

聞き取ったことをさまざまな観点

から評価して、自分の考えや表現に

生かす。（Ａ(1)ウ） 

手順に従って、複数の意見や、スピーチ

を聞いて評価する。（Ａ(2)ア） 

 

複数の意見や、スピーチを聞いて、さまざ

まな観点から評価し、自分の考えをまとめ

ている。 

相互評価 

構成・

展開を

捉える 

絶滅の意味 

人間社会と自然との関わりについ

て考え、自分の意見を持つ。（Ｃ(1)

エ） 

「考えを深める」設問に取り組み、人間

社会と自然との関わりについて自分の意

見をまとめる。（Ｃ(2)イ） 

 

「現代の絶滅」を引き起こしてきた人間社

会の在り方と、生態系の維持との関係につ

いて、自分の意見をまとめている。 

ノート 

形がきまっ

た言い方・慣

用句 

形がきまった言い方や慣用句につ

いて理解する。（伝・国イ（イ）） 

学習材（Ｐ69～70）を読んで、形がきま

った言い方や慣用句について理解する。 

連語や慣用句など、形がきまった言い方に

ついて理解している。 

ペーパー

テスト 

送り仮名 

送り仮名の付け方について理解す

る。（伝・国ウ（イ）） 

「活用のある語」「活用のない語」を読ん

で、送り仮名の付け方の原則と例外につ

いて理解する。 

活用のある語と活用のない語について、送

り仮名の付け方の原則と例外を理解してい

る。 

ペーパー

テスト 

編集して伝

えよう―「日

本文化」のガ

イドブック 

読み手に合わせて、記事の内容や形

式を工夫して書く。（Ｂ(1)ア） 

グループでテーマを設定し、その中で個

人の題材を決めて、「日本文化を外国人に

紹介するためのガイドブック」を作る。

（Ｂ(2)イ） 

読み手が関心を持ちそうな内容を選び、興

味深い記事になるように形式を工夫して書

いている。 

作品 

星の航海術

―心の中に

島が見える

か 

本で世界を

広げよう〈異

文化理解〉 

本の世界を

楽しもう 

さまざまな読み広げによって、知識

を広げ、考えを深める。（Ｃ(1)オ） 

読み広げ方について考え、読む本を探し

て発表し合ったり、実際に読んでみたり

する。（Ｃ(2)ウ） 

本の読み広げ方を考え、適した本を探して

いる。 

観察 



21 

 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応） 評価規準 評価方法 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

古典の

世界に

親しむ 

万葉・古今・

新古今 

それぞれの和歌が詠まれた背景や

作者の心情について考える。（伝・

国ア（ア）） 

「万葉・古今・新古今」のそれぞれの和

歌について、音読を通して和歌のリズム

を味わい、和歌の意味を考え、和歌に詠

み込まれた情景・心情を読み取る。 

和歌のリズムに注意して音読するととも

に、歴史的背景などに注意して、それぞれ

の和歌に込められた意味を捉えている。 

ワークシ

ート 

おくのほそ

道 

作品に込められた作者の思いを読

み深める。（伝・国ア（ア）） 

「考えを深める」設問ⓐに取り組み、「お

くのほそ道」の構成の特徴やその効果に

ついて考えたことを話し合う。 

文章と句が組み合わされていることの効果

について気づいたことを挙げている。 

ノート 

論語 

古典の言葉

を味わおう 

古人の言葉をもとに人間の生き方

について考える。（伝・国ア（イ）） 

印象に残った孔子の言葉についての自分

の考えを文章にまとめる。 

古人の言葉を引用しながら、人間の生き方

などについて考えたことをまとめている。 

作品 

紛らわしい

漢字 

形や音の似た、紛らわしい漢字に注

意する。（伝・国ウ（イ）） 

「形・音の類似」を読んで、形や音の類

似した漢字があることを知り、「課題」に

取り組む。 

形や音の似た漢字を識別している。 ペーパー

テスト 

間違えやす

い敬語 

間違えやすい敬語に注意し、正しい

敬語の使い方を理解する。（伝・国

イ（ア）） 

学習材を読んで、間違えやすい敬語の使

い方を知り、正しい敬語の使い方を理解

し、「課題」に取り組む。 

尊敬語と謙譲語の使い分けや敬語の使い過

ぎなど、間違えやすい敬語の使い方に注意

し、正しい敬語の使い方を理解している。 

ペーパー

テスト 

場面に応じ

て話そう―

条件スピー

チ 

敬語を適切に使い、場の状況や相手

に応じた話し方をする。（Ａ(1)イ） 

「課題」に取り組み、社会生活とつなが

りのある体験について、話す場面を想定

してスピーチをする。（Ａ(2)ア） 

敬語を正しく使い、適切な言葉遣いで話す

とともに、聞き手の様子に応じて、言い換

えや補足など、理解を深めてもらう工夫を

している。 

発表 

文章を

吟味・

判断す

る 

初恋 

表現の特徴を捉え、リズムを感じ取

りながら朗読する。（Ｃ(1)ア） 

七五調など、表現の特徴を捉え、リズム

を感じ取りながら朗読する。（Ｃ(2)ア） 

七五調の文語詩という表現の特徴を捉え、

リズムを感じ取りながら朗読している。 

発表 

テクノロジ

ーとの付き

合い方 

テクノロジ

ーと人間ら

しさ 

文章を読み比べて、文章の内容につ

いて自分の考えを持つ。（Ｃ(1)エ） 

人間はテクノロジーとどう付き合うべき

かについて、自分の考えを書く。（Ｃ(2)

イ） 

読み比べたことを踏まえて、人間はテクノ

ロジーとどう付き合うべきか、自分の考え

をまとめている。〔 

ノート 

和語・漢語・

外来語 

和語・漢語・外来語の特徴について

理解する。（伝・国イ（イ）） 

和語・漢語・外来語の区別や、それぞれ

の特徴について理解する。 

和語・漢語・外来語の区別や、それぞれの

特徴について理解している。 

ペーパー

テスト 

間違えやす

い言葉 

読み間違えたり書き間違えたりし

やすい言葉に注意する。（伝・国ウ

（ア）） 

「読み間違えやすい言葉」「書き間違えや

すい言葉」があることを知り、「課題」に

取り組む。 

読み間違えやすい言葉や書き間違えやすい

言葉について理解している。 

ペーパー

テスト 

観察・分析し

て論じよう

―批評文 

論理の展開を工夫したり、資料を参

考にしたり引用したりして、説得力

のある批評文を書く。（Ｂ(1)イ） 

チョコレートのポスターＡ～Ｃを観察・

分析して批評文を書く。（Ｂ(2)ア） 

根拠を具体的に記述して、結論が明快に伝

わるように論理の展開を工夫するととも

に、資料を参考にしたり引用したりして生

かしている。 

作品 

文学作

品を読

み深め

る 

故郷 

場面の展開と人間関係の変化を捉

えて、作品を読み深める。（Ｃ(1)

イ） 

場面の展開と人間関係の変化を捉えて、

作品を読み深める。（Ｃ(2)ア） 

場面の展開と、個々の人物の特徴や人間関

係の変化を捉えるとともに、「希望」につい

て考えたことを挙げている。 

ワークシ

ート 

漢字いろい

ろ 

いろいろな漢字を知り、言語生活を

豊かにする。（伝・国ウ（イ）） 

「人名・地名でよく目にする漢字」「単位

や数量を表す漢字」「特定の分野でよく目

にする漢字」「その他の知っておきたい漢

字・語句」についての「課題」に取り組

む。 

人名・地名でよく目にする漢字、単位や数

量を表す漢字、特定の分野でよく目にする

漢字など、いろいろな漢字について理解し

ている。 

ペーパー

テスト 

何のために

「働く」のか 

本で世界を

広げよう〈現

代社会〉 

読書のさまざまな目的を考え、読書

生活を豊かにする。（Ｃ(1)オ） 

読んできた本について整理し、読書の目

的や動機について考え、読書生活をより

豊かにするための読書計画を立てる。（Ｃ

(2)ウ） 

読書生活を振り返り、これまで読んできた

本を整理して、これからの読書計画を立て

ている。 

ノート 
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月 単元名 教材名 学習目標（学習指導要領との対応） 言語活動（学習指導要領との対応） 評価規準 評価方法 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

自分の

意見を

持つ 

「正しい」言

葉は信じら

れるか 

文章を読み比べ、構成や表現の違い

について考える。（Ｃ(1)ウ） 

新聞記事を読み比べたり、書き換えたり

することを通して、構成や表現の違いか

ら生まれる印象の違いについて考える。

（Ｃ(2)イ） 

新聞記事を読み比べたり書き換えたりし

て、構成や表現の違いについて考えたこと

を挙げている。 

ワークシ

ート 

新しい常用

漢字 

常用漢字について理解する。（伝・

国ウ（ア）） 

「常用漢字表／複数の書き方がある漢

字」を読んで、常用漢字表や新しい常用

漢字について理解し、「課題」に取り組む。 

常用漢字表について知り、さまざまな種類

の新しい常用漢字を理解している。 

ペーパー

テスト 

文法のまと

め 

文法的な性質の異なる語の見分け

方を通して、文法の復習をする。

（伝・国イ（イ）） 

文法的な性質の異なる語の見分け方を通

して、文法の復習をする。また、「課題」

に取り組む。 

文節や単語、品詞や活用形などについて理

解し、文法的な性質の異なる語を見分けて

いる。 

ペーパー

テスト 

話し合いで

問題を解決

しよう―チ

ャート式討

論 

話し合いが効果的に展開するよう

に進行の仕方を工夫する。（Ａ(1)

エ） 

提示されている問題について、論点を整

理しながらグループで討論する。（Ａ(2)

イ） 

論点を明らかにし、議論の順序をチャート

に整理するとともに、話し合いの方向を捉

え、必要に応じて軌道修正している。 

相互評価 

今の思いを

まとめよう

―時を超え

る手紙 

中学校生活を振り返ったり将来を

展望したりして、思いを手紙にまと

める。（Ｂ(1)ア） 

手順を参考に「課題」に取り組み、「過去

の人物」か「未来の自分」に宛てて手紙

を書く。 

中学校生活や将来について、自分の思いを

見つめ直し、書きたい内容を絞って手紙に

まとめている。 

作品 

レモン哀歌 

効果的な言葉の使い方に注意して

詩を読む。（Ｃ(1)ア） 

この詩の言葉で心に残ったところを挙げ

て、そこにどんな表現効果が感じられる

かを話し合う。（Ｃ(2)ア） 

詩の言葉で心に残ったところを挙げ、そこ

にどんな表現効果が感じられるかを指摘し

ている。 

ワークシ

ート 

最後の一句 

日本の名作

を読もう 

文学作品を読み、人間や社会につい

て考える。（Ｃ(1)エ） 

「いち」の最後の言葉についてどう考え

るか、話し合う。（Ｃ(2)ア） 

「いち」の最後の言葉をもとに、人間や社

会について考えたことを挙げている。 

ノート 

楼蘭の夜 

先人の生き方の根底にあった思い

を受け止める。（Ｃ(1)エ） 

筆者の生き方や思いについてどう考える

か、話し合う。（Ｃ(2)ア） 

文章を読み、先人の生き方の根底にあった

思いを受け止め、感想を述べている。 

作品 
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第 1 学年社会科年間指導計画 

（研究課題）資料を活用して社会的認識を深める言語活動の追究 

（学年目標）①地理的・歴史的な見方と考え方の基礎・基本、概念と技能を習得し、事象間の関連付けを多面

的・多角的に考え、説明できる。②地図・写真等の資料の読み取り技能と資料を利用し表現する

言語活動を重視する。 

月 単  元 学習目標 言語活動 評価基準Ｂ 場面・方法 

４ （地理） 

●世界のさまざま

な地域 

第１章世界のすが

た 

 

●世界を地理的に

認識するための座

標軸として、地球儀

や世界地図を活用

して、大陸と海洋の

形状や分布、緯度と

経度による位置の

表し方を理解させ

る。 

●現在の世界が州

や大陸およびそれ

らを区分したいく

つかの地域でとら

えられていること

や、おもな国々の位

置や国名知識を身

につけてさせる。 

●様々な世界地図が

考案される理由や世

界の地域構成、地域に

おける気温の違いを

緯度と経度を基に考

察し、祖母過程や結果

を文章や地図で適切

に表現する。【思考・

判断・表現】 

●世界の地域構成につ

いて、大陸と海洋の形

状や分布、また、おも

な国々の名称と位置の

知識を身につけるとと

もに、緯度や経度につ

いて理解しその知識を

身につけている。【知

識・理解】 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

５ （歴史） 

◆歴史の流れ 

・歴史の流れを

ふり返ろう 

・歴史をはかる

ものさし 

 

 

 

 

 

◆古代までの日本 

第１節人類の始ま

りと文明 

◆小学校で学習し

た歴史上の人物・で

きごと・文化遺産に

ついて振り返った

りまとめたりする

活動を通じて時代

の区分や移り変わ

りに気づくととも

に、歴史学習へ意欲

を高める。 

 

 

 

 

◆人類の誕生・世界

の古代文明や宗教

のおこりについて

理解させる。 

 

◆小学校で学習した

歴史上の人物・できご

と・文化遺産など各時

代の特色について考

え、その過程や結果を

適切に表現している。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

◆文明の特徴を自然

や農業の等の条件と

結びつけて、多面的・

多角的に考察し、その

過程や結果を適切に

表現している。【思

考・判断・表現】 

◆宗教のおこりと広

まりを文明のおこり

と関連させて説明し、

現在社会への影響に

ついても考えている。

【思考・判断・表現】 

◆小学校で学習した歴

史上の人物・できご

と・文化遺産など各時

代の特色に関する様々

な資料を集め、有用な

情報を適切に読みと

り、図表や簡単な文章

にまとめている。【技

能】 

◆小学校で学習した歴

史上の人物・できご

と・文化遺産など各時

代の特色に関心をも

ち、歴史を意欲的に学

ぼうとしている。【関

心・意欲・態度】 

◆人類の誕生・世界各

地の文明やおもな宗教

のおこりについて理解

している。【知識・理解】 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 

 

６ （歴史） 

第２節日本の原始

◆日本列島での農

耕の広まり、東アジ

◆日本における国家

の形成、律令国家の確

◆東アジアの文明の影

響を受けながら日本で

ワ ー クシ

ート 
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時代 

第３節日本の古代

国家の形成 

第４節日本の古代

国家の展開 

アの文明の影響を

受けながら日本に

国家が形成された

ことを理解できる。 

◆大陸の文化や制

度を取り入れなが

ら国家のしくみが

整えられ、天皇や貴

族の政治が展開し

たことと、仏教の伝

来とその国際的な

影響を受けた文化

が栄え、後に仮名文

字などの文化の国

風化が進展したこ

とを理解できる。 

◆学習したことを

活用して「古代の日

本」を大観して、そ

の特色を表現する。 

立と天皇や貴族の政

治の展開、国際的な要

素を持った文化と文

化の国風化について、

資料を集め適切に読

み取っている。【技能】 

◆日常生活の中から

日本の伝統文化を探

し，暮らしにどのよう

な影響を与えている

か考える。【思考・判

断・表現】 

 

国家が形成され、天皇

や貴族の政治が進展し

たことを理解してい

る。【知識・理解】 

◆東アジアの文明の影

響を受けながら日本で

国家が形成されたこ

と、天皇や貴族の政治

が進展したこと、国際

的な要素をもった文化

と文化の国風化などの

古代の日本に関する歴

史的事象に対する関心

を高め、古代までの日

本の文化遺産を尊重し

ようとしている。 

【関心・意欲・態度】 

発表 

ノ ー ト点

検 

定 期 テス

ト 

小テスト 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地理） 

●世界のさまざま

な地域 

第２章世界各地の

人々の生活と環境 

 

●地域で異なる自

然環境の違いを写

真や雨温図・統計資

料からとらえさせ

る。 

●人々の生活と環

境の関わりや、様々

な条件の下で多様

な生活を営んでい

ることを理解させ

るとともに、異なる

文化を尊重する態

度を身につけさせ

る。 

●同じ地域における

過去と現在の生活の

比較から、その変容が

どのような条件によ

るものか考察し、論述

する。【思考・判断・

表現】 

●世界各地の人々の

生活の多様性につい

て、自然的条件・社会

的条件と関連づけた

生活の様子とその変

容を自分たちの生活

と比較しながら考察

し、その結果を表現す

る。 

【思考・判断・表現】 

●世界各地の人々の生

活や環境が多様で、そ

の暮らしが変化してい

くのは、自然的条件や

社会的条件であること

を理解している。【知

識・理解】 

●世界的に広がるおも

な宗教の分布の様子を

主題図から、気候の違

いを雨温図から読みと

ることができる。【技

能】 

 

 

課 題 テス

ト 

夏季課題 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

９ 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章世界の諸地

域 

・アジア州 

・ヨーロッパ州 

・アフリカ州 

・北アメリカ州 

・南アメリカ州 

・オセアニア州 

 

 

 

 

 

●世界の諸地域の

自然環境・産業・生

活・文化・歴史の背

景などの特色を概

観し、地図などを活

用して、基礎的・基

本的知識を身につ

けさせる。 

●世界の諸地域に

関する統計資料の

分析、雨温図・主題

図・写真の読み取り

や比較・関連づけな

●アジア州では経済

が成長してきた理由

を、ヨーロッパ州では

国家間の統合が進め

られてきた理由を、ア

フリカ州では他国へ

の依存からの脱却が

進められてきた過程

を、北アメリカ州では

アメリカ合衆国の産

業が発達している理

由を、南アメリカ州で

は環境問題と環境保

●地域の環境条件や他

地域との結びつき、人

間の営みなどからとら

えた世界の諸地域の地

域的特色を理解し、基

礎的・基本的な知識を

身につけている。【知

識・理解】 

●収集した資料から世

界の諸地域の地域的特

色について有用な情報

を適切に選択し、読み

とったり、図表などに

定 期 テス

ト 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 
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11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの地理的技能を

はぐくむ。 

全の過程を、オセアニ

ア州ではアジアとの

結びつきを深めてき

た理由を、それぞれ多

面的・多角的に考察

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

【思考・判断・表現】 

まとめたりしている。

【技能】 

●世界の諸地域の地域

的特色を理解するため

の適切な課題を設定

し、意欲的に追究する。

【関心・意欲・態度】 

第４章世界のさま

ざまな地域の調査 

 

 

 

 

 

 

 

●調査活動や調査

結果のまとめなど

の様々な学習活動

を通して、言語能力

を高めさせる。 

●調査結果の分析

や調査結果の発表

の学習活動を通じ

て、地理情報の適切

な処理方法や地理

的技能を身につけ

させる。 

●世界の様々な地位

または国の人々の暮

らしの地域的特色に

ついて、その共通性や

異質性など、多面的・

多角的に考察し、なぜ

そのような多様な生

活を営んでいるのか

を論述や図表などで

適切に表現している。

【思考・判断・表現】 

●学習した地理的事象

や日常の報道などによ

る話題などの地理的事

象に関心を高め、設定

した課題を意欲的に追

究しようとしている。

【関心・意欲・態度】 

●調査結果の発表にお

いてわかりやすく発表

している。【技能】 

定 期 テス

ト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 

（歴史） 

◆中世の日本 

第１節鎌倉幕府の

成立 

 

 

第２節元の襲来と

鎌倉幕府のおとろ

え 

第３節室町幕府と

下剋上 

 

 

 

第４節中世の文化 

 

◆武家政治の特色

について考え、武家

政権の成立とその

支配が全国に広ま

ったという中世の

特色を理解させる。 

◆元寇・日明貿易・

琉球の国際的な役

割について学習す

ることを通じて、日

本が東アジア世界

と密接な関わりが

あったことを認識

させる。 

◆農業などの諸産

業が発達したこと、

畿内を中心とした

都市や農村におけ

る自治的な仕組み

が成立したこと、禅

宗の文化的影響な

どから、民衆の成長

を背景にした社会

や文化が生まれた

ことを理解する。 

◆鎌倉幕府や室町幕

府（武家政権）の政治

の特徴を貴族の政治

や平氏の政治と比べ

ながら説明している。

【思考・判断・表現】 

◆元寇の戦いに参加

した御家人の要求や

鎌倉幕府の対応を理

解した上で、鎌倉幕府

がおとろえていった

理由を元寇と関連づ

けて説明する。 

【思考・判断・表現】 

◆武家政権が成立し、

支配が全国に広まった

こと、東アジア世界と

密接に関わっているこ

と、武士の政治が展開

する中で民衆の成長を

背景にした社会や文化

が生まれその文化が現

在に結びつくものが見

られることを理解する

【知識・理解】 

◆資料を読み取って、

元軍と日本の武士との

戦い方の違いや、御家

人に恩賞（御恩）を要

求したことを説明して

いる。【技能】 

課 題 テス

ト 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

レポート 

冬季課題 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地理） ●日本の国土の位 ●世界と日本、日本国 ●「自然環境」・「人口」 小テスト 
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３ 

 

●日本のさまざま

な地域 

第１章日本のすが

た 

第２章世界から見

た日本のすがた 

１節世界から見た

日本の自然環境 

２節世界から見た

日本の人口 

置および領域の

変化を多面的・多

角的に考察させ

る。 

●経度の違いが私

たちの生活にど

のように影響す

るのか、標準時と

時差のしくみを

ふまえて大観さ

せる。 

●都道府県と県庁

所在地の名称と

位置を地図上で

確実に身につけ

させるとともに、

地名への関心を

高めさせる。 

●世界的な視野か

ら見た日本の地

域的特色や日本

全体の視野から

見た国内の諸地

域の特色を「自然

環境」・「人口」と

いう観点からと

らえる。 

内の地域間を比較し

関連づけて考察する

とともに、日本の地域

的特色について簡単

な説明文にまとめる

など適切に表現する。

【思考・判断・表現】 

の観点かについて、世

界的な視野から見た日

本の地域的特色や日本

全体の視野から見た国

内の諸地域の特色を理

解するとともに、地域

的特色を明らかにする

視点や方法を身につけ

ている。【知識・理解】 

●日本の地域的特色を

世界的な視野や日本全

体の視野から学習する

ために、地球儀や各種

地図・統計資料などの

役割を理解して、適切

に収集、選択、活用し、

地図や図表などにまと

めている。【技能】 

ワ ー クシ

ート 

レポート 

発表 
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第 2 学年社会科年間指導計画 

（研究課題）資料を活用し、社会的認識を深める言語活動の追究 

（学年目標）歴史的事象をもとにしながら、時代の特色を把握することができる 

月 単  元 学習目標 言語活動 評価基準Ｂ 場面・方法 

４ （歴史） 

第 1 編歴史のとら

え方 

●小学校で学習し

た歴史上の人物や

出来事・文化遺産に

ついて，ふり返った

りまとめたりする

活動を通して，時代

の区分や移り変わ

りに気づくことが

できる。 

●年代の表し方や

時代区分について

基本的な内容を理

解することができ

る。 

・小学校の学習をふま

え，人物･できごと･文

化遺産について，時代

を代表すると考えた

理由をまとめる。 

【思考・判断・表現】 

・日本の歴史上の人物，

出来事，文化遺産など

各時代の特色について

考え，その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

【思考・判断・表現】 

・時代区分と年代の表

し方を理解している。

【技能】 

課 題 テス

ト 

小テスト 

発表 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 編古代までの

日本 

・人類の始まりと

文明 

・日本の原始時代 

・日本の古代国家

の形成 

・古代国家の展開 

 

 

 

●世界の古代文明

や宗教のおこり，東

アジアの文明の影

響を受けながら日

本で国家が形成さ

れていったことを

理解することがで

きる。 

●仏教の伝来とそ

の影響など国際的

な要素をもった文

化が栄え，後に文化

の国風化が進んだ

ことを理解するこ

とができる。 

●学習したことを

活用して，「古代ま

での日本」を大観

し，その特色を表現

することができる。 

・旧石器時代と縄文時

代のくらしの様子を

図表などから比較し

てその特色を読み取

り、文明の発達の経過

を推測する。【思考・

判断・表現】 

・律令国家における

「税」のしくみを通し

て，人々のくらしを説

明し，全国支配のしく

みの変容について考

える。 

【思考・判断・表現】 

・世界の各地で文明が

築かれ，東アジアの文

明の影響を受けながら

日本で国家が形成さ

れ，天皇や貴族の政治

が展開したことを理解

し，身につけている。

【知識理解】 

・天皇や貴族の政治が

展開していくなかで，

国際的な要素をもった

文化から国風文化にな

っていったことを理解

し，身につけている。

【知識理解】 

小テスト 

発表 

ノ ー ト点

検 

課 題 ワー

ク 

 

６ 

第 3 編中世の日本 

・鎌倉幕府の成立 

・元の襲来と鎌倉

幕府のおとろえ 

・室町幕府と下剋

上 

・中世の文化 

 

 

●武家政治の特色

について考え，武士

が台頭して武家政

権が成立し，その支

配が全国に広まっ

たという中世の特

色を理解すること

ができる。 

●元寇，日明貿易，

琉球の国際的な役

割の学習を通して，

・貴族や寺社の荘園

（寄進地系荘園）が増

加した理由を考え，中

世の土地制度の特徴

を説明する。 

【思考・判断・表現】 

・元寇の戦いに参加し

た御家人の要求や鎌

倉幕府の対応を理解

したうえで，鎌倉幕府

がおとろえていった

・院政期，武士勢力が

どのようにして政界に

進出し，政権の基盤を

確保したか理解してい

る。 

【知識理解】 

・鎌倉幕府（武家政権）

の政治の特徴を，貴族

の政治や平氏の政治と

比べながら説明してい

る。【思考・判断・表現】 

定 期 テス

ト 

発表 

ノ ー ト点

検 

課 題 ワー

ク 

 

 

 

 

７ 
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日本が東アジア世

界と密接なかかわ

りがあったことを

理解することがで

きる。 

●農業などの諸産

業が発達したこと

などから，民衆の成

長を背景とした社

会や文化が生まれ

たことを理解する

ことができる。 

●学習したことを

活用して，「中世の

日本」を大観し，そ

の特色を表現する

ことができる。 

理由を元寇と関連づ

けて考える。 

【思考・判断・表現】 

・応仁の乱後の社会が

どのように変化して

いったのかを，社会の

ようすと関連づけて

考える。【思考・判断・

表現】 

 

 

 

・産業の発達にともな

い，どのようにして民

衆は力を強めたのか

を，図版や資料から意

欲的に調べようとして

いる。 

【関心・意欲・態度】 

・武士の生活や考え方

を反映した鎌倉文化

と，禅宗の影響を受け

た室町文化の特色や，

中世の文化が現代の生

活に根づいていること

を理解している。 

【知識理解】 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 4 編近世の日本 

・中世から近世へ 

・江戸幕府の成立

と東アジア 

・百姓・町人と産

業の発達 

・幕府政治の改革

と農村の変化 

・江戸時代の文化

と学問 

 

●織田・豊臣による

統一事業を通して，

日本の近世社会の

基礎がつくられた

ことを理解するこ

とができる。 

●江戸幕府の政治

の特色を考えさせ，

その支配のもとに

生まれた社会が，そ

の後長く続いたこ

とを理解すること

ができる。 

●身近な事例を取

り上げてその特色

を考えることから，

産業や交通が発達

し，町人文化や各地

方の生活文化が形

成されたことに気

づくことができる。 

 

 

●幕府の政治改革

と政治のゆきづま

りの原因について

考えることができ

る。 

●学習したことを

活用して，「近世の

日本」を大観し，そ

の特色を表現する

ことができる。 

・大名の配置図から，

幕府が多くの領地を

もつ外様大名を江戸

から遠ざけ，幕府が主

要な都市・港・鉱山を

支配したことを読み

取っている。 

【技能】 

・江戸幕府が鎖国を行

った理由を，キリスト

教の布教による幕府

の影響と外国との交

際の独占の２点から

考える。 

【思考・判断・表現】 

・江戸時代の政治改革

を比較しながら，その

特徴を表にまとめて

いる。【技能】 

・新航路の発見は，ヨ

ーロッパと他地域との

交易を盛んにし，現代

まで続く世界の一体化

が始まったことを理解

している。 

【知識理解】 

・秀吉が太閤検地や刀

狩によって兵農分離を

進め，近世社会の基礎

をつくっていったこと

を理解している。【知識

理解】 

・江戸幕府が行った政

策によって，武家政権

による全国支配が確立

したことを，中世社会

と対比させながら説明

している。 

【知識理解】 

・江戸時代の自治や身

分制を学び，それらが

幕藩体制維持のため，

利用されていたことを

理解している。【知識理

解】 

・江戸時代の政治改革

の背景にある商品経済

の広まりによる社会の

変動や政治のゆきづま

りを理解している。【知

識理解】 

課 題 テス

ト 

夏季課題 

小テスト 

発表 

10 
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11 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 編近代の日本

と世界 

第 1 章日本の近代

化 

・欧米の発展とア

ジアの植民地化 

・近世から近代へ 

・近代国家へのあ

ゆみ 

・自由民権運動と

国会開設 

・日清・日露の戦

争と東アジアの動

き 

・近代日本の社会

と文化 

 

 

 

 

 

 

●欧米諸国が市民

革命や産業革命に

よって近代社会を

成立させて，アジア

へ進出したことを

理解することがで

きる。 

●新政府の改革の

特色を考え，明治維

新によって近代国

家の基礎が整えら

れたことや，人々の

生活が大きく変化

したことを理解す

る。 

●立憲制の国家が

成立して議会政治

が始まるとともに，

日清・日露戦争など

によって日本の国

際的地位が向上し

たことを理解する

ことができる。 

●日本で近代産業

が発展し，近代文化

が形成された原因

や，それによって都

市や農村の生活に

どのような変化が

生じたのかを理解

することができる。 

●学習したことを

活用して，「日本の

近代化」を大観し，

その特色を表現す

ることができる。 

・欧米諸国の海外への

市場拡大の動きを背

景に開国要求が行わ

れたことをとらえ，開

国した結果，貿易を通

じて社会が混乱して

いったようすを資料

をもとに説明する。 

【思考・判断・表現】 

・新政府の政策や改革

の特色について，資料

をもとにとらえ，近代

国家の基礎を整える

うえでそれらの政策

や改革がなぜ必要で

あったかを考える。

【思考・判断・表現】 

・日清戦争とその結果

について，日本・清・

朝鮮・ロシアそれぞれ

の国の立場に立って

説明する。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

・イギリスで起こった

産業革命が欧米諸国の

アジア進出を可能にし

たことを理解してい

る。 

【知識理解】 

・攘夷から倒幕へと展

開した過程を幕府側と

倒幕側の立場からとら

え，その結果政治体制

が大きく変化したこと

について理解している

【知識理解】 

・政府がおし進めた地

租改正や富国強兵政策

などの近代化政策の目

的や内容を理解してい

る。【知識理解】 

・新政府への不満が，

国会開設の要求へとつ

ながっていく過程を理

解している。 

【知識理解】 

・日本がロシアとの戦

争に踏み切った理由

を，日本にとっての朝

鮮半島の重要性とロシ

アの動きとを関連させ

て理解している。【知識

理解】 

 

定 期 テス

ト 

小テスト 

発表 

ノ ー ト点

検 

課 題 ワー

ク 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

第 2 章二度の世界

大戦と日本 

・第一次世界大戦

と戦後の世界 

・大正デモクラシ

ーの時代 

 

●第一次世界大戦

にかかわる世界の

動きと日本の関連

や，大戦後の国際平

和に向けてどのよ

うな努力がなされ

たのかを考えるこ

とができる。 

●大正デモクラシー

の時期の政党政治の

発達，民主主義思想

の普及，社会運動の

展開について調べる

ことができる。 

・第一次世界大戦に参

戦した日本の意図を，

二十一か条の要求を

通して考えている。 

【思考・判断・表現】 

・写真や資料から，民

主主義の高まり，およ

び民族運動が求める

要求や目的を適切に

読み取ろうとしてい

る。 

【技能】 

・第一次世界大戦前後

の国際情勢のあらまし

とこの時期の日本の国

民の政治的自覚の高ま

りを多面的・多角的に

考察し，公正に判断し

て，その過程や結果を

適切に表現している。 

【思考・判断・表現】 

・写真や資料から都市

化の進展と文化の大衆

化が進んだことに関心

をもっている。 

【関心・意欲・態度】 

定 期 テス

ト 

小テスト 

発表 

ノ ー ト点

検 

課 題 ワー

ク 
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第３学年社会科年間指導計画 

（研究課題）資料を活用し、社会的認識を深める言語活動の追究 

（学年目標）現代の社会事象に対する関心を高め、さまざまな資料をもとに多面的・多角的に考察し、公正に

判断・表現する能力と・態度を育てる。 

月 単  元 学習目標 言語活動 評価基準Ｂ 場面・方法 

４ （歴史） 

●二つの世界大戦

と日本 

・世界情勢と大正

デモクラシー 

・日本がアジアで

行った戦争 

●二つの世界大戦

と背景とその影響、

我が国の社会の変

化と政治・外交の動

きを通し、国際強調

と世界平和の大切

さを理解させる。 

・戦場となった沖縄

で，多くの住民が犠牲

になったさまざまな

理由について理解し，

沖縄平和学習成果を

文章に表現する。【思

考・判断・表現】 

・経済の世界的な混乱

と社会問題の発生，昭

和初期から第二次世界

大戦が始まるまでの我

が国の政治・外交の動

きなどについての関心

を高め，意欲的に追究

し，近代の特色をとら

えようとし，国際協調

の大切さを考えようと

している。 

【関心・意欲・態度】 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

５ ●現代の日本と世

界 

・戦後日本の成長

と国際関係 

・これからの日本

と世界 

●戦後日本の民主

化と再建の過程、高

度経済成長や冷戦

による国際社会の

動きなどを通して、

国民生活の向上や

国際社会での我が

国の役割を理解さ

せる。 

・戦後の改革について

理解し、それによる社

会の変化について考

察する。 

【思考・判断・表現】 

・高度経済成長につい

て、資料をもとに、生

活がどのように変化

したかを考える。 

【思考・判断・表現】 

・新しい日本の建設に

ついての関心を高め，

意欲的に追究して現代

の特色をとらえようと

する。【関心・意欲・態

度】 

・戦後の混乱や生活の

ようす，国民の努力に

関する具体的な事例を

調べたりまとめたりす

る活動を通して，国民

が苦難を乗り越えて新

しい日本の建設に努力

したことに気づき，現

代の特色をとらえよう

としている。【知識理

解】 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

６ （公民） 

第 1 章私たちの生

活と現代社会 

●自分たちが生き

る現代社会を概観

し，学ぶことで，公

民的分野への関心

を高めるとともに，

政治や経済，国際社

会の学習の基礎的

な見方や考え方を

養い，これ以降の学

習につなげる。 

・様々な写真や統計資

料などから，現代日本

の特色や社会の変容

などを適切に読み取

っている。【技能】 

・日常生活の中から日

本の伝統文化を探し，

暮らしにどのような

影響を与えているか

考える。【思考・判断・

表現】 

 

・現代日本に見られる

特色や現代社会におけ

る文化の意義や影響を

多面的・多角的に考察

し，その過程や結果を

適切に表現している。 

【思考・判断・表現】 

・社会生活における物

事の決定の仕方やきま

りの意義について，身

近な生活と関連づけた

り，現代社会をとらえ

る見方や考え方に基づ

いてまとめたり，発表

したりしている。 

【思考・判断・表現】 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 
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７ 

 

 

 

 

 

 

第２章人間の尊重

と日本国憲法 

・人権と日本国憲

法 

・人権と共生社会 

・これからの人権

保障 

 

●人間の尊重につ

いての考え方を，基

本的人権を中心に，

追究させるととも

に，法の意義を理解

させる。 

●日本国憲法の基

本原理を，社会の形

成者としての立場

から理解させ，個人

の尊厳と両性の本

質的平等，自由・権

利と責任・義務の関

係が社会生活の基

本となっているこ

とに気付かせる。 

・日本国憲法に示され

た平和主義について、

今日の日本における

課題をもとに考察す

る。【思考・判断・表

現】 

・具体的な事例から，

「公共の福祉」による

自由権の制約は，どの

程度まで許されるの

かを考え，表現する。 

【思考・判断・表現】 

・人権思想の展開と日

本国憲法の成立につい

て，歴史的分野での学

習内容を踏まえなが

ら，多面的・多角的に

考察し，適切に表現し

ている。 

【思考・判断・表現】 

・国民主権と関連づけ

て、天皇の地位につい

て理解する。 

【知識理解】 

課 題 テス

ト 

夏季課題 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章現代の民主

政治と社会 

・現代の民主政治 

・国の政治のしく

み 

・地方の政治と自

治 

 

●議会制民主主義

や住民自治の意義

などについて考え

させる。また，国民

の政治参加によっ

て，よりよい民主政

治が運営されてい

くことに気付かせ，

良識ある主権者と

しての政治参加の

在り方について考

えさせる。 

●国会を中心とす

る日本の民主政治

のしくみや地方自

治の基本的な考え

方について理解さ

せる。同時に，法の

意義や法に基づく

公正な裁判の保障

について理解させ

る。 

・現在の日本の選挙制

度 に つ い て メ リ ッ

ト・デメリットを理解

し、効率・公正の観点

からどのような選挙

制度が望ましいか考

える。 

【思考・判断・表現】 

・裁判員制度について

その意義を考えると

ともに、課題について

考察する。 

【思考・判断・表現】 

・議院内閣制・政党政

治など、今日の日本の

政治システムの基本を

理解できる。【知識理

解】 

・国や地方公共団体の

政治に関する新聞記

事・法令・判例などの

資料を様々な方法で収

集・選択し，政治や社

会の現状や課題などに

ついて読み取ったり，

文章や図表などにまと

めたりしている。【技

能】 

定 期 テス

ト 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 10 

11 

 

 

 

 

 

第４章わたしたち

のくらしと経済 

・くらしと経済 

・生産と労働 

・価格の動きと金

融 

・国民生活と福祉 

●経済活動が，人間

生活の維持・向上の

ために欠かすこと

のできないもので

あることを，身近な

消費生活を通して

理解させる。 

●国民の生活と福

祉の向上を図るた

めに，国や地方公共

団体が果たしてい

る役割に気付かせ，

・将来の家計を予測す

ることで，所得（収入）

と消費（支出）につい

て家計を通して考え

る。【思考・判断・表

現】 

・公債の発行について

その意義と問題点に

ついて話し合って考

える。【思考・判断・

表現】 

・20 年後の暮らしを予

・消費者問題や労働，

財政などについて，自

分の現在及び将来の生

活と密接にかかわって

いることに気付き，調

査活動や討論などに積

極的に取り組んでい

る。【関心・意欲・態度】 

・家計・企業・国の流

れを概観し、税金・財

政・民間の設備投資・

賃金などと関連させ

定 期 テス

ト 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

ノ ー ト点

検 

12 
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財政の役割につい

て考えさせる。 

測しながら，経済的な

課題とその解決策を

考える。 

【思考・判断・表現】 

て、市場経済のしくみ

の基本的知識を理解す

る。【知識理解】 

１ 

 

 

 

第５章地球社会と

わたしたち 

・国際社会と地球

平和 

・国際問題とわた

したち 

●国際的な相互依

存関係の深まりの

中で，世界平和の実

現と人類の福祉の

拡大のために，各国

が相互に主権を尊

重し，各国民が協力

し合うことが重要

であることを認識

させる。 

●人類の福祉の増

大を図り，よりよい

社会を築いていく

ために解決すべき

問題としてどのよ

うなものがあるか，

一人ひとりに考え

させる。 

・国際問題の内容を分

類整理し、その背景に

ある原因を考える。

【思考・判断・表現】 

・国際紛争と日本国憲

法の原則から行える

国際貢献について自

分の考えを発表する。 

【思考・判断・表現】 

・様々な統計資料や写

真，新聞記事などから，

国際社会の抱える課題

を見いだし，世界平和

の実現と人類の福祉の

増大について様々な視

点から考察するととも

に，持続可能な社会の

在り方について，様々

な観点や立場から判断

している。 

【思考・判断・表現】 

課 題 テス

ト 

小テスト 

ワ ー クシ

ート 

発表 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

終章よりよい社会

を目指して 

●持続可能な社会

を形成するため

に解決すべき課

題を見いだし，そ

れを意欲的に探

究させながら，自

分の考えをレポ

ートとしてまと

めさせる。 

・課題を，地理的分野

と歴史的分野の学習

内容も踏まえて多面

的・多角的に考察し，

その結果をレポート

に表現する。【思考・

判断・表現】 

・課題の解決策を，対

立と合意，効率と公正

などの視点から多面

的・多角的に考察して

いる。【思考・判断・表

現】 

・課題の探究を深める

にあたって，様々な資

料を適切に収集，選択，

活用している。【技能】 

ワ ー クシ

ート 

レポート 

発表 
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章 節 項 学習目標 言語活動 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 評価 

１章 

正の

数・

負の

数 

１  正の

数・負の数 

１ ０より

小さい数 

身のまわりの数を調べることなどから

数の範囲を拡張し，正の数・負の数の

意味を理解し，それを数直線上に表し

たり，数直線上に表された数を読みと

ったりすることができる。 

身のまわりで使われるい

ろいろな数の中から、「－

」のついた数を見いだし、

その意味について関心を

高める。 

○身のまわりの数から，０よ

り小さい数があることに関

心を持っている。 

○０より小さい数まで数の範囲

を拡張することができる。 

○数直線上に表された正の数・負

の数を読みとったり，正の数・

負の数を数直線上に表したりす

ることができる。 

○マイナス，プラス，正の数

，負の数，自然数などの意

味を理解している。 

発表 

授業ノー

ト 

２ 正の数

・負の数で

量を表すこ

と 

互いに反対の性質をもつと考えられる

量やある基準の量からの増減や過不足

を，正の数・負の数を使って表すこと

ができる。 

 ○互いに反対の性質をもつ量

や基準を 決めたときの量

を，正の数・負の数を使っ

て表そうとしている。 

○反対の性質をもつ量や基準を

決めたときの量を，正の数・

負の数を使って考えることが

できる。 

○正の数・負の数を使って，反対

の性質をもつ量や基準を決めた

ときの量を表すことができる。 

○反対の性質をもつ量や基

準を決めたときの量を表

す数として，正の数・負の

数が使われていることを

理解している。 

ト小テス

ト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 絶対値

と数の大小 

 

絶対値の意味を理解し，不等号を使っ

て2数の大小関係を表し，数直線を用

いてある数より大きい数，小さい数を

求めることができる。 

 ○２数の大小関係を，不等号

を使って表し，数直線を用

いてある数より大きい数，

小さい数を求めようとして

いる。 

○数の大小関係を符号や絶対値

に着目してまとめることがで

き，数直線を用いて，ある数

より大きい数，小さい数の求

め方を考えることができる。 

○ある数の絶対値を求めたり，２

数の大小関係を不等号を使って

表したり，数直線を用いてある

数より大きい数，小さい数を求

めたりすることができる。 

○絶対値の意味を理解し，あ

る数より大きい数，小さい

数の求め方を理解してい

る。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２  正の

数・負の数

の計算 

１ 正の数

・負の数の

加法，減法 

正の数・負の数の加法と減法の意味を

理解し，その計算ができる。 

２数の和の符号と絶対値

について、気づいたこと

をまとめ、理解を深める。 

○正の数・負の数の加法，減

法に取り組もうとしてい

る。 

○数直線をもとに加法の計算の

仕方を考えたり，加法の計算

に帰着させて，減法の計算の

仕方を考えたりすることがで

きる。 

○簡単な正の数・負の数の加法，

減法の計算ができる。 

○正の数・負の数の加法，減

法の計算や加法の交換法

則，結合法則について理解

している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 加法と

減法の混じ

った計算 

計算法則を使って，加法と減法の混じ

った式を手際よく計算できる。 

 ○加法と減法の混じった式が

加法だけの式に直せること

に関心を持ち，計算法則を

用いて計算しようとしてい

る。 

○減法を加法に直したり，計算

法則を用いたりして，加法と

減法の混じった式を手際よく

計算する方法を考えることが

できる。 

○加法と減法の混じった式を計算

することができる。 

○項，正の項，負の項の意味

を理解し，加法と減法の混

じった式を手際よく計算

する方法を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 正の数

・負の数の

乗法，除法 

正の数・負の数のかけ算とわり算の意

味を理解し，その計算ができる。 

負の数に負の数をかける

計算を通して、今までの

既習を用いて、自分のこ

とばでまとめ説明する。 

○正の数・負の数のかけ算，

わり算に取り組もうとして

いる。 

○正の数・負の数の乗法，除法

の計算の仕方を考えることが

できる。 

○簡単な正の数・負の数の乗法，

除法の計算ができる。 

○正の数・負の数の乗法，除

法の計算について理解し

ている。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

第１学年 数学科 年間指導計画 

（研究課題）数学的な表現力を高めるための課題設定の工夫および指導方法の工夫 （学年目標）数学的な表現を用いて、自分の言葉で説明できる課題設定の工夫                               
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  ４ 乗法と

除法の混じ

った計算 

逆数を使うと除法を乗法に直せること

や，乗法の交換法則，結合法則を使っ

て，乗除の混じった計算ができる。 

解答の誤りの部分を指摘

し、説明することを通し

て解法への理解を深める

。 

○わる数の逆数をかけて除法

を乗法になおすことや，交

換・結合法則を使った乗法，

除法の計算に取り組もうと

している。 

 

 

○乗法と除法を統一的にみるこ

とができる。 

○逆数や乗法の交換・結合法則を

使って，乗除の混じった式の計

算ができる 

○逆数の意味や乗法の交

換・結合法則を使って手際

よく計算する方法を理解

している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

  ５ いろい

ろな計算 

指数をふくむ計算や四則をふくむ式の

計算ができる。 

複数の解法を説明するこ

とを通して、状況に応じ

て最適な解法を選択する

判断力を身につける。 

○指数をふくむ計算や，四則

をふくむ式の計算に取り組

もうとしている 

○四則をふくむ計算の順序を考

えることができる。 

○指数をふくむ式や四則をふくむ

式の計算ができる。 

○指数の意味や四則をふく

む式の計算の順序，分配法

則を理解している。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

６ 数の世

界のひろが

りと四則計

算 

負の数を加えて新しく数の集合と定義

し，四則計算の拡張をすることができ

る。 

 ○数の範囲の拡張について考

えようとしている。 

○四則計算の可能性と数の範囲

の関係について考えることが

できる。 

○数の拡張にともなう四則計算の

可能性を判断することができ

る。 

○数の範囲による計算の可

能性を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２章 

文字

の式 

１ 文字を

使った式 

１ 数量を

文字で表

すこと 

画用紙の枚数とマグネットの個数など

の数量の関係を，文字を使って表すこ

とを通して，文字式が一般的に表され

るよさを理解し，様々な数量を文字を

使って式に表すことができる。 

必要なマグネットの個数

を考えることを通して、

数量を一般的に表すこと

の必要性に気づく。 

○画用紙の枚数とマグネット

の個数の関係を文字式に表

そうとしている。 

○文字を使って，いろいろな数

量を式に表すことを考えるこ

とができる。 

○個数や代金などの数量を，文字

を使って表すことができる。 

○文字を用いることの必要

性や意味を理解している。 

発表 

授業ノー

ト 

２ 文字式

の表し方 

文字式を書くときの約束に従って，い

ろいろな数量を文字式に表したり，文

字式から数量を読み取ったりすること

ができる。 

 ○文字式を書くときの約束に

従って，数量を文字式で表

したり，文字式から数量を

読み取ったりしようとして

いる。 

○文字式がどのような数量を表

しているのかを考えることが

できる。 

○文字式を書くときの約束に従っ

て，数量を文字を使って表すこ

とができる。 

○文字式を書くときの約束

を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

 ３ 式の値 文字式の文字に数を代入し，式の値を

求めることを通して，文字式の理解を

一層深めることができる。 

 ○文字に数を代入して，式の

値を求めようとしている。 

○文字に数を代入して求めた式

の値から，文字式が表す数量

の意味をとらえることができ

る。 

○文字に数を代入して，式の値を

求めることができる。 

○代入する，文字の値，式の

値の意味を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 文字式

の計算 

１ 文字式

の加法，減

一次式の加法や減法の意味を理解し，

加法や減法の計算ができる。 

マグネットの個数を式に

表す場面から、考え方に

○一次式の加法や減法の計算

に取り組もうとしている。 

○一次式の加法や減法の計算の

仕方を考えることができる。 

○一次式の加減の計算ができる。 ○項，係数，１次の項，一次

式の意味と一次式の加減

小テスト 

発表 
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法 よっていろいろな式の表

し方があることを見いだ

す。 

の計算の仕方を理解して

いる。 

授業ノー

ト 

 ２ 文字式

と数の乗

法，除法 

一次式と数の乗法，除法の意味を理解

し，乗法，除法の計算やかっこのつい

た式の計算ができる。 

 ○一次式と数の乗法や除法の

計算に取り組もうとしてい

る。 

○一次式と数の乗法，除法の計

算の仕方を考えることができ

る。 

○一次式と数の乗除の計算やかっ

このある計算などができる。 

○一次式と数の乗除の計算

のしかたを理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

 ３ 関係を

表す式 

等式と不等式の意味を理解し，数量の

関係を等式や不等式に表すことがで

き，式が表す数量の関係を読み取るこ

とができる。 

単元の学習を振り返り、

自分の考えをまとめるこ

とにより、文字を使った

式の必要性と意味の理解

を深める。 

 

○数量の関係を等式や不等式

に表そうとしている。 

○具体的な場面で数量の関係を

等式や不等式に表すことや式

が表す数量の関係を読みとる

ことができる。 

○数量の関係を，等式や不等式に

表すことができる。 

○等式，不等式，左辺，右辺，

両辺の意味を理解してい

る。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３章 

方程

式 

１ 方程式 １ 方程式

とその解 

貯金箱の問題から，方程式とその解の

意味，方程式を解くことの意味を理解

する。また，天秤の図などから，等式

の性質を理解し，等式の性質を使って，

簡単な方程式を解くことができる。 

てんびんの操作を通して

等式の性質の理解を深

め、それを用いて方程式

を解くことができるよさ

を知る。 

○硬貨と貯金箱の重さの関係

から，硬貨の枚数を求めよ

うとしたり，等式の性質を

使って，簡単な方程式を解

こうとしている。 

○天秤の図をもとに，等式の性

質を考えたり，等式の性質を

どのように使えば，方程式が

解けるかを考えたりすること

ができる。 

○ある数が方程式の解であるかど

うかを確かめることができ，等

式の性質を使って簡単な方程式

を解くことができる。 

○方程式，方程式の解，方程

式を解くことの意味と等

式の性質を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 方程式

の解き方 

移項の意味を理解し，移項することに

よって方程式を解くことができる。ま

た，方程式を解く手順をまとめ，いろ

いろな方程式を解くことができる。 

話し合いを通して、方程

式に応じて手際よく解く

ための工夫があることの

理解を深める。 

○いろいろな方程式を解こう

としている。 

○移項が等式の性質をもとにし

ているという見方ができ，方

程式を解く手順を考えること

ができる。 

○移項して方程式を解くことがで

き，方程式を解く手順に従って，

いろいろな方程式を解くことが

できる。 

○移項の意味，方程式を解く

手順について理解してい

る。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 比と比

例式 

比の値，比例式の意味と比例式の性質

を理解し，簡単な比例式を解くこと

ができる。 

 

 ○簡単な比例式を解こうとし

ている。 

○比の値が等しいことを使って

，比例式を解く方法を考える

ことができる。 

○簡単な比例式を解くことができ

る。 

○比の値，比例式，比例式を

解くこと，比例式の性質を

理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 方程式

の利用 

１ 方程式

の利用 

 

方程式や比例式を問題解決に利用する

ことができ，方程式を使って問題を解

く手順をまとめることができる。 

問題づくりを通して、方

程式や解の意味、解の吟

味の必要性などへの理解

を深める。 

○方程式や比例式を利用して

，問題を解決しようとして

いる。 

○方程式や比例式を利用して問

題を解決し，その過程を振り

返って考えることができる。 

○問題の中の数量の関係を，方程

式や比例式に表し，それらを利

用して簡単な問題を解決するこ

とができる。 

○方程式を使って問題を解

く手順と比例式を使って

問題を解決する方法を理

解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

４章 

変化

１ 関数 １関数 

 

いろいろな事象の中から，ともなって

変わる数量を見つけたり，表やグラフ

具体的な事象の中にある

２つの数量の関係に関心

○いろいろな事象の中から，

ともなって変わる数量を見

○事象の中から，ともなって変

わる数量を見いだすことがで

○ともなって変わる数量の関係を

表やグラフに表すことができ，

○関数の意味と変域の表し

方について理解している。 

小テスト 

発表 



36 

 

と対

応 
で変化のようすを調べたりすることが

でき，関数の意味と変域について理解

することができる。 

をもち、身のまわりから

ともなって変わる２つの

数量を見つける。 

つけようとしたり，表やグ

ラフを使って変化のようす

を調べたりしている。 

きる。 変数xの変域を不等号を使って

表すことができる。 

授業ノー

ト 

２比例 １ 比例の

式 

線香の燃え方の実験などから，比例の

関係を見いだして文字を用いて式に表

したり，その変化や対応のようすを表

を使って調べたりすることができる。 

 ○線香を燃やす実験で火をつ

けてからの時間と燃えた長

さの関係から比例の関係を

見つけようとしている。 

○２つの数量関係に着目し，変

化や対応から比例の関係を見

いだすことができる。 

○比例の関係を式に表すことがで

きる。 

○変数，定数，比例，比例定

数の意味を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 座標 平面上の位置を表すために座標を負の

数まで拡張し，座標平面に表された点

の座標を読み取ったり，点を座標平面

に表したりすることができる。 

 ○座標平面に表された点の座

標を読み取ったり，点を座

標平面に表したりしようと

している。 

○平面上の点の位置を表すため

に，負の数まで拡張した座標

を考えることができる。 

○座標平面に表された点の位置を

読み取ったり，与えられた点を

座標平面に表したりすることが

できる。 

○x軸，y軸，座標軸，原点，

座標，x座標，y座標の意味

を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 比例の

グラフ 

比例の関係y＝2x や y＝－2xなどの

グラフを考えることを通して，比例の

グラフをかくことができ，比例のグラ

フの特徴についてまとめることができ

る。 

 

 

比例の関係をグラフから

読み取り、その特徴につ

いて説明する。 

○xの変域を負の数にまで広

げた比例のグラフをかこう

としたり，かいたグラフを

もとにして，その特徴を調

べたりしようとしている。 

○比例のグラフの特徴を見いだ

すことができる。 

○比例のグラフをかいたり，グラ

フから比例の式を求めたりする

ことができる。 

○比例のグラフのかき方や

グラフの特徴を理解して

いる。 

 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 反比例 

 

１ 反比例

の式 

面積が6cm2の長方形をいろいろつく

ることなどから，反比例の関係を見い

だして式に表したり，その変化や対応

のようすを表を使って調べたりするこ

とができる。 

具体的jな事象の中にあ

る２つの数量の関係から

、反比例の関係を見いだ

す。 

○面積一定の長方形の縦と横

の長さの関係から，反比例

の関係を見つけようとして

いる。 

○2つの数量関係に着目し，変化

や対応から反比例の関係を見

いだすことができる。 

○反比例の関係を式に表すことが

できる。 

○反比例，比例定数の意味を

理解している。 

 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 反比例

のグラフ 反比例
x

y
6

 ，
x

y
6

 のグラ

フを考えることを通して，反比例のグ

ラフをかくことができ，反比例のグラ

フについてまとめることができる。 

反比例の関係をグラフか

ら読み取り、その特徴に

ついて説明する。 

○反比例のグラフをかこうと

したり，その特徴を調べた

りしようとしている。 

○反比例のグラフの特徴を見い

だすことができる。 

○反比例のグラフをかいたり，グ

ラフから反比例の式を求めたり

することができる 

○反比例のグラフの特徴や

双曲線について理解して

いる。 

 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

４ 比例，

反比例の利

用 

１ 比例，

反比例の利

用 

比例や反比例の関係を利用して，身の

まわりの問題を解決することができ

る。 

身のまわりの問題解決に

比例や反比例の見方や考

え方が活用できることに

気づく。 

○プリントの枚数やモビール

の性質ならべなど身のまわ

りのことがらを比例や反比

例の関係を利用して解決し

○身のまわりの事象を，比例，

反比例の見方や考え方を通し

て考え，問題の解決に利用す

ることができる。 

○身のまわりの事象を比例，反比

例の考え方を用いて表現したり

，処理したりすることができる。 

○比例，反比例の関係が利用

できる場面を理解してい

る。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 
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ようとしている。 

５章 

平面

図形 

１ 直線図

形と移動 

 

１ 直線と

角 

友だちの家を見つける問題を通して，

小学校で学習してきた直線や角につい

て，用語・記号を使ってまとめ，平面

図形の基礎となる直線と角についての

理解を一層深める。 

操作活動を通して、既習

の内容をもとに、垂直、

直角を見いだす。 

○友だちの家を見つける問題

を解決しようとし，そこに

現れる図形の性質に関する

垂直や平行，角などの用語

に関心を持つ。 

○身のまわりにある図形を，直

線や角多角形などとみること

ができる。 

○垂直，平行な２直線や，辺の長

さや角の大きさが決まっている

三角形をかくことができる。 

○線分，距離，垂直，垂線，

平行などの用語・記号を理

解している。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 図形の

移動 

平行移動，回転移動，対称移動の意味

を理解し，操作などを通して，それら

の基本的な性質を見いだすことができ

る。 

身のまわりから、図形の

移動でできているとみら

れるものを見つけ、話し

合ったり、レポートにま

とめたりすることを通し

て理解を深める。 

○平行移動，回転移動，対称

移動に関心を持ち，ある図

形を移動させた図をかこう

としている。 

○平行移動，回転移動，対称移

動の基本的な性質を，操作な

どを通して見いだすことがで

きる。 

○ある図形を，平行移動，回転移

動対称移動した図をかくことが

できる。 

○平行移動，回転移動，対称

移動の意味とそれらの基本

的な性質を理解している。 

活動観察 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 基本の

作図 

１ 基本の

作図 

３つの基本作図である垂直二等分線，

角の二等分線，垂線の作図の手順を理

解し，基本の作図ができる。 

操作活動をともなう問題

を通して、図形の性質が

実際の問題を解決するの

に役立つことを知る。 

○定規とコンパスだけを使っ

て，垂直二等分線，角の二

等分線，垂線を作図しよう

としている。 

○ひし形の対角線の性質が垂直

二等分線，角の二等分線，垂

線の作図の根拠となっている

ことに気づく。 

○定規とコンパスだけを使って，

垂直二等分線，角の二等分線，

垂線の作図ができる。 

○垂直二等分線，角の二等分

線，垂線の作図の手順を理

解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 円とお

うぎ形 

１ 円とお

うぎ形の性

質 

弧や弦などの円に関する用語や円の接

線，おうぎ形やおうぎ形の中心角と弧

の長さ・面積との関係について理解す

る。 

当番表をつくる場面から

、円の等分には中心角が

関係していることを見い

だし、中心角と弧の長さ、

面積の関係についての関

心を高める。 

○円と直線の交わるようすや

，おうぎ形の中心角と弧の

長さ・面積との関係を明ら

かにしようとしている。 

○円が線対称な図形であること

をもとにし，円の接線の性質

を考えたり，１つの円で中心

角の等しい２つのおうぎ形は

合同であることから，中心角

と弧の長さ・面積との関係を

考えたりすることができる。 

○円の接線や，半径と中心角がわ

かっているおうぎ形をかくこと

ができる。 

○円とおうぎ形についての

用語・記号や円の接線の性

質，おうぎ形の中心角と弧

の長さ・面積の関係などを

理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 円とお

うぎ形の計

量 

小学校で学習した円やおうぎ形につい

て，その周の長さと面積を文字を使っ

て公式に表すことができ，その公式を

用いて周の長さや面積を求めることが

できる。 

 ○おうぎ形の弧の長さや面積

の公式を導こうとしたり，

弧の長さや面積を求めたり

しようとしている。 

○おうぎ形の弧の長さ，面積の

公式を円全体との比較から考

えることができる。 

○おうぎ形の弧の長さや面積，中

心角を求めることができる。 

○πの意味や，円，おうぎ形

の周の長さと面積の公式

の意味を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

 

６章  

空間

図形 

１ 立体と

空間図形 

１ いろい

ろな立体 

身近にあるいろいろな立体を観察する

ことを通して，基本的な立体として，

角柱，円柱，角錐，円錐に分類整理し，

展開図や見取図を観察することなどか

ら基本的な立体についての理解を深め

身のまわりのいろいろな

立体を観察し分類するこ

とを通して、その立体の

特徴について考え、説明

する。 

○身近な立体を観察・操作・

分類整理しようとしてい

る。 

 

○立体を見取図や展開図で表し

，それをもとにしていろいろ

な立体の特徴を考えることが

できる。 

○立体の見取図や展開図をかくこ

とができる。 

○角柱，円柱，角錐，円錐な

どの用語や立体の見取図，

展開図について理解して

いる。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 
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る。 

２ 空間内

の平面と直

線 

鉛筆や下敷きなどを実際に操作した

り，立体模型を観察したりすることを

通して，空間における平面や直線の位

置関係についての理解を深める。 

三脚を使ってカメラを支

えると安定するが、４本

だとぐらつく理由を倫理

的に説明する。 

○空間における平面や直線の

位置関係を明らかにしよう

としている。 

○空間における平面や直線の位

置関係を，平面上の２直線の

位置関係や立方体の面や辺の

位置関係をもとにして考える

ことができる。 

○立体の辺や面について，その位

置関係を指摘することができ

る。 

○距離の意味や，空間におけ

る平面や直線の位置関係

を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 立体の

いろいろな

見方 

平面図形や線分が動いてできる立体と

その性質について理解するとともに，

立体の投影図を理解し，立体について

の見方や性質を深める。 

立方体の対角線の長さな

どの空間図形の性質を予

想し、投影図や展開図な

どを用いて調べ、説明す

る。 

○身近な立体がどのように構

成されているとみることが

できるか観察し，調べよう

としたり，立体を投影図に

表したりしようとしている

。 

○立体がどのように線分や平面

図形を動かしてできる立体と

みることができるか考えるこ

とができ，投影図を立体の性

質を表す1つの方法としてみ

ることができる。 

○平面図形や線分を，ある条件の

もとで動かしたときにできる立

体の名称を指摘でき，立体を投

影図に表したり，投影図で表さ

れた立体の名称を答えることが

できる。 

○回転体や回転の軸，母線な

どの用語について理解し，

投影図について理解して

いる。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 立体の

表面積と体

積 

１ 立体の

表面積 

展開図をもとにして，柱体や錐体の表

面積を求めることができる。 

立体の表面積をどのよう

にすれば求めやすいか考

える。 

○立体の表面積を求めようと

している。 

○立体の表面積を，展開図を用

いて考えることができる。 

○立体の表面積を求めることがで

きる。 

○表面積，底面積，側面積の

用語と柱体，錐体の表面積

の求め方について理解し

ている。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

２ 立体の

体積 

面を平行に動かす見方や水を使った実

験などから導かれる柱体や錐体の体積

の求め方を理解し,実際に体積を求め

ることができる。 

錐体の体積の求め方を、

実験する活動を通して考

える。 

○立体の体積を求めようとし

ている。 

○柱体の体積と比較して，錐体

の体積の求め方を考えること

ができる。 

○立体の体積を求めることができ

る。 

○角柱，円柱，角錐，円錐の

体積の求め方を理解して

いる。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

３ 球の計

量 

実験などから導かれる球の表面積と体

積の求め方を理解し，実際に球の表面

積と体積を求めることができる。 

球の表面積の実験の結果

を、公式をもとにして説

明する。 

○球の表面積や体積の求め方

を，模型を用いたり，実験

などをしたりして，調べよ

うとしている。 

 

 

 

○実験結果をもとにして，球の

体積の求め方を考えることが

できる。 

○球の表面積と体積を求めること

ができる。 

○球の表面積，体積の求め方

を理解している。 

小テスト 

発表 

授業ノー

ト 

７章 

資料

の活

用 

１ 資料の

傾向をとら

え説明しよ

う 

１ 度数分

布 

紙コプターの滞空時間と羽の長さの関

係を考えることを通して，度数分布表

やヒストグラム，相対度数などの必要

性と意味を理解し，それらを用いて資

料の傾向をとらえ，説明することがで

きる。 

紙コプターの羽の長さと

滞空時間について、その

傾向をとらえ、話し合っ

たり、まとめたりする活

動を通して、資料の活用

について理解を深める。 

○度数分布表やヒストグラム

，相対度数などに関心をも

ち，資料の傾向を読み取り，

説明しようとしている。 

○問題を解決するため，度数分

布表やヒストグラム，相対度

数などを用いて，資料の傾向

を読み取り，説明することが

できる。 

○問題を解決するため，度数分布

表やヒストグラム，相対度数な

どを用いて，資料を整理するこ

とができる。 

○度数分布表やヒストグラ

ム，相対度数などの必要性

と意味を理解している。 

活動観察 

発表 

授業ノー

ト 
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２ 代表値

と散らばり 

代表値などの必要性と意味を理解し，

代表値などを用いて資料の傾向をとら

え説明することができる。 

資料の傾向を、どの代表

値を用いてとらえたか、

根拠も明らかにして説明

する。 

○代表値などに関心をもち，

それらを用いて資料の傾向

をとらえ説明しようとして

いる。 

○問題を解決するため，代表値

などを 用いて，資料の傾向

をとらえ説明することができ

る。 

○問題を解決するため，代表値な

どを求めることができる。 

○代表値などの必要性と意

味を理解している。 

発表 

授業ノー

ト 

３ 近似値 有効数字や近似値，誤差の意味を理解

するとともに，ある数値を有効数字を

使って表すことができる。 

 ○有効数字や近似値，誤差に

関心を持ち，どのような場

面で用いられているかを調

べようとしている。 

○有効数字を使って表すと，ど

こまでが意味のある数字かが

分かるというよさを考えるこ

とができる。 

○ある数値を有効数字を使って表

すことができる。 

○有効数字や近似値，誤差の

意味を理解している。 

発表 

授業ノー

ト 

４ 調べた

ことをまと

め，発表し

よう 

身のまわりの課題などを取り上げ，そ

れを解決するために必要な資料を収

集・整理し，資料の傾向をとらえ説明

することができる。 

説明し合う活動を通して

、友だちからの意見を聞

き、課題設定から資料の

傾向をとらえ説明するま

での一連の過程を振り返

ったり、新たな課題を見

いだしたりする。 

○身のまわりから課題を見つ

け，それを解決するために

必要な資料を収集・整理し

て，資料の傾向をとらえよ

うとしている。 

○資料を整理して傾向をとら

え，ヒストグラムや代表値な

どを用いて，説明することが

できる。 

○課題を解決するために，ヒスト

グラムや代表値などを用いて，

整理することができる。 

○課題を解決するために，ヒ

ストグラムや代表値，相対

度数などをどのように用

いればよいかを理解して

いる。 

活動観察 

発表 

授業ノー

ト 
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章 節 項 学習目標 言語活動 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 評価 

１

章 

式

の

計

算 

１ 式の計 

算 

１ 式の加

法，減法 

世界一周道路の課題を考えることを通

して，式の計算の有用性を感じ，文字

式に関するいろいろな用語の意味を理

解する。また，簡単な多項式の加法，

減法の計算ができる。 

 ○世界一周道路の課題や，同

類項をまとめる計算，多項

式の加法，減法の計算に取

り組もうとしている。 

○多項式の加法，減法について，

１年で学習した計算をもとに

して，その計算のしかたを考

えることができる。 

○簡単な多項式の加法，減法の計

算ができる。 

○単項式，多項式，同類項な

どの用語の意味や多項式

の加法，減法の計算のしか

たを理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ いろい

ろな多項

式の計算 

多項式と数の乗法，除法について理解

し，乗法，除法の計算をしたり，式を

簡単にしてから代入して，式の値を求

めたりすることができる。 

 ○多項式と数の乗法，除法の

計算に取り組もうとしてい

る。 

○多項式と数の計算について，

１年で学習した計算をもとに

して，その計算のしかたを考

えることができる。 

○多項式と数の乗法，除法の計算

や式を簡単にしてから式の値を

求めることができる。 

○多項式と数との乗法，除法

の計算のしかたを理解し

ている。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

３ 単項式

の乗法，除

法 

 

単項式どうしの乗法，除法について理

解し，乗法，除法の計算や乗除の混じ

った計算ができる。 

長方形の面積を2通りの

式で表し，比較すること

を通して，単項式の積の

きまりを見いだし、説明

する。 

○単項式どうしの乗法，除法

の計算に取り組もうとして

いる。 

○単項式どうしの乗法，除法に

ついて，１年で学習した計算

をもとにして，その計算のし

かたを考えることができる。 

○単項式どうしの乗法，除法の計

算や乗除の混じった計算ができ

る。 

○単項式どうしの乗法，除法

の計算のしかたを理解し

ている。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 文字式 

の利用 

１ 文字式

の利用 

文字式を利用して，数量の関係や数の

性質を説明したり，目的にあうように

等式を変形したりすることができる。 

2けたの数で，もとの数と

十の位と一の位を入れか

えた数の和や差について

のきまりを，話しあいを

通して見いだし，文字式

を利用して説明する 

○数量の関係や数の性質を，

文字式を使って明らかにし

ていこうとしている。 

○数量の関係や数の性質を文字

式を使って考え，説明するこ

とができる。 

○数量の関係を文字式に表した

り，目的に応じて等式を変形し

たりすることができる。 

○数量の関係や数の性質を

文字式で表し，説明するこ

との必要性や意義を理解

している 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２

章 

連

立

方

程

式 

１ 連立方 

程式 

１ 連立方

程式とそ

の解 

アジの数あての課題を考えることを通

して，２つの文字を含む等式から文字

の値が求められることを知り，二元一

次方程式とその解の意味，連立方程式

とその解の意味を理解する。 

 ○アジの数あての課題で，ア

ジの数の関係等を等式を使

って表そうとし，アジの数

を求めようとしている。 

○アジの数あての課題で，連立

方程式を考え，その解の意味

を考えることができる。 

○値の組を連立方程式に代入して

，連立方程式の解であるかどう

かを確かめることができる。 

○二元一次方程式とその解，

連立方程式とその解の意

味を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 連立方

程式の解

き方 

 

連立方程式の解き方について理解し，

加減法や代入法によって，連立方程式

を解くことができる。 

連立方程式をどの方法で

解くか，その見通しのも

ち方やそれぞれの解法の

よさを話し合う。 

○加減法や代入法によって，

連立方程式を解こうとして

いる。 

○加減法や代入法の共通点や相

違点を考えることができる。 

○加減法や代入法によって，連立

方程式を解くことができる。 

○消去する，加減法，代入法

の解き方を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 連立方 

程式の利用 

１ 連立方

程式の利用 

連立方程式を利用して，問題を解決す

ることができる。 

 ○連立方程式を利用して，問

題を解決しようとしてい

○連立方程式を利用して問題を

解決し,その過程を振り返っ

○問題の中の数量の関係を連立方

程式に表し，それを利用して簡

○連立方程式を利用して問

題を解く手順を理解して

ワークシート 

・自己評価・ 

第２学年 数学科 年間指導計画 

（研究課題）数学的な表現力を高めるための課題設定の工夫および指導方法の工夫（学年目標）数学的な表現を用いて、根拠を明らかに筋道立てて説明できる課題設定の工夫 
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る。 て考えることができる。 単な問題を解決することができ

る。 

 

 

 

 

いる。 ペーパーテス 

ト・活動観察 

３

章 

一

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 一次関 

数とグラフ 

１ 一次関

数 

水そうに水を入れるときの時間と水面

の高さの関係を調べることなどを通し

て，一次関数の意味を理解し，身のま

わりの事象の中から一次関数を見いだ

すことができる。 

一次関数の表，式，グラ

フの相互の関連をまと

め，説明する。 

○水そうに水を入れる事象の

中から，一次関数を見つけ

ようとし，表現しようとし

ている。 

○1年で学習した比例の関係は，

一次関数の特別な場合である

とみることができる。 

○一次関数の関係を式に表すこと

ができる。 

○一次関数の意味を理解し

ている。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 一次関

数 

の値の変化 

一次関数の値の変化を考察し，変化の

割合について理解することができる。 

○一次関数の変化の割合を求

めようとしている。 

○一次関数y＝ax＋bで，変化の

割合とaの関係について考え

ることができる。 

一次関数の変化の割合を求めるこ

とができる。 

○一次関数の変化の割合に

ついて理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

３ 一次関

数のグラフ 

一次関数のグラフの特徴を理解し，一

次関数のグラフをかくことができる。 

○一次関数をグラフに表そう

とし，グラフの特徴を明ら

かにしようとしている。 

○一次関数のグラフの特徴を，

比例のグラフをもとに考える

ことができる。 

○一次関数のグラフをかくことが

できる。 

○一次関数のグラフの傾き，

切片の意味とグラフの特

徴を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

４ 一次関

数 

の式を求め

る 

こと 

一次関数のグラフから，その関数の式

を求めることができる。 

○与えられた条件から，一次

関数の式を求めようとして

いる。 

○一次関数のグラフで，傾きや

切片，通る点などをもとに，そ

の式を求める方法を考えること

ができる。 

○一次関数の式を求めることがで

きる。 

○一次関数の式を求める方

法を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 一次関 

数と方程式 

１ 方程式

とグラフ 

二元一次方程式のグラフを理解し，そ

のグラフをかくことができる。 

二元一次方程式の解の値

の組を座標とする点をと

る活動から，二元一次方

程式と一次関数の関係を

見いだす。 

○二元一次方程式のグラフを

かこうとしている。 

○二元一次方程式をyについて

解き，一次関数とみることで，

そのグラフの特徴を考えるこ

とができる。 

○二元一次方程式のグラフをかく

ことができる。 

○二元一次方程式のグラフ

の意味とそのかき方につ

いて理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 連立方

程式とグ

ラフ 

連立方程式の解とグラフとの関係を理

解し，2直線の交点を求めることがで

きる。 

○連立方程式の解とそのグラ

フの交点の関係に関心を持

ち，連立方程式を解いて，

交点の座標を求めようとし

ている。 

○連立方程式の解は，2直線の交

点の座標になっているとみる

ことができる。 

○2直線の交点の座標を，連立方程

式を使って求めることができる

。 

○連立方程式の解とグラフ

の交点との関係を理解し

ている 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 
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３ 一次関 

数の利用 

１ 一次関

数の利用 

 

事象の中から一次関数を見いだし，一

次関数を用いて問題を解決することが

できる。 

水温の変化や動点のよう 

すを一次関数でとらえ，

表、式，グラフを使って

説明する。 

○身のまわりの問題を一次関

数を使って解決しようとし

ている。 

○事象を一次関数とみなして，

問題を解決することができる

。 

○身のまわりの事象を，一次関数

の考え方を用いて表現したり，

処理したりすることができる。 

○一次関数とみなして解決

できる場面を理解してい

る。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

４

章 

図

形

の

調

べ

方 

 

 

１ 平行と 

合同 

１ 角と平

行線 

 

観察，操作や実験を通して，対頂角の

性質，平行線の性質，平行線になる条

件について理解することができる。 

平行線の性質や平行線に 

なる条件をもとに，新た 

な性質を説明する。 

○｢対頂角は等しい｣など，直

観的にわかることがらを，

すじ道を立てて説明しよう

としている。 

 

 

 

○｢対頂角は等しい｣などのこと

がらを，帰納的な推論や類推

を用いて予想することができ

る。 

○対頂角，同位角，錯角の大きさ

を求めることができる。 

○対頂角，同位角，錯角の意

味と対頂角の性質，平行線

の性質，平行線になる条件

を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 多角形

の角 

 

三角形の内角・外角の性質について理

解し，多角形の内角の和や外角の和を

求めることができる。 

n 角形の内角の和を表す

式から考え方を読みと

り，説明することを通し

て，内角の和の多様な求

め方の理解を深める。 

○多角形の内角の和や外角の

和などを求めようとしてい

る。 

○多角形の内角の和，外角の和

を帰納的に考えることができ

る。 

○三角形の内角や外角，多角形の

内角の和・外角の和などを求め

ることができる。 

○三角形の内角・外角の性質

，多角形の内角・外角につ

いて理解し，それらを求め

る方法を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

３ 三角形

の合同 

 

合同な図形の性質，三角形の合同条件

について理解し，簡単な場合に三角形

の合同条件を利用することができる。 

三角形の決定条件をもと

にして，合同な三角形を

かくのに必要な条件を見

つけ合う。 

○2つの三角形がどんな場合

に合同になるかを考えよう

としている。 

○2つの三角形が合同かどうか

を，合同条件を用いて考える

ことができる。 

○簡単な場合について，三角形の

合同条件を用いて合同な三角形

の組に分けることができる。 

○合同な図形の性質や三角

形の合同条件を理解して

いる。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 証明 １ 証明と

そのしくみ 

証明の意味と仮定から結論を導く証明

のしくみについて理解することができ

る。 

条件のもとで図をかき，

そこから新たな図形の性

質を見いだす活動を通し

て，仮定と結論の理解を

深め，仮定から結論を導

く方法を説明する。 

○仮定から結論を導く証明の

しくみに関心を持ち，証明

のすじ道を調べようとして

いる。 

○すでに正しいことがらを根拠

にして，仮定から結論を導く

証明のすじ道を考えることが

できる。 

○仮定や結論などを記号を用いて

表すことができる。 

○証明の意味や，仮定，結論

，証明のすじ道について理

解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 合同条

件を使っ

た証明の

進め方 

 

三角形の合同条件を使って，簡単な図

形の性質を証明することができる。 

星形の5つの角の和が何

度になるかを考え，まと

める活動を通して，根拠

を明確にした証明の進め

方を説明する。 

○三角形の合同条件を使って

，簡単な図形の性質を証明

しようとしている。 

○三角形の合同条件を使って証

明する手順を考えることがで

きる。 

○図形の辺や角の関係などを，記

号を用いて表すことができる。 

○証明の進め方を理解して

いる。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

５ 

章  
１ 三角形 

 

１ 二等辺

三角形 

観察，操作などを通して，図形の性質

を見いだし，二等辺三角形の性質を証

名札立ての3つの足の部

分でできる三角形が正三

○観察，操作などを通して，

二等辺三角形の性質を見い

○二等辺三角形の性質を調べ，

その証明について考えること

○二等辺三角形の性質やその逆な

どを記号を用いて表すことがで

○定義，頂角，底辺，底角，

定理，逆の意味を理解して

ワークシート 

・自己評価・ 



43 

 

 

図

形

の

性

質 

と 

証

明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明することができる。また，逆につい

て理解することができる。 

角形であることについて

説明する。 

だそうとしている。 ができる。 きる。 いる。 ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 直角三

角形の合

同 

三角形の合同条件をもとにして，直角

三角形の合同条件を導き，それを使っ

て証明することができる。 

 ○直角三角形の合同条件を使

って証明しようとしている

。 

○三角形の合同条件をもとにし

て，直角三角形の合同条件を

導き，それを使った図形の性

質の証明を考えることができ

る。 

○簡単な場合について，直角三角

形の合同条件を使って合同な三

角形の組に分けることができる

。 

○斜辺，直角三角形の合同条

件を理解している。 

 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 四角形 

 

１ 平行四

辺形の性質 

平行四辺形の定義と性質を理解し，そ

れを使って平行四辺形の辺の長さや角

の大きさを求めたり，図形の性質を証

明したりすることができる。 

 ○平行四辺形の性質を見つけ

ようとしたり，それを証明

したりしようとしている。 

○平行四辺形の性質について考

えることができる。 

○平行四辺形の定義や性質を，記

号を用いて表したり，辺の長さ

や角の大きさを求めたりするこ

とができる。 

○平行四辺形の定義と性質

を理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

２ 平行四

辺形になる

条件 

 

平行四辺形になるための条件を理解

し，それを使って図形の性質を証明す

ることができる。 

いろいろな方法でかいた

四角形が平行四辺形であ

ることのわけをまとめ，

平行四辺形になる条件の

理解を深める。 

○四角形の辺や角などがどの

ような条件になれば平行四

辺形になるか考え，証明し

ようとしている。 

○平行四辺形になる条件を平行

四辺形の性質の逆として考え

ることができる。 

○平行四辺形になる条件を，記号

を用いて表すことができる。  

○平行四辺形になる条件を

理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

３ 長方形，

ひし形，正

方形 

長方形，ひし形，正方形の定義を理解

し，四角形の包摂関係を理解すること

ができる。 

平行四辺形に条件を付け

加えると，どんな四角形

になるかを見いだす。 

○長方形，ひし形，正方形は

が平行四辺形の性質をもつ

ことに関心をもち，それぞ

れの性質をまとめようとし

ている。 

○長方形，ひし形，正方形が平

行四辺形の特別なものである

とみることができる。 

○長方形，ひし形，正方形の定義

やその性質などを記号を用いて

表すことができる。 

○長方形，ひし形，正方形の

定義を理解し，それらが平

行四辺形の特別なもので

あることを理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

４ 平行線

と面積 

平行線と面積の関係を理解し，それを

利用することができる。 

 ○ある図形と面積が等しい図

形をかこうとしている。 

○平行線と面積の関係について

考えることができる。 

○平行線と面積の関係を用いて，

面積が等しい三角形を見つける

ことができる。 

○面積を変えずに図形の形

を変える方法を理解して

いる。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 

 

６

章  

確

率 

１ 

確
率
の
意
味 

１ 確率の

意味 

２枚の硬貨を投げたり，ペットボトル

のふたを投げたりする実験などを通し

て，確率の意味を理解するとともに，

その事象が起こる確率を考え，確率の

必要性を理解することができる。 

実験した結果から，起こ

りやすさについて，「確率

」の用語を使って説明す

る。 

○確率に関心をもち，実験等

を通してある事象の起こり

やすさを予想しようとして

いる。 

○実験や調査結果をもとに，不

確定な事象の起こりやすさの

傾向について考えることがで

きる。 

○実験や調査結果の考察がしやす

いように，図や表，グラフに表

すことができる。 

○確率の必要性と意味につ

いて理解している。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 
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２ 

確
率
の
求
め
方 

１ 確率の

求め方 

同様に確からしいことをもとにして，

簡単な場合について確率を求めること

ができる。 

くじ引きであたりをひく

確率について，2人がひく

場合をもとにし3人がひ

く場合にどうなるか，話

しあいを通して考える。 

○簡単な場合について，起こ

りうる場合を順序よく整理

し，その確率を求めようと

している｡ 

○同様に確からしいことがいえ

れば，実験をしなくても場合

の数の割合として確率が求め

られることに気づくことがで

きる。 

○簡単な事象について，樹形図や

表などを用いて，確率を求める

ことができる。 

○同様に確からしいことの

意味，確率の求め方，確率

の範囲について理解して

いる。 

ワークシート 

・自己評価・ 

ペーパーテス 

ト・活動観察 
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章 節 項 学習目標 言語活動 数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解  

１

章 

式

の

展

開

と

因

数

分

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 式の

展開と因数

分解 

１ 式の乗

法，除法 

2 けたの自然数の積のきまりを見

つけることを通して，式の計算に関

心を持ち，多項式と単項式の乗除の

計算や多項式の展開ができる。 

2けたの自然数の積のきま

りを見いだし，文字式を使

ってそれを説明する 

2けたの自然数の積のきまりを 

見つけることを通して，式の計 

算に関心を持ち，多項式と単項 

式の乗除や多項式の展開に取 

り組もうとしている。 

多項式と単項式の乗除の計算や

多項式の展開のしかたを，既習

の式の計算と関連付けて考える

ことができる。 

多項式と単項式の乗除の計算や多

項式の展開ができる。 

多項式と単項式の乗除の計

算のしかたや展開の意味，展

開のしかたを理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 乗法の

公式 

(x＋a)(x＋b)の展開，平方の公式，

和と差の積の公式を使った式の展

開ができる。 

(x＋a)(x＋b)とそれを展開

した式を見比べて，一般的

にいえることを見いだし，

公式を導く。 

乗法の公式を使った式の展開 

に取り組もうとしている。 

（ａ＋ｂ）（ｃ＋ｄ）の展開や面積図をもと

にして(x＋a)(x＋b)の展開，平

方の公式，和と差の積の公式を

考えることができる。 

乗法の公式を使って，式を展開 

することができる。 

乗法の公式を理解している。 ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

３ 素因数

分解 

数についての理解を深め，自然数を

素因数分解することができる。 

 自然数を素因数分解しようと 

している。 

自然数を素因数分解するとき，

分解の順序を変えても，整理す

ると結果は同じになることを確

かめることができる。 

自然数を素因数分解することが 

できる。 

因数，素数，素因数の意味と

，素因数分解のしかたを理解

している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

４ 因数分

解 

因数分解の意味を理解し，共通因数

を取り出したり乗法の公式を利用

したりして，多項式を因数分解する

ことができる。 

 式の因数分解に取り組もうと 

している。 

乗法の公式を利用して，式の因

数分解のしかたを考えることが

できる。 

共通因数を取り出したり，乗法 

の公式を利用したりして，多項 

式を因数分解することができる 

因数，因数分解の意味と因数

分解のしかたを理解してい

る。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

2節 式の

計算の利用 

１ 式の計

算の利用 

これまで学んできた式の計算を利

用して，数量の関係や図形の性質を

とらえ説明することができる。  

円のまわりの道の面積につ

いて考えたことをもとにし

て，円以外の図形ではどう

なるかを考え，まとめる 

ことを通して，文字式を用

いて説明する。 

式の展開や因数分解を利用し 

て，数量の関係や図形の性質を 

とらえ説明しようとしている。 

具体的な場面で，式の意味をよ

みとったり，式を変形したりし

て，数量の関係や図形の性質を

考えることができる。   

問題を解決するために，式を展 

開したり，因数分解したりする 

ことができる。 

問題解決に，式の展開や因数

分解が利用できることを理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

  １ 平方根 数の平方根の意味や根号を使った 方眼紙を使っていろいろな 数の平方根を調べようとした 正方形の面積と一辺の長さの関 数の平方根を求めたり，平方根 平方根の意味，根号の意味と ワークシ

第３学年 数学科 年間指導計画 

（研究課題）数学的な表現力を高めるための課題設定の工夫および指導方法の工夫（学年目標）数学的な表現を用いて、根拠を明らかに筋道立ててわかりやすく説明できる課題設定の工夫 
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２

章 

平

方 

根 

 

 

 

 

1節 平方

根 

表し方，平方根の大小など，平方根

について理解することができる。 

正方形をかき，面積を求め

る活動を通して，面積と辺

の関係から，これまでに学

んでいない新しい数がある

ことを話し合う。 

 

り，根号を使って表そうとした

りしている。 

係から，新しい数を見いだした

り，面積の大小から平方根の大

小関係を考えたりすることがで

きる。 

の大小を不等号を用いて表し 

たりすることができる。 

使い方を理解している。 ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 平方根

の値 

数の平方根の値について理解し，電

卓を用いてその近似値を求めるこ

とができる。 

 平方根の近似値を求めようと 

している。 

平方根の近似値の求め方を考え

ることができる。 

数の大小関係を利用して，平方根の

近似値を求めたり，電卓を用いて平

方根の近似値を求めたりすること

ができる。 

平方根の値と近似値の求め

方について理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

３ 有理数

と無理数 

有理数と無理数の意味を理解する

ことができる。 

 有理数と無理数について関心

を持ち，その性質や違いを調べ

ようとしている。 

有理数と無理数の性質や違いを

考えることができる。 

ある数が有理数か無理数かを 

見分けることができる。 

有理数と無理数の意味とそ

の性質や違いについて理解

している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

2節 根号

をふくむ式

の計算 

１ 根号を

ふくむ式の

乗法，除法 

根号をふくむ式の乗法，除法や式の

変形ができる。 

縦√2cm，横√5cmの長方形

の面積を求めることを通し

て，√のついた数の積のき

まりを見いだす。 

根号をふくむ式の乗法，除法の

計算に取り組もうとしている。 

根号をふくむ式の乗法や除法，

分母の有理化などの変形を，平

方根の意味にもとづいて考える

ことができる。 

根号をふくむ式の乗法，除法や，有

理化などの変形ができる。 

根号をふくむ式の乗法，除法

のしかたについて理解して

いる。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 根号を

ふくむ式の

計算 

根号をふくむ式の和と差や，根号を

ふくむ式の積の計算ができる。 

√の中の数を10倍，100倍，

･･･，あるいは，0.1倍，0.0

1倍，･･･したときのきまり

を話しあう。 

根号をふくむ式の和と差や，根

号をふくむ式の積の計算に取

り組もうとしている。 

根号をふくむ式の計算のしかた

を，数の計算や文字式の計算と

同じように考えることができる

。 

根号をふくむ式の和と差や，根号を

ふくむ式の積の計算ができる。 

根号をふくむ式の和と差や，

根号をふくむ式の積の計算

について理解している。    

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

３

章 

二

次

1節 二次

方程式 

１ 二次方程

式とその解

き方 

カレンダーの問題を考えることを

通して，二次方程式とその解の意味

を理解し，平方根の意味にもとづい

カレンダーの数の並び方に

，2次の項をふくむ方程式を

使って解決する問題を見い

平方根の意味にもとづいて，二

次方程式を解こうとしている。 

平方根の意味にもとづいて，二

次方程式を解く方法を考えるこ

とができる。 

平方根の意味にもとづいて，二次方

程式を解くことができる。 

二次方程式とその解の意味，

平方根の意味にもとづく二

次方程式の解き方について

ワークシ

ート・自己

評価・ペー
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方

程

式 

て二次方程式を解くことができる。 だし，話し合う。 理解している。 パーテス

ト・活動観

察 

２ 二次方

程式の解の

公式 

二次方程式の解の公式を知り，それ

を使って二次方程式を解くことが

できる。 

 

 

 

 

 

 二次方程式の解の公式に関心

を持ち，それを使って二次方程

式を解こうとしている。 

二次方程式の解の公式の導き方

を考えることができる。 

解の公式を使って，二次方程式を解

くことができる。 

二次方程式の解の公式の意

味と解の公式を使った二次

方程式の解き方について理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

３ 二次方

程式と因数

分解 

因数分解を使って，二次方程式を解

くことができる。 

1 つの二次方程式をいろい

ろな解き方で解き，まとめ

ることを通して，方程式に

応じて解き方を使い分ける

ことを説明する。 

因数分解を使って，二次方程式

を解こうとしている。 

左辺を因数分解し，｢A×B＝0な

らば，A＝0またはB＝0｣を使って

，二次方程式を解く方法を考え

ることができる。 

因数分解を使って，二次方程式を解

くことができる。 

因数分解を使った二次方程

式の解き方を理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

2節 二次

方程式の利

用 

１ 二次方

程式の利用 

二次方程式を利用して，問題を解決

することができる。 

 二次方程式を利用して，問題を

解決しようとしている。 

二次方程式を利用して問題を解

決し，その過程を振り返って考

えることができる。 

問題の中の数量を二次方程式に表

し，その二次方程式を解くことがで

きる。 

二次方程式を利用して問題

を解決する手順を理解して

いる。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

４

章 

関

数

y

＝

ax2 

1節 関数

とグラフ 

１ 関数y＝

ax2 

ボールが斜面をころがる実験など

から，事象の中には y＝ax2で表さ

れる関数関係があることを知り，そ

の特徴を理解する。 

ボールが斜面をころがるよ

うすを観察する活動から，

既習の関数との比較を通し

て，その新しい関数につい

て説明する。 

ボールが斜面をころがる実験

から，一次関数では表せない関

数があることに関心を持ち，そ

の特徴を調べようとしている。 

関数y＝ax2のとる値の変化や対

応を表をつくって調べ，その特

徴を考えることができる。 

２乗に比例する関係を，式に表すこ

とができる。 

関数y＝ax2の意味とその特徴

を理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 関数y＝

ax2のグラフ 

関数 y＝ax2のグラフとその特徴を

理解し，関数 y＝ax2のグラフをか

くことができる。 

y＝ax２のaの値の違いから

式とグラフの対応を判断し

，説明する活動を通して関

数y＝ax２のグラフの理解を

関数y＝ax2のグラフに関心を持

ち，そのグラフをかこうとして

いる。 

関数y＝ax2のグラフで，ａの値

をいろいろとって，グラフの特

徴を考えることができる。 

関数y＝ax2のグラフをかくことが

できる。 

放物線，放物線の軸，放物線

の頂点の意味と関数y＝ax2の

グラフの特徴を理解してい

る。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス
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深める。 ト・活動観

察 

2節 関数y

＝ax2の値

の変化 

１ 関数y＝

ax2の値の増

減と変域 

グラフから，関数 y＝ax2の yの増

減を調べ，xの変域からyの変域を

求めることができる。 

関数y＝ax２の値の変化につ

いて，一次関数を調べたと

きと同じようにして調べ，

その特徴を見いだす。 

関数y＝ax2のグラフで，値の変

化のようすに関心を持ち，yの

値の増減について調べようと

している。 

関数y＝ax2について，yの値の増 

減を，aの値やxの範囲ごとに調

べ，変化のようすを考えること

ができる。 

関数y＝ax2について，xの変域があ

たえられたとき，yの変域を求める

ことができる。 

関数y＝ax2について，yの値の

変化のようすを理解してい

る。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 関数y＝

ax2の変化の

割合 

関数 y＝ax2のとる値の変化の割合

について調べ，一次関数との違いを

明らかにする。 

 関数y＝ax2の変化のようすに関 

心を持ち，変化の割合を調べよ

うとしている。 

関数y＝ax2の変化のようすを表 

やグラフを使って観察し，変化

の割合について考えることがで

きる。 

 

 

 

 

関数y＝ax2の変化の割合を，求める

ことができる。 

関数y＝ax2の変化の割合につ

いて理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

3節 いろ

いろな事象

と関数 

１ 関数y＝

ax2の利用 

身のまわりに関数 y＝ax2と関わり

の深い事象があることを知り，y＝

ax2の関係を利用して，問題を解決

することができる。 

自動車の制動距離を関数y

＝ax２でとらえ，関数の特徴

から，速度が速くなるにつ

れて制動距離がどうなるか

話しあう。 

身のまわりの事象の中から，関

数y＝ax2の関係を見つけようと

している。 

身のまわりの事象の中から，関

数y＝ax2の関係を見いだし，そ

の関係を利用した問題解決の方

法を考えることができる。 

関数y＝ax2の関係になっている事 

象を表・式・グラフに表したり，平

均の速さを求めたりすることがで

きる。 

関数y＝ax2の関係が利用でき

る 

事象を理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

 ２ いろい

ろな関数 

身のまわりの事象の中には，既習の

関数ではとらえられない関数関係

があることを理解し，それらを表や

グラフを用いて考察する。 

底が階段状の直方体の水そ

うに水を入れたときのよう

すを表すグラフがどうなる

か，理由も含めて話しあう。 

身のまわりの事象の中から，関

数関係を見つけようとしたり，

調べようとしたりしている。 

身のまわりの事象の中から，関

数関係を見いだし，表やグラフ

を用いて変化や対応のようすの

特徴を考えることができる。 

１つの式で表せない関数関係など

を表やグラフに表すことができる。 

身のまわりの事象の中には，

既習の関数ではとらえられ

ない関数関係があることを

理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

５

章 

図

形

と

1節 図形

と相似 

１ 相似な図

形 

図形の拡大・縮小の意味をもとに，

図形の相似の意味と相似な図形の

性質を理解することができる。 

大きさの違う同じ形の図形

をかくことを通して，拡大

・縮小した図形ともとの図

形で，線分や角について説

明する。 

形が同じで大きさが違う図形

をつくることを通して，相似な

図形に関心を持ち，その性質を

調べたり，それを考えたりしよ

うとしている。 

相似な2つの図形を観察して，相

似な図形の性質を考えることが

できる。 

2つの図形が相似であることを，記

号を使って表したり，相似比や対応

する辺の長さを求めたりすること

ができる。 

図形の拡大・縮小の意味をも

とに，相似の意味，相似な図

形の性質，相似比について理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観
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相

似 

察 

２ 三角形

の相似条件 

三角形の相似条件について理解し，

簡単な場合に三角形の相似条件を

利用することができる。 

三角形の決定条件をもとに

して，相似な三角形をかく

のに必要な条件を見つけ合

う。 

三角形の相似条件に関心を持

ち，2つの三角形がどんな場合

に相似になるかを考えようと

している。 

三角形の相似条件を，合同条件

をもとにして考えることができ

る。 

三角形の相似条件を使って，2つの

三角形が相似かどうか判定できる。 

三角形の相似条件を理解し

ている。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

３ 相似条

件と証明 

三角形の相似条件を使って図形の

性質を証明することができる。 

2枚の折り紙を重ねて置い

たとき，重なっていない部

分にできる三角形がどんな

関係にあるかを見いだす。 

三角形の相似条件を使って，図

形の性質を証明しようとして

いる。 

見いだした図形の性質などを，

三角形の相似条件を用いて証明

することができる。 

図形の辺や角の関係などを，記号を

用いて表すことができる。 

相似条件を用いた証明の進

め方を理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

2節 平行

線と線分の

比 

１ 平行線

と線分の比 

平行線と線分の比に関する性質を

見いだし，それを証明し，利用する

ことができる。 

ノートの横幅を 3 等分する

線をひく方法を知り，なぜ

その方法で 3 等分できるの

かを考え、発表する。 

平行線と線分の比についての

性質を見いだそうとしたり，そ

れを証明したりしようとして

いる。 

平行線と線分の比についての性

質を，平行線の性質や三角形の

相似条件を用いて考えることが

できる。 

 

 

 

 

平行線と線分の比の性質を用いて，

線分の長さなどを求めることがで

きる。 

平行線と線分の比の性質を

理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 中点連

結定理 

中点連結定理を理解し，それを使っ

て辺の長さを求めたり，図形の性質

を証明したりすることができる。 

 中点連結定理を使って，図形の

性質を明らかにしようとして

いる。 

中点連結定理を使って，図形の

性質の証明を考えることができ

る。 

中点連結定理を使って，簡単な場合

について，辺の長さなどを求めるこ

とができる。 

中点連結定理について理解

している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

3節 相似

な図形の計

量 

１ 相似な

図形の面積 

相似な平面図形について，相似比と

面積の比の関係を理解し，それを使

って図形の面積を求めることがで

きる。 

図形をしきつめる活動を 

通して，相似比と面積比 

の間の関係を見いだす。 

相似な図形の相似比と面積比

の関係について調べようとし

ている。 

相似な図形の相似比と面積比の

関係を考えることができる。 

図形の面積を，相似比と面積の比 

の関係を使って求めることができ

る。 

相似な図形の相似比と面積

比の関係を理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 
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２ 相似な

立体の表面

積・体積 

立体の拡大・縮小の意味を知り，そ

れをもとに立体の相似の意味と相

似な立体の性質を理解する。また，

相似な立体について，相似比と表面

積の比，体積の比の関係を理解し，

それを使って立体の表面積や体積

を求めることができる。 

 相似な立体，その相似比と表面

積の比及び体積の比の関係に

ついて調べようとしている。 

相似な立体の相似比と表面積の

比，体積の比の関係を考えるこ

とができる。 

立体の表面積や体積を，相似比と表

面積の比，体積の比の関係を使って

求めることができる。 

立体の相似の意味とその性

質，相似比と表面積の比及び

体積の比の関係を理解して

いる。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

 4節 相似

の利用 

１ 相似の

利用 

相似な図形のいろいろな性質を，具

体的な日常生活の場面や，数学的な

問題解決の場面において活用する

ことができる。 

相似な図形の性質を活用

し，影から校舎の高さを求

める方法を話し合う。 

相似な図形の性質を活用して，

問題を解決しようとしている。 

与えられた図形の中に相似な図

形を見いだしたり，相似な図形

とみなしたりして考えることが

できる。 

相似な図形の性質を用いて図形の

辺の比の関係などを求めることが

できる。 

具体的な事象で相似な図形

の性質が利用できる場面を

理解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

６

章 

円

の

性

質 

1節 円周

角と中心角 

１ 円周角と

中心角 

観察，操作や実験などの活動を通し

て，円周角と中心角の関係を見いだ

し，その関係が証明できることを理

解することができる。 

角の大きさを求めるために

，円周角の定理をどのよう

に用いるかを説明する。 

円周角と中心角に関心をもち，

それらの関係や性質を見いだ

そうとしたり，その証明にどの

ような図形の性質が用いられ

ているのかを考えたりしよう

としている。 

円周角と中心角の関係や，同じ

弧に対する円周角の関係につい

て考えたり，その証明をよみ，

どのような図形の性質が用いら

れているのかを考えたりするこ

とができる。 

円周角と中心角の関係や，同じ弧に

対する円周角の性質などを記号を

用いて表したり，円周角と中心角の

関係を用いて，角の大きさを求めた

りすることができる。 

円周角の意味，円周角と中心

角の関係及び同じ弧に対す

る円周角の性質の意味を理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 円周角

の定理の逆 

観察，操作や実験などの活動を通し

て，円周角の定理の逆について理解

することができる。 

 円周角の定理の逆が成り立つ

かどうかを調べようとしてい

る。 

異なるいくつかの点が，同じ円

周上にある条件を考えることが

できる。 

 

 

 

 

円周角の定理の逆を用いて，角の大

きさを求めることができる。 

円周角の定理の逆について

理解している。 

ワークシ

ート・自

己評価・

ペーパー

テスト・

活動観察 

2節 円の

性質の利用 

１ 円の性

質の利用 

円周角と中心角の関係や，円周角の

定理の逆など，円の性質を具体的な

場面で活用することができる。 

円周上に5点をとってでき 

る星形の図形について，そ 

の先端にできる5つの角の 

和が180°になることを，円

周角の定理を利用して説 

明する。 

円周角と中心角の関係など，円

の性質を用いて具体的な事象

をとらえることに関心をもち，

問題を解決しようとしている。 

与えられた図形の中に円を見い

だしたり，日常生活の場面で対

象を円とみなしたりして，円の

性質を用いることで図形の性質

などを考えることができる。 

円外にある１点を通るその円の接

線の作図など，円の性質を利用した

作図ができる。 

円外にある１点を通るその

円の接線の作図など，円の性

質が利用できる場面を理解

している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

７ 1節 三平 １ 三平方の 観察や操作を通して三平方の定理 2つの正方形の面積の和に 三平方の定理に関心を持ち，直 直角三角形の３辺の長さの間に 三平方の定理を用いて直角三角形 三平方の定理の意味とその ワークシ
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章 

三

平

方

の

定

理 

方の定理 定理 を見いだし，それが証明できるこ

とを理解する。また，三平方の定

理とその逆の意味を理解する。 

等しい正方形の1辺となる

線分を考え，その理由を説

明する。 

角三角形の性質を調べようと

している。 

成り立つ関係について，考える

ことができる。 

の辺の長さを求めたり，三平方の定

理の逆を用いて直角三角形である

かどうかを見分けたりすることが

できる。 

逆の意味を理解している。 ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

2節 三平

方の定理の

利用 

１ 平面図

形への利用 

三平方の定理を平面図形の考察に

利用して，正三角形の高さや弦の長

さ，２点間の距離を求めるなど，具

体的な場面で活用することができ

る。 

√2，√3などを表す点の位

置を求める方法を説明す

ることを通して，無理数へ

の理解を深める。 

正三角形の高さ，弦の長さ，２

点間の距離などが，直接測らず

に三平方の定理を利用して求

められることに関心をもち，定

理を活用しようとしている。 

長さを求める線分を１辺にもつ

直角三角形に三平方の定理を用

いて，平面図形の性質を考える

ことができる。 

三平方の定理を用いて，正三角形の 

高さ，弦の長さ，２点間の距離など

を求めることができる。 

平面図形において，三平方の

定理が用いられる場面を理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

  ２ 空間図

形への利用 

三平方の定理を空間図形の考察に

利用して，直方体の対角線の長さや

正四角錐の高さ，体積を求めるな

ど，具体的な場面で活用することが

できる。 

高い建物や山から見わた

せる範囲について調べ，レ 

ポートにまとめる。 

実際には見えない直方体の対

角線の長さや正四角錐の高さ

などが，三平方の定理を利用し

て求められることに関心をも

ち，定理を活用しようとしてい

る。 

長さを求める線分を１辺にもつ

直角三角形に三平方の定理を用

いて，空間図形の性質を考える

ことができる。 

三平方の定理を用いて，直方体の対 

角線の長さや正四角錐の高さなど

を求めることができる。 

空間図形において，三平方の

定理が用いられる場面を理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

８

章 

標

本

調

査 

1節 標本

調査 

１ 標本調査 標本調査の必要性と意味，標本抽出

の意味と方法を理解し，標本調査の

結果から母集団傾向を推測するこ

とができる。 

様々な調査について考える

ことを通して，すべてを調

べることが適切でない調査 

があることを話し合う。 

標本調査に関心をもち，母集団

の傾向について考えようとし

ている。 

母集団から偏りなく標本を抽出

する方法について考えることが

でき，標本調査の結果から母集

団の傾向について考えることが

できる。 

標本調査の結果を表やグラフなど 

を用いて表現することができる。 

標本調査の必要性と意味，無

作為抽出の方法を理解して

いる。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 

２ 標本調

査の活用 

簡単な場合について標本調査を行

い，母集団の傾向をとらえ，説明す

ることができるとともに，身近な問

題の解決のためにどのような標本

調査すればよいかを考え，調査結果

について説明することができる。 

身近な問題の解決のために

，どのような標本調査をす

ればよいかを考え，調査結

果について説明する。 

標本調査を行い，母集団の傾向

をとらえることに関心をもち，

身近な問題の解決に標本調査

を生かそうとしている。 

身近な問題の解決のために，標

本調査を行い，母集団の傾向を

とらえ説明することができる。 

身近な問題を解決するために，標 

本調査を行ない，その結果を表や 

グラフなどを用いて表現すること

ができる。 

標本調査の方法や手順を理

解している。 

ワークシ

ート・自己

評価・ペー

パーテス

ト・活動観

察 
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第１学年理科年間指導計画 

学習の目標 

 

学習の方法（言語活動） 

 

学習の評価 

 

 

 

観察・実験を通し、器具類の基礎

的な扱いに慣れるとともに、自然

を調べていこうとする態度を育成

する 

観察や実験の考察を通して自分の

意見をまとめて発表する。また、

班で意見交換を行う。実験・観察

のレポートを作成する。 

評価規準 

○学習内容に興味を持ち，意欲的

に授業に取り組んでいる。 

○観察・実験を正確にまた安全に取

り組んでいる。 

○植物の体のつくりやはたらきについ

理解している。 

○いろいろな気体や水溶液、物質の

性質について理解している。 

○光や音の性質ついて理解し，光や

音による現象ついて説明できる。 

○大地のはたらきによって起こって

いる現象について説明できる。 

 

評価方法 

○授業への参加態度 

○ノートやファイルの記録 

○発言のようす 

○学習用具の準備や宿題の提出 

○実験レポート 

○定期テスト、課題テスト 

年間の学習計画 

月 学習する単元 学習内容 

１
学
期 

・花のつくりとはたらき 
 
・根や茎のつくりとはた

らき 
 
・葉のつくりとはたらき 

 
・植物のなかま分け 
 

 
・いろいろな物質とその
性質 

 

・いろいろな花の観察を行い，花の基本的
なつくりの特徴と花のはたらきを理解する。 
・いろいろな植物の根と茎の観察を行い，基

本的なつくりの特徴と植物体内の物質の移
動について理解する。 
・葉の観察を行い，葉のつくりの特徴と光合

成について理解する。 
・花や根・茎・葉の観察から，それらを相互
に関連づけて考察し，植物が体の特徴に基

づいて分類できることを見いだす。 
・身のまわりの物質の性質をさまざまな方法
で調べ，物質には密度や加熱したときの変

化など固有の性質と共通の性質があること
を見いだすとともに，実験器具の操作，記録
の仕方などの技能を身につける。 

２
学
期 

・いろいろな気体とその
性質 

 
 
・水溶液の性質 

 
 
 

・物質の状態とその変
化 
 

 
 
・光による現象 

 
 
 

 
 
・音による現象 

 
 
 

 
・力による現象 
 

 
 
 

 
 
 

・大地が火をふく 
 
 

 

・気体を発生させてその性質を調べる実験
通して，気体の特性，気体を発生させる方

法や捕集法などの知識・技能を身につけ
る。 
・水溶液の中では溶質が均一に分散してい

ることを理解する。また，水溶液から溶質を
取り出す実験を行い，その結果を溶解度と
関連づけて理解する。 

・状態変化によって物質の体積は変化する
が質量は変化しないことを理解する。また，
物質は融点や沸点を境に状態が変化する

ことや沸点の違いによって物質の分離がで
きることを理解する。 
・光の反射や屈折の実験を行い，光が水や

ガラスなどの物質の境界面で反射，屈折す
るときの規則性を見いだす。また，凸レンズ
のはたらきについての実験を行い，物体の

位置と像の位置および像の大きさや向きの
関係を見いだす。 
・音についての実験を行い，音はものが振動

することによって生じ，音の大きさや高さは
発音体の振動のしかたに関係すること，およ
び音は波として空気中をおよそ 340m/s の

速さで伝わることを見いだす。 
・物体に力をはたらかせる実験を行い，物体
に力がはたらくとその物体が変形したり，動

き始めたり，運動の様子が変わったりするこ
とを見いだし，力は大きさと向きによって表さ
れることを理解する。また，圧力、水圧、大

気圧についての実験を行い，圧力は力の大
きさと面積に関係があること、水や空気の重
さと関係があることを理解する。 

・さまざまな火山の活動から、それらの活動
の様子はマグマの性質が深く関係しているこ
とを考察させるとともに，マグマからできる火

成岩の特徴を理解する。 

 

・大地がゆれる 
 

 
 
 

・大地は語る 

・地震計の記録から地震のゆれの特徴を理
解するとともに，記録の整理により地震のゆ

れの伝わり方を見いだす。また，震央・震源
の分布をプレートの動きと関連づけて理解す
る。 

・岩石や化石から，地層が堆積した時代や
当時の環境を推測し，地層のでき方や重な
り方の規則性を理解する。また，大地の変

動が断層や地形として記録されていることに
気づき，これら大地の変動を統合的に把握
する。 
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年間の学習計画 

月 学習する単元 学習内容 

１
学
期 

・生物の体をつくる細胞  

 

・生命を維持する 

はたらき 

 

 

・感覚と運動のしくみ 

 

 

・動物のなかまと生物の

進化 

・生物の細胞観察を行い，生物の体が細胞からで

きていることや細胞のつくりの特徴を見いだす。 

・消化や呼吸，血液の循環についての観察・実験を

行い，必要な物質を取り入れ運搬しているしくみを

結果と関連付けてとらえ，不要となった物質を排出

するしくみがあることを理解する。 

・動物が刺激に適切に反応している様子の観察を

行い，そのしくみを感覚器官，神経および運動器官

のつくりと関連付けてとらえる。 

・脊椎動物の特徴を比較，整理し脊椎動物がいく

つかの仲間に分類できることや無脊椎動物の特徴

を見いだす。現存の生物および化石の比較などを

もとに，生物の進化を見いだす。 

２
学
期 

・電流の性質 

 

 

・電流の正体 

 

 

 

・電流と磁界 

・回路の基本的な性質や，電圧と電流の関係につ

いて規則性を見いだし，実験器具の操作や実験結

果の処理についての技能を習得する。 

・日常生活と関連付けながら静電気の性質につい

て調べ，静電気と電流には関係があることを見いだ

し，真空放電の実験から電流の正体について理解

する。 

・日常生活と関連付けながら，電流の磁気作用や

電流と磁界との相互作用を理解し，直流と交流の

違いを捉える。 

３
学
期 

・空気中の水の変化 

 

・大気の動きと天気の 

変化 

 

・大気の動きと日本の 

四季 

・地球上の水はさまざまな状態で存在することや空

気中の水の変化について理解する。 

・大気状態を観測させたりして，天気との関係を見

いだす。また，日本付近の気団や大気の動き方の

規則性と関連付けながら天気の変化を捉える。 

・地球規模の大気の動きが温度差と関係して起こ

る自然現象であることを理解する。また，大陸と海

洋の温度差によって生じる大気の動きが，日本の

気象に影響を与えることを理解させる。さらに，日

本付近で盛衰する３つの気団と関連付けながら，

日本の四季の天気の特徴と生じるしくみを理解す

る。 

 

第２学年「理科Ａ」年間指導計画             

学習の目標 

 

学習の方法（言語活動） 

 
学習の評価 

 

 

 

観察・実験を通して得られた結果

をもとに自然の法則を見いだそう

とする態度の育成。 

課題を提示することで，自分で考

え，グループで話し合い意見を出

し合ってまとめ発表する。 

また，実験・観察内容のレポート

を作成する。 

評価規準 

○学習内容に興味を持ち，意欲的

に授業に取り組んでいる。 

○観察・実験を正確にまた安全に取

り組んでいる。 

○実験・観察の予想をし，結果をま

とめ考察をしている。 

○生物の体のしくみやはたらきにつ

い理解し細胞単位で説明できる。 

○電流の正体について理解し，電子

の動きについて説明できる。 

○大気の動きによって起こっている

現象について説明できる。 

評価方法 

○授業への参加態度 

○ノート，ファイルの記録 

○発言のようす 

○学習用具の準備や提出物 

○実験レポート 

○パフォーマンステスト 

○定期テスト，課題テスト 
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第２学年「理科 B」年間指導計画 

 

学習の目標 

 

 

学習の方法（言語活動） 

 

 

学習の評価 

 

 

 

 

状態変化や化学変化など物質の変化

を，物質をつくる粒子のようすと関係づ

けて粒子モデルで示し，そのモデルを

用いて物質の変化を説明する。 

物質の性質や変化について仮説を立

て，その仮説を実験や観察を通して検

証し，その結果をグループ活動を通し

て解釈し，説明する。 

評価規準 

○意欲的に実験を行ったり，考えを表

現したり，説明したりすることができる。 

○物質の変化などを，粒子モデルで

示すなど微視的な視点で捉え，説明

できる。 

○実験器具を正しく扱い，安全に実施

することができる。 

○実験結果などをわかりやすく表現で

きる。 

○学習内容を理解できる。 

評価方法 

○授業への参加態度 

○ノートやファイルの記録 

○発言のようす 

○学習用具の準備や宿題の提出 

○実験レポート 

○定期テスト、課題テスト 

年間の学習計画 

学期 学習する単元 学習内容 

１
学
期 

物質をつくる粒子 

（4 時間） 

 

 

物質の性質（6 時間） 

 

 

状態変化（4 時間） 

 

すべての物質は，原子や分子からできてい

ることや原子や分子の性質などの特徴につ

いて知る。 

 

物質の燃焼や電気伝導について考え，微

視的な視点でこれらの現象を捉える。 

 

物質の状態変化について，微視的に捉えそ

のようすを粒子モデルで示し，その変化につ

いて粒子モデルで説明する。 

 

２
学
期 

密度（3 時間） 

 

 

水溶液の性質 

（5 時間） 

 

 

蒸溜（2 時間） 

 

 

再結晶（2 時間） 

 

 

気体の性質（2 時間） 

 

物質の密度について考え，微視的な視点で

密度を説明する。 

 

物質の水への溶解を粒子モデルで示し，水

溶液の性質などの特徴を粒子モデルで説

明する。 

 

液体から純粋な物質を取り出す方法を知

り，この方法を粒子モデルで説明する。 

 

水溶液から溶質を取り出す方法を知り，この

方法を粒子モデルで説明する。 

 

様々な方法で気体を発生させ，それらの気

体の性質を確かめる。 

 

３
学
期 

化学変化（7 時間） いろいろな化学変化を行い，これらの変化

を粒子モデルで示すとともに，化学反応式

で表す。また，化学変化における規則性を

微視的な視点で説明する。 
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第３学年「理科 A」年間指導計画 

学習の目標 

 

 

学習の方法（言語活動） 

 

 

学習の評価 

 

 

 

 

 

知識を体系化し、自然との共生の

あり方など、多面的に考えようと

する態度の育成。 

提示された課題に対し、自分の考

えをまとめ、グループで話し合い

をし、意見をまとめて発表する。 

 

評価規準 

○学習内容に興味を持ち，意欲的

に授業に取り組んでいる。 

○観察・実験を正確にまた安全に取

り組んでいる。 

○実験結果や考察を自分なりの考

えを持ってまとめている。 

○イオンについて理解し電池や中和

についてイオンを用いて説明すること

ができる. 

○学習内容を理解している。 

 

評価方法 

○授業への参加態度 

○ノートやファイルの記録 

○発言のようす 

○学習用具の準備や宿題の提出 

○実験レポート 

○定期テスト、課題テスト 

年間の学習計画 

月 学習する単元 学習内容 

１
学
期 

・水溶液とイオン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・酸・アルカリと塩 

 

・水溶液に電流を通す実験を行い，水溶液に 

は電流を通すものと通さないものがあることを 

見いだす。 

・電気分解の実験より，イオンの存在を見いだ 

し，イオンの生成が原子の成り立ちに関係する 

ことを理解する。 

・電池の実験を行い，電池は化学エネルギー 

が電気エネルギーに変換されていることに気 

づくとともに，イオンのモデルを用いて電池の 

原理を説明する。 

・酸やアルカリの水溶液を用いた実験を行い， 

酸やアルカリのそれぞれの特性が水素イオン 

と水酸化物イオンによることを見いだす。 

２
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

・地球の運動と天体

の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

・太陽系の天体 

・電離の様子をイオンのモデルを使って説明

する。 

・中和反応の実験により，酸とアルカリが反応

すると水と塩ができることを見いださせるととも

に，中和反応をイオンのモデルを使って説明

する。 

 

・太陽や星の日周運動は，地球の自転によっ

て起こることを理解する。 

・季節によって見ることのできる星座が違うこと

や，太陽が１年を通して星座の間を動く運動

は，地球の公転によって起こる年周運動であ

ることを理解する。  

・季節による太陽の南中高度や昼の長さの変

化は，地球が地軸を傾けたまま自転しながら

公転しているためであることを理解する。 

・太陽系の天体の特徴を知るとともに，惑星の

動きや見え方，月の満ち欠けと日食・月食に

ついて理解する。 

３
学
期 

・恒星の世界 ・太陽の特徴を知るとともに，太陽系は銀河系

に属すること，銀河系の外には別の銀河が多

数存在することを理解する。 
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第３学年「理科 B」年間指導計画 

 

学習の目標 

 

学習の方法（言語活動） 

 

学習の評価 

 

 

 

知識を体系化し、自然との共生の

あり方など、多面的に考えようと

する態度の育成 

実験・観察の結果から、自分の考え

をまとめ，話し合い活動を行う。 

実験・観察内容のレポートを作成す

る。 

単元のまとめを自分の言葉で関連

づけて整理する。 

評価規準 

○学習内容に興味を持ち，意欲的

に授業に取り組んでいる。 

○観察・実験を正確にまた安全に取

り組んでいる。 

○実験・観察の結果をまとめ考察を

している。 

○学習内容を理解している。 

○学習内容を自分の言葉でまとめる

ことができる。 

評価方法 

○授業への参加態度 

○ノートやファイルの記録 

○発言のようす 

○学習用具の準備や宿題の提出 

○実験レポート 

○定期テスト、課題テスト 

年間の学習計画 

月 学習する単元 学習内容 

１
学
期 

・生物の成長 

 

 

・生物のふえ方と遺伝 

 

 

 

・力のつり合いと合成・

分解 

 

・力と物体の運動 

 

・細胞のつくりを振り返り，細胞分裂の観察を行

わせて，生物の成長を細胞の分裂と関連づけ

て理解する。 

・無性生殖と有性生殖の特徴をまとめ，生物が

ふえていくとき染色体にある遺伝子を介して親

から子へ形質が伝わること，そしてその伝わり

方に規則性があることを理解する。 

・実験を通して２力がつり合う条件を見いだし，

２力のつり合いを理解させる。また、作図によっ

て合力や分力を求めることができるようにする。 

・記録タイマーやストロボ写真をもとに，物体の

速さや運動の様子を調べる方法を身につけ，

物体にはたらく力と運動との関係を理解する。 

２
学
期 

・仕事とエネルギー 

 

 

 

 

・いろいろなエネルギ

ーとその移り変わり 

 

・エネルギー資源とそ

の利用 

 

・仕事の量の求め方，仕事の原理を理解する。

また，位置エネルギーや運動エネルギーの大

きさと物体の高さや質量，速さとの関係につい

て理解する。映像等の資料を通して力学的エ

ネルギーが保存されることを理解する。 

・身のまわりにあるいろいろなエネルギーに気づ

き，エネルギーの変換や，エネルギーの総量は

一定に保たれることを理解する。 

・人間は多様なエネルギー資源を消費して活

動していることを知るとともに，将来にわたって

エネルギー資源を確保し，安全で有効な利用

と環境保全をはかることの重要性に気づく。 

３
学
期 

・自然界のつり合い 

 

 

・人間と環境 

 

 

・自然と人間のかかわ

り 

 

 

 

・科学技術と人間 

・ 微生物のはたらきを調べ，自然界では，こ

れらの生物がつり合いを保って生活しているこ

とを理解する。 

・学校周辺の身近な自然環境について調べ，

人間の生活が自然環境及ぼす影響と，自然環

境を保全することの重要性を理解する。 

・日本の自然について，既習事項を振り返り，

自然からの恵みと災害についての理解を深め

る。自然現象の監視や防災・減災などについて

も調べ，自然との共生のあり方について考え

る。 

・さまざまな科学技術の利用によって人間の生

活が豊かで便利になったことに気づく。 
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平成２４年度 兵庫教育大学附属中学校 音楽科年間指導計画【第１学年】 

（研究課題）「協働学習の手法を取り入れた我が国の伝統音楽の鑑賞及び創作活動における思考力・判断力・表現力の育成」 

（学年目標）「音楽活働の楽しさを体験することを通して，音や音楽への興味・関心を養い，基礎的な表現の技能を身につける。」 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導

要領との対応） 

言語活動（学習指導

要領との対応） 

評価規準 評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

しっかり

と声を出

そう 

 

小学校の

おさらい 

校歌 

 

 

 

覚えてい

るかな 

自分の声について知

り，発声について理

解する。（Ａ（１）ア） 

 音楽表現を工夫して歌う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。① 

音楽を形づくっている要素が知覚でき，どのように歌うかにつ

いて思いや意図を持っている。② 

音楽表現をするために必要な技能を身につけている。③ 

観察 

リコーダ

ーに親し

もう 

楽器の基

礎リコー

ダー 

リコーダーの基礎的

な表現技能を身につ

ける。（Ａ（２）イ） 

 基礎的な奏法を身につける学習に主体的に取り組もうとして

いる。① 

基礎的な奏法を生かして，どのように演奏するかについて思い

や意図をもっている。② 

曲想を生かした音楽表現をするために必要な技能を身につけ

て演奏している。③ 

観察 

混声合唱

へのステ

ップ―へ

音譜表の

理解とパ

ートの役

割― 

パフ 変声について理解

し，ヘ音譜表との関

わりを理解する。（Ａ

（１）ウ） 

 ヘ音譜表との関係や声部の役割に関心をもち，音楽表現を工夫

しながら合わせて歌う学習に主体的に取り組もうとしている。

① 

声部の役割，全体の響きを感じ取りながら音楽表現を工夫し

て，どのように歌うかについて思いや意図をもっている。② 

創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身につけて

歌っている。③ 

観察 

ワークシー

ト 

旋律のま

とまりと

構成 

主人は冷

たい土の

中に 

 

マイ・メ

ロディー 

リズムや旋律などの

音楽を形づくってい

る要素を知覚する。 

音楽の構成を理解し

て，表現を工夫する。

（Ａ（１）ウ） 

（Ａ（３）ア） 

協働学習によって 

旋律をどのように創

作するか意見交流を

する。（Ａ（３）イ） 

リズムや旋律のまとまりに関心をもち，それらを生かした音楽

表現を工夫して歌う学習に主体的に取り組もうとしている。①

リズムや旋律のまとまり，それらの働きが生み出す曲想を感受

しながら，どのように歌うか，旋律をどのようにつくるかにつ

いて思いや意図をもっている。② 

音階の特徴を生かし，まとまりや変化を生かした音楽表現をす

るために必要な技能を身につけて旋律をつくって，記譜してい

る。③ 

観察 

作品提出 

情景と音

楽のかか

わり 

春 楽曲の雰囲気や味わ

いを支えている諸要

素を知覚する。（Ｂ

（１）ア） 

音楽のよさや美しさ

を言葉で説明する。

（Ｂ（１）ア） 

音楽を形づくっている要素の働きや，それらと曲想との関わり

について関心をもち，鑑賞する学習に主体的に取り組もうとし

ている。①  

音楽を形づくっている要素と曲想との関わりを感じ取って，言

葉で説明するなどして音楽のよさや美しさを味わって聴いて

いる。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 

混声合唱

へのステ

ップ 

―さまざ

まな曲想

の表現― 

Let’s 

search 

for 

tomorrow 

各クラス

の合唱曲 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し，そ

れらの働きが生み出

す曲想や魅力を生か

して，表現を工夫す

る。（Ａ（１）ウ） 

歌詞の内容を味わっ

てそれを音楽表現に

生かすことができ

る。（Ａ（１）ア） 

 

歌詞の内容や曲想に関心をもち，音楽表現を工夫しながら合わ

せて歌う学習に主体的に取り組もうとしている。① 

音楽を形づくっている要素を知覚し，歌詞の内容や曲想を感じ

取って音楽表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意

図をもっている。② 

歌詞の内容を生かした音楽表現をするために必要な技能を身

につけて歌っている。③ 

観察 

歌唱テスト 

物語を歌

で表現す

る芸術 

魔王 曲想の変化をもたら

す音楽を形づくって

いる要素を知覚しな

がら味わって聴く。 

（Ｂ（１）ア） 

場面の描写や心情の

変化を言葉で説明す

ることができる。（Ｂ

（１）ア） 

詩と音楽が一体となっている歌曲の表現効果に関心をもち，鑑

賞する学習に主体的に取り組もうとしている。① 

歌詞に表されている場面の描写や登場人物の心情の変化と旋

律や強弱，伴奏の変化との関わりを感じ取って，情景をイメー

ジしながら音楽のよさや美しさを味わって聴いている。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 

詩と音楽

とのかか

わり 

浜辺の歌 

 

赤とんぼ 

歌詞と音楽を形づく

っている要素との関

わりを感じ取って歌

唱表現を工夫する。 

（Ａ（１）ア） 

歌詞の内容を味わっ

てそれを音楽表現に

生かすことができ

る。 

（Ａ（１）ア） 

歌詞の内容や曲想に関心をもち，音楽表現を工夫して歌う学習

に主体的に取り組もうとしている。① 

歌詞の内容とリズム，旋律の動き，形式などの音楽を形づくっ

ている要素が生み出す曲想を感受し，言葉の特性を生かした音

楽表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもっ

ている。② 

歌詞の内容や曲想を生かした音楽表現をするために必要な技

能を身につけて歌っている。③ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 
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２ 

 

 

 

３ 

言葉と歌

声とのか

かわり 

日本の民

謡 

言葉の特性とその発

声との関わりを理解

する。（Ｂ（１）ウ） 

言葉の特性とその発

声との関わりを言葉

で説明することがで

きる。（Ｂ（１）ウ） 

日本の民謡のもつ音楽の特徴とその多様性に関心をもち，鑑賞

する学習に主体的に取り組もうとしている。① 

日本各地の民謡のもつ声や音楽の特徴を知覚・感受し，文化的

な背景と関連付けながら味わって聴いている。④ 

ワークシー

ト 

日本の伝

統音楽 

六段の調 

巣鶴鈴慕 

音楽を形づくってい

る要素の知覚を通し

て，日本の伝統音楽

の多様性を感じ取

る。（Ｂ（１）ウ） 

音楽を形づくってい

る要素や構造につい

て言葉で説明するこ

とができる。（Ｂ（１）

ウ） 

楽器の音色や奏法の特徴，音楽を形づくっている要素や構造と

曲想との関わりに関心をもち，鑑賞する学習に主体的に取り組

もうとしている。① 

楽器の音色や奏法の特徴，音楽を形づくっている要素や構造と

曲想との関わりを感じ取って，音楽のよさや美しさを味わって

聴いている。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 
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平成２４年度 兵庫教育大学附属中学校 音楽科年間指導計画【第２学年】 

（研究課題）「協働学習の手法を取り入れた我が国の伝統音楽の鑑賞及び創作活動における思考力・判断力・表現力の育成」 

（学年目標）「多様な音楽に対する理解を深め，表現の豊かさや美しさを感じ取り，創意工夫しながら表現する能力を高める。」 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導

要領との対応） 

言語活動（学習指導

要領との対応） 

評価規準 評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

１      

歌詞の内

容と音楽

とのかか

わり 

夢の世界

を 

 

翼をくだ

さい 

 

夏の思い

出 

歌詞の内容や曲想の

変化を味わいながら

表現を工夫する。（Ａ

（１）ア） 

 

声部の役割や曲想の

変化を味わいながら

表現を工夫する。（Ａ

（１）ウ） 

歌詞を味わい，言葉

の特性を生かし，そ

れを音楽表現に生か

す。（Ａ（１）ア） 

その曲にふさわしい音楽表現を工夫して歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。① 

主旋律と他の旋律，二つの声部，強弱，等その変化などを知覚

し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，歌

詞の内容や曲想を味わい，それらを生かして曲にふさわしい音

楽表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもっ

ている。② 

歌詞の内容や曲想，曲種に応じた発声や言葉の特性を生かした

曲にふさわしい音楽表現をするために必要な技能を身に付け

て歌っている。③ 

観察 

ペーパーテ

スト 

リズム作

りを楽し

む 

Play！ 

Rhythm 

音符，休符について 

おさらいし，リズム

の特徴を理解する。

（Ａ（３）ア） 

リズムをシラブルに

変えて発音すること

で理解を深める。（Ａ

（３）イ） 

リズムに関心を持ち，創作する活働に主体的に取り組もうとし

ている。① 

リズムの特質や雰囲気を感受しながら，シラブルや手拍子でど

のように表現するか思いや意図を持っている。② 

リズムを表現するための必要な技能を身につけている。③ 

作品提出 

実演 

リコーダ

ーを楽し

む 

虹の彼方

に 

楽器の特徴を理解

し，基礎的な奏法を

生かして演奏する。

（Ａ（２）イ） 

 楽器の特徴に関心を持ち，基礎的な奏法で演奏する学習に主体

的に取り組もうとしている。① 

全体の響きを感じ取って音楽表現を工夫し，どのように演奏す

るか思いや意図を持っている。② 

楽器の特徴をとらえた音楽表現をするために必要な技能を身

につけている。③ 

観察 

日本の音

楽の特徴

について

知る 

歌 舞 伎

「 勧 進

帳」 

文楽「野

崎 村 の

段」 

長唄や義太夫節によ

る音色や音の重なり

の特徴（声や三味線）

について学習し，西

洋の音楽との相違

（発声やテクスチュ

ア）について知る。

（Ｂ（１）ウ） 

 学習したことを言

語化させ，グループ

で意見の交流を図

る。互いの意見を認

め合いながらコミュ

ニケーション能力の

伸長を図る。（Ｂ（１）

ア） 

我が国の伝統音楽の様々な音楽の特徴と音楽の多様性に関心

を持ち鑑賞する学習に主体的に取り組もうとしている。① 

音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しながら音楽を形づくっている要素や構

造と曲想とのかかわりを理解して，根拠を持って批評するなど

して，音楽のよさや美しさを味わって聴いている。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 

混声合唱

の深まり 

心の中に

きらめい

て 

各クラス

の合唱曲 

歌詞の内容や曲想を

味わい，声部の役割

と全体の響きとのか

かわりを生かして表

現を工夫しよう。 

（Ａ（１）ア，イ，

ウ） 

歌詞を味わい，言葉

の特性を生かし，そ

れを音楽表現に生か

す。（Ａ（１）ア） 

歌詞の内容や曲想，声部の役割や全体の響きとのかかわりに関

心をもち，合わせて歌う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。① 

速度とその変化，主旋律と他の旋律，各声部のかかわり方，強

弱とその変化などを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰

囲気を感受しながら，歌詞の内容や曲想を味わい，声部の役割

と全体の響きとのかかわりを理解して，どのように合わせて歌

うかについて思いや意図をもっている。② 

歌詞の内容や曲想，声部の役割と全体の響きとのかかわりを生

かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けて歌って

いる。③ 

観察 

歌唱テスト 

箏を弾い

てみる 

楽器の基

礎「箏」 

「箏」の楽器の構造

や仕組みについて知

る。（Ａ（２）イ） 

 楽器の特徴，基本的な奏法に関心を持ち，演奏する学習に主体

的に取り組もうとしている。① 

基礎的な奏法を生かした音楽表現を工夫し，どのように演奏す

るかについて思いや意図をもっている。② 

必要な技能を身につけて演奏している。③ 

観察 

 

 

 

旋律の創

作にチャ

レンジ 

箏による

旋律創作 

簡単な旋律を演奏す

ることで，平調子や

楽調子の音階につい

て学習する。その上

で「箏」による簡単

な旋律を創作する。

（Ａ（３）ア） 

協働学習によって 

旋律創作への抵抗を

なくす。（Ａ（３）

イ） 

音階の特徴に関心を持ち，それらを生かして旋律をつくり学習

に主体的に取り組もうとしている。① 

音楽を形づくっている要素を知覚し，音階の特徴を生かした音

楽表現を工夫し，どのようにつくるか思いや意図をもってい

る。② 

音階などの特徴を生かした音楽表現をするために必要な技能

を身につけて旋律を作っている。③ 

作品提出 
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２ 

 

 

 

 

３ 

聞き比べ

てみよう 

「六段の

調」 

創作活動の前後で聴

き方にどのような変

化があったか比較

し，確認させる。 

（Ｂ（１）ア） 

活動の前後で聴き方

にどのような変化が

あったか比較し，確

認させる。（Ｂ（１）

ア） 

音楽を形づくっている要素や構造と，曲想とのかかわりに関心

を持ち，鑑賞する学習に主体的に取り組もうとしている。① 

音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しながら，音楽の特徴を理解して，解釈し

たり価値を考えたりし，鑑賞している④ 

ワークシー

ト 

音楽の構

成の仕方

を理解す

る 

フーガト

短調 

 

交響曲第 

5 番ハ短

調 

旋律の表れ方や声部

のかかわり方，音楽

の構成の仕方を理解

し，鑑賞する。（Ｂ

（１）ア） 

根拠を持って批評す

ることで，音楽のよ

さや美しさを味わ

う。（Ｂ（１）ア） 

音楽を形づくっている要素や構成，全体のまとまり曲想とのか

かわりに関心を持ち，鑑賞する学習に主体的に取り組もうとし

ている。① 

楽器の音色や反復，形式などを知覚し，曲想とのかかわりを理

解して，解釈したり価値を考えたりし，根拠を持って批評する

などして味わって聴いている。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 
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平成２４年度 兵庫教育大学附属中学校 音楽科年間指導計画【第３学年】 

（研究課題）「協働学習の手法を取り入れた我が国の伝統音楽の鑑賞及び創作活動における思考力・判断力・表現力の育成」 

（学年目標）「音楽によって生活を明るく豊かなものにし，生涯にわたって音楽に親しんでいく態度を育てる。」 

月 単元名 教材名 学習目標（学習指導

要領との対応） 

言語活動（学習指導

要領との対応） 

評価規準 評価方法 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

歌詞の内

容や曲想

の変化を

味わって 

花 

 

早春賦 

 

 

上を向い

て歩こう 

歌詞の内容や曲想の

変化を味わいながら

表現を工夫する。（Ａ

（１）ア） 

 

声部の役割や曲想の

変化を味わいながら

表現を工夫する。（Ａ

（１）ウ） 

歌詞を味わい，言葉

の特性を生かし，そ

れを音楽表現に生か

す。（Ａ（１）ア） 

その曲にふさわしい音楽表現を工夫して歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。① 

主旋律と他の旋律，二つの声部，強弱，同主調転調，とその変

化などを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受

しながら，歌詞の内容や曲想を味わい，それらを生かして曲に

ふさわしい音楽表現を工夫し，どのように歌うかについて思い

や意図をもっている。② 

歌詞の内容や曲想，曲種に応じた発声や言葉の特性を生かした

曲にふさわしい音楽表現をするために必要な技能を身に付け

て歌っている。③ 

観察 

ペーパーテ

スト 

声部の役

割や音楽

の構成を

生かして 

大きな古

時計 

声部の構成を理解

し，リコーダーアン

サンブルによる表現

を工夫する。（Ａ（２）

ウ） 

 楽器の特徴に関心を持ち，基礎的な奏法で演奏する学習に主体

的に取り組もうとしている。① 

声部の役割や全体の響きを感じ取って音楽表現を工夫し，どの

ように演奏するか思いや意図を持っている。② 

楽器の特徴をとらえた音楽表現をするために必要な技能を身

につけている。③ 

観察 

実技テスト 

ボレロ 

 

組曲「展

覧 会 の

絵」 

音楽の構成を理解

し，聴き深める。（Ｂ

（１）ア，イ） 

根拠を持って批評す

る活働から自分にと

っての価値を述べ

る。（Ｂ（１）ア） 

声部の役割と全体の響きとのかかわり，音楽を形づくっている

要素や構造と曲想とのかかわりに関心をもち，鑑賞する学習に

主体的に取り組もうとしている。① 

楽器の音色，リズムパターン，二つの主題，楽曲全体の強弱の

変化，音楽全体の構成などを知覚し，それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しながら，音楽を形づくっている要素や構

造と曲想とのかかわりを理解して，解釈したり価値を考えたり

し，根拠をもって批評するなどして，音楽のよさや美しさを味

わって聴いている。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 

混声合唱

の深まり 

 

 

大地讃頌 

各クラス

の合唱曲 

歌詞の内容や曲想を

味わい，声部の役割

と全体の響きとのか

かわりを生かして表

現を工夫する。 

（Ａ（１）ア，イ，

ウ） 

歌詞を味わい，言葉

の特性を生かし，そ

れを音楽表現に生か

す。（Ａ（１）ア） 

歌詞の内容や曲想，声部の役割や全体の響きとのかかわりに関

心をもち，合わせて歌う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。① 

速度とその変化，主旋律と他の旋律，各声部のかかわり方，強

弱とその変化などを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰

囲気を感受しながら，歌詞の内容や曲想を味わい，声部の役割

と全体の響きとのかかわりを理解して，どのように合わせて歌

うかについて思いや意図をもっている。② 

歌詞の内容や曲想，声部の役割と全体の響きとのかかわりを生

かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けて歌って

いる。③ 

観察 

歌唱テスト 

総合芸術

に親しも

う 

歌劇「ア

イーダ」

より 

 

歌 舞 伎

「 勧 進

帳」 

物語の進行を理解

し，音楽と舞台が一

体となって表現され

る総合芸術に親し

む。（Ｂ（１）イ，ウ） 

根拠を持って批評す

る活働から自分にと

っての価値を述べ

る。（Ｂ（１）ア） 

音楽の特徴と他の芸術との関連，諸外国の様々な音楽の特徴，

音楽の多様性に関心をもち，鑑賞する学習に主体的に取り組も

うとしている。① 

声や楽器の音色，拍の表れ方や拍子，物語などと対応する速

度・旋律・強弱・構成，旋律と伴奏のかかわり方などを知覚し，

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，音楽の

特徴と他の芸術との関連付け，諸外国の様々な音楽の特徴から

音楽の多様性を理解して，解釈したり価値を考えたりし，鑑賞

している。④ 

ワークシー

ト 

ペーパーテ

スト 

卒業式に

向けて 

旅立ちの

日に 

 

手紙 

歌詞の内容や曲想を

味わい，声部の役割

と全体の響きとのか

かわりを生かして表

現を工夫する。 

（Ａ（１）ア，ウ） 

歌詞を味わい，言葉

の特性を生かし，そ

れを音楽表現に生か

す。（Ａ（１）ア） 

歌詞の内容や曲想，声部の役割や全体の響きとのかかわりに関

心をもち，合わせて歌う学習に主体的に取り組もうとしてい

る。① 

主旋律と他の旋律，各声部のかかわり方，強弱とその変化など

を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら，歌詞の内容や曲想を味わい，声部の役割と全体の響きとの

かかわりを理解している。② 

歌詞の内容や曲想，声部の役割と全体の響きとのかかわりを生

かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けて歌って

いる。③ 

観察 
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第１学年美術科年間指導計画 
                                                       
（研究課題）「生徒の視点を生かした課題設定を通して」 
（学年目標）「楽しい美術の活動を通して、感性や基礎的能力を培い，創造的な表現能力と鑑賞能力を育てる」 
 

 月 題材名 学習目標（学習指導要領との対応

） 
言語活動 評価規準 評価方

法 

 
  4 
 
 
 
 
  5 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  6 
 
 
 
 
 
 
 
 
  7 
 

 
中学校美術と 
ドローイング 
 

中学校の美術を理解する。 
線や形のちがいを意図を持っ

て表現することを学ぶ。（A1、

A3、B鑑） 

線表現のち

がいを説明

する。 
 

線や形に関心を持ち、主体的に取り組んでいる。① 
意図や思いを持って線表現を工夫している。② 
線や形の変化のちがいを表現している。③ 
自他の表現のよさを味わおうとする。④ 

観察 
スケッ

チ 
自己評

価 
 

 
 
植物の魅力と
水彩画 
 
 
 

 
植物から感じ取ったイメージ

や形、色彩の特徴を生かして表

現することで，自然物と造形と

の関わりと水彩画の基礎を学

ぶ。（A1、A3、B鑑） 
 

 
植物の特徴

を説明した

り、個々の表

現のちがい

やよさを説

明する。 

 
植物の持つ美しさに気づき，自分なりの表現をしようとする。① 
植物の観察を通して，形や色の特徴を考えて，自分なりに表現に生か

そうとする。② 
植物を観察し，形や色の特徴を考え，自分なりに工夫して表現しよう

とする。③ 
自他の表現のよさを味わおうとする。④ 

 
観察 
作品 
発表 
自己評

価 
 
 

 
 
文字の魅力と
レタリング 
 
 
 
 
 

 
基本的な書体の特徴を知り、明

朝体で氏名を描くことを学ぶ。 
自分の思いや伝えたい内容が

相手に分かりやすく印象に残

るよう，文字や形や色彩，構成

などを工夫して表現する。 
（A2、A3、B鑑） 

 
基本的な書

体の特徴や

活用を説明

する。 
 
 
 
 

 
文字の形の美しさやメッセージに興味を持ち，レタリングする。① 
伝達するのに効果的な文字の形や構成を工夫する。② 
基本的な文字をもとに，効果的に伝達する文字をレタリングし，まと

めている。③ 
基本的な文字の美しさや視覚的なメッセージを見つけている。④ 
 
 
 

 
観察 
スケッ

チブッ

ク 
作品 
自己評

価 
 
 
 

 
 
楽しく伝える 
 
 
 
 

 
見たり使ったりする人の立場

や気持ちを考えデザインに表

すことを通して，それらは豊か

なコミュニケーションを生み

出すことを学ぶ。（A2、A3、B

鑑） 

 
伝えること

を、どんな意

図や方法で

表現するか

説明する。 
 

 
楽しく伝える表現に関心を持ち，主体的に表現する① 
感性や想像力を働かせて、表現の構想を練る。② 
造形感覚を働かせ、表現方法を身に付け、創意工夫して表現

している。③ 
楽しく伝える表現の造形的なよさや美、作者の意図や表現の

工夫などを感じ取っている。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
相互評

価 
自己評

価 
 
 
 
 9 
 
 
 
 
 
 10 
 
 

 
 
 
 11 
 
 
 
 
 12 
 

 
 
色彩の発見 
（色の三要素と
性質） 
 
 

 
色の三要素と性質の基本を知

り、それを生かして平面構成す

る。（A2、A3、B鑑） 
 
 
 

 
身近な色彩

について考

え、互いに説

明できる。 
 
 

 
身の回りの色に興味を持ち，色の性質や感情の関係を理解しようとす

る。① 
暮らしの中から色の性質や感情の関係等を発見することができる。② 
色の三要素や性質、色の感情などについて，体験を通して味わい理解

することができる。③ 
文化や生活に息づく色の魅力を味わうことができる。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
ペーパ

ーテス

ト 
 

 
 
偶然の効果を
生かして 
（モダンテクニッ
ク） 
 
 
 

 
基本的なモダンテクニックを

理解し、イメージを広げて、そ

の技法や偶然を生かして表現

する。（A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 

 
偶然を生か

した手法の

方法を互い

に説明でき

る。 
 
 
 

 
偶然がつくり出す不思議な形や色彩，地肌の面白さなどを感じ取ろう

としたり，材料や用具の新たな生かし方を工夫しようとする。① 
偶然性や新たな表現方法から発想し，作品として構想している。② 
積極的にモダンテクニック等の手法を試み，それらの手法を手掛かり

にして，それらの手法を手がかりにして、自分なりの作品にまとめて

いる。③ 
作品を鑑賞し、自分のイメージを生かし、偶然がつくり出す不思議な

形や色彩、地肌の面白さを感じ取ることができる。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
相互評

価 
 
 

 
 
技法を生かし
た構成の魅力 
 
 

 
自然物を単純化して、構成美の

要素を生かして平面にデザイ

ンする。（A2、A3、B鑑） 
 
 

 
作品に活用

されている

構成美の要

素を説明で

きる。 

 
技法を生かした視覚的な構成に興味を持ち，積極的に表現する。① 
いろいろな構成を考え，工夫しイメージを練っている。② 
テーマに合わせて効果的な構成を表現している。③ 
友達の作品の表現の違いやねらいを感じ取り，他者の作品のよさを見

つけている。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
 
 
 
  1 
 
 
 

 
 
カレンダーをつ
くる 
 
 
 

 
誕生月のイメージを考えて図

案をデザインし、日付や曜日の

文字をレイアウトする。 
 （A2、A3、B鑑） 
 
 

 
柔軟な発想

で誕生月の

イメージを

言葉で考え、

発表する。 
 

 
コンピュータの活用に興味を持ち、グラフィック的な表現に意欲的に

挑戦する。① 
柔軟に思考しイメージを拡げることができる。② 
誕生月に相応しい方法を創意工夫して表現する。③ 
自他の表現方法のよさやちがいに気づき、味わう。④ 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
相互評

価 
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  2 
 
 
 
  3 
 
 
 
 

自己評

価 
 
 
いろいろな素材
で感覚テスト 
 
 
 

 
素材を生かして  五感のイメー

ジを表現する。 
（A2、A3、B鑑） 
 
 
 

 
五感のイメ

ージや素材

感を説明で

きる。 
 
 

 
多様な素材を使った造形表現に関心をもち、意欲的に表現する。① 
五感のイメージを柔軟に考える。② 
素材や技法を生かして感覚を造形的に創意工夫して、表現する。③ 
イメージや感覚に沿った表現のよさを味わう。④ 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
相互評

価 
自己評

価 
 
 
１年生のまとめ 
 
 
 

 
1年間の美術の制作や活動を振

り返り、まとめをする。 
（B鑑） 
 
 

 
1年間の振り

返りを発表

する。 
 
 

 
自他の作品のよさや違いに関心を寄せることができる。① 
１年間をふり返り、自他の作品のよさや違いを見つけることができる

。④ 
 
 

 
観察、発

表 
ワ―ク

シ―ト 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



64 

 

第２学年美術科年間指導計画 
                                                       
（研究課題）「生徒の視点を生かした課題設定を通して」 
（学年目標）「楽しい美術の活動を通して、コミュニケーションを豊かにし、創造的な表現能力と鑑賞能力を伸ばす」 
 

 月 題材名 学習目標（学習指導要領との対応

） 
言語活動 評価規準 評価方

法 

 
 
  4 
   
 
  
 5 
 
 
 
 
 
   

  6 
 
 
 
 
 
 
 
  7 
 
 
 
 
 

 
身近なものをに
見つめて描く 
 

基本的な形や明暗、質感を工夫

して表現する。（A1、A3、B鑑

） 
 

素描の要素

を説明する。 
 
 

素描に興味を持ち、意欲的に取り組む。① 
構図やどを考える。対象の持つ形や明暗、質感の表現方法を工夫して

表現する。③ 
素描の要素を客観的に鑑賞する。 

観察 
作品 
テスト 
自己評

価 
 
 
言葉や材料か
らイメージを広
げて作る 
 

 
言葉や材料から発想し、手作り

のものをつくり出す 
（A2、A3、B鑑） 
 
 

 
言葉による

イメージマ

ップで考え

る 
 

 
素材のおもしろさに興味を持つことができる。① 
言葉や素材から発想をもとに形を試行錯誤しながら，いろいろ考える

ことができる。② 
主題に則し，素材を生かしながら工夫し，楽しく表現できる。③ 
友だちの作品を評価したり，自他の表現を振り返ることができる。④ 

 
観察 
スケッ

チブッ

ク 
作品 
自己評

価 
 
 
ルネッサンスの
美術 
 
 
 
 
 

 
ルネサンスの美術や作家につ

いて学び、現代との結びつきを

考える  （B鑑） 
 
 
 
 
 

 
ルネサンス

の作家やそ

の時代の特

徴を互いに

言葉で考え

る 
 
 

 
西洋の美術の歴史的な流れや，ルネサンスの美術に興味を持ち，意欲

的に学習する。① 
時代的背景を考えてルネサンスの美術をまとめる。② 
ルネサンスの美術に即した模写を工夫して制作することができる。③ 
それぞれの作家の考え方や生き方に共感を持ち，そのよさを鑑賞する

ことができる。④ 
民族や時代を超えて優れた才能や人間性に触れ，味わうことができる

。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価ペー

パーテ

スト 
 

 
 
名画を遊ぶ 
 
 
 
 
 

 
名画やその作家について理解

を深め、新たなイメージの作品

をつくり出す。 （A1、A3、B

鑑） 
 
 
 

 
名画の特徴

的な表現方

法を説明で

きる 
 
 
 

 
名画やその作家、時代に興味をもち、意欲的に制作する。① 
名画をもとにユーモアやウィットに富んだ発想をし、効果的な構図や

構成を自分なりに工夫する。② 
名画をもとに効果的な表現方法で，自分なりに名画をつくり、表現す

る。③ 
作家や時代性について理解する。④ 
多様な表現を認め，自他の作品のよさを味わう。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
相互評

価 
自己評

価 
 

 
 
 
  9 
 
 
 
 10 
 
 
 
 11 
 
 

 
  1

2 
 
 

 
 
科学的に見つ
めて作る 
 
 
 
 
 

 
科学的に考えて、自分のイメー

ジを拡げて、創造的なものをつ

くり出す  （A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 
 

 
自分のイメ

ージを言葉

で拡げる 
 
 
 
 
 

 
素材の感触や，造形上の効果を味わい，音を出す造形の楽しさを味わ

おうとすることができる。① 
材料からの発想をもとに色や形，音の出る仕組みを豊かに構想できる

。② 
制作のプロセスを理解し，表現上の特徴と音の出る仕組みを理解して

楽しく制作することができる。③ 
素材の持つ感触や造形上の効果や音色を感じ取ることができるとと

もに，他の作品のよさを味わうことができる。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
相互評

価 
ペーパ

ーテス

ト 
 
 
材料にいのち
を 
 
 
 
 
 

 
材料からイメージし、特徴を生

かした作品をつくる 
（A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 
 

 
発想をイメ

ージ化して

言葉で考え

る 
 
 
 
 

 
身近なものの形や材料に興味がわき，そこから新しいイメージを生み

出そうとする。① 
身近なものの形や材料からイメージし，新たないのちを作品に吹き込

むことができる。② 
ある形から新しいイメージを広げ，素材の特徴を生かしながら，自分

らしい新しい作品としてまとめることができる。③ 
作家や友達がつくった作品を鑑賞し，そこに込められた思いを理解す

る。・自他の作品の工夫を理解し，そのよさを大切にできる。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
相互評

価 
 
 

 
 
 
  1 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「伝える」をつく
る 
－アニメーシ 
ョン 
 
 
 
 
 

 
伝えようとする目的や内容を

もとに、アニメーションで表現

する（A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 
 
 
 

 
つくった意

図を説明す

る 
 
 
 
 
 
 
 

 
動画に興味を持ち、意欲的に取り組もうとする。① 
伝えようとする目的や内容をもとにして、ストーリーや動きなどの構

想を練る。② 
ソフトの活用方法を工夫し，ユーモアやウィットのある独自なものに

しようと制作する。③ 
視覚伝達の楽しさを仲間と共有し，動きや色や形の造形的な効果を生

かして表現することができる。③ 
メッセージが他者に効果的に伝わる方法を試行錯誤しながら，制作す

ることができる。③ 
自他の作品を鑑賞し，目的をふまえてそのよさを味わう。④ 

 
観察 
相互評

価 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
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  2 
 
 
 
  3 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
文化遺産を守
る 
 
 

 
普遍的な価値を持つ文化遺産

を次の世代へ残す役割につい

て理解し、その保存や修復につ

いて学ぶ。（B鑑） 
 

 
文化遺産を

守る役割を

説明する 
 
 

 
世界遺産や文化財に関心を寄せ、保存や修復に興味を持つ。① 
保存や修復について理解し、その方法を考える。③ 
保存や修復について理解し、 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
自己評

価 
 

 
 
２年生のまとめ 
 
 
 

 
1年間の美術の制作や活動を振

り返り、まとめをする。 
 （B鑑） 
 
 

 
1年間の振り

返りを発表

する 
 
 

 
自他の作品のよさに関心を寄せることができる。① 
１年間をふり返り，自他の作品の表現意図を理解し，作品のよさや違

いを見つけることができる。④ 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
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第３学年美術科年間指導計画 
                                                       
（研究課題）「生徒の視点を生かした課題設定を通して」 
（学年目標）「楽しい美術の活動を通して、豊かに発想力や独創的な表現能力、鑑賞能力を高める。」 
 

 月 題材名 学習目標（学習指導要領との対応

） 
言語活動         評価規準 評価方

法 

 
  4 
 
 
 
 
 
 
  5 
 
 
 
 
 
   

  6 
 
 
 
 
 
 
  7 
 
 

 
だまされる楽し
さ 
―錯覚を利用した

不思議な世界― 
 
 
 

錯視や錯覚による不思議な世

界に興味を持ち，透視図法や 
投影図法を用いるなどして，不

思議な世界をつくり出す。 
（A1、A3、B鑑） 
 
 
 

錯視の楽し

さを相互に

言葉で伝え

る 
 
 
 
 

想像を広げ表現することに関心を持つ。① 
体験や夢，想像や感情などの心の世界などを基に，創造的な構成を工

夫し，心豊かな表現の構想を練っている。② 
感性や造形感覚などを働かせて，自分の表現意図に合う新たな表現方

法を工夫したり，創造的に表現している。③ 
造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫など

を感じ取り味わっている。④ 
 

スケッ

チ 
観察 
自己評

価 
 
 
 
 
 

 
 
素材を生かし
てつくる 
 
 
 
 
 
 

 
多様な素材を生かして、組み合

わせ、身の回りで使用できるも

のを表現する 
 
 
 
 
 
 

 
いろいろな

素材の生か

し方を言葉

で相互に考

える 
 
 
 
 

 
いろいろな素材のおもしろさに興味を持つことができる。① 
素材を生かした形などを試行錯誤しながら，多様に考えることができ

る。② 
自分で主題を設定し，素材を生かしながら工夫した表現ができたか。

③ 
自他の作品の素材を生かした表現のよさを味合い、認めることができ

たか。④ 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
 
 
 
 

 
ピカソと現代
美術 
 
 
 
 

 
ピカソの作品や時代的な特性

について理解を深め、現代との

つながりについて考える   
 
 
 

 
作者の作品

や時代の感

想を説明す

る 
 
 

 
ピカソやその作品に関心を寄せる。① 
ピカソやその時代について理解し、世界平和や現代とのつながりにつ

いて考える。④ 
 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
自己評

価ペー

パーテ

スト 
 
 
 9 
 
 
 
 10 
 
 
 
 11 
 
 
 
 
 
 12 
 
 
 

 
 
箱の中の不思
議な世界 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
素材を生かして、自分のイメー

ジから箱の中に不思議な世界

を表現する（A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
イメージマ

ップや自分

の世界を言

葉で表現す

る 
 
 
 
 
 
 

 
いろいろな素材や形の特性やおもしろさに興味を持つことができる。

① 
素材を生かした形などを試行錯誤しながら，多様に考えることができ

る②。 
自分で主題を設定し，素材を生かしながら工夫した表現ができたか。 
制作の主題にそって，試行錯誤しながら制作し，独自な表現でまとめ

ることができる。③ 
自他の作品の表現の違いやねらいを感じ取り，自他の作よさをいろい

ろな視点から見つけている。④ 
 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
自己評

価 
 
 
 
 
 
 

 
 
タイムメッセ
ージ 
(美術と異文
化 理解) 
 
 

 
それぞれの国や地方の多様な

美術文化を理解し、作品を通し

て、相互理解を図る 
 （B鑑） 
 
 
 

 
世界の文化

交流を言葉

で考える 
 
 
 
 

 
異なる風土や文化の中から生まれる表現の多様性に関心を持つ。① 
様々な国や地域の作品から美術の多様性を考えることができる。② 
それぞれの国や地域の作品の特色を生かして表現することができる。

③ 
様々な国や地域の作品を鑑賞し，異文化間の相互理解の大切さを知る

ことができる。④ 
 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
相互評

価 
自己評

価 
作品 
 

 
 
 
  1 
 
 
 
 
  2 
 
 
 
 
  3 
 

 
 
卒業メモリア
ルをつくる 
 
 
 
 
 
 

 
 テーマから抽象的な形を
考えて、卒業記念に相応し
い七宝焼きをつくる 
（A2、A3、B鑑） 
 
 
 
 
 

 
卒業の感謝

の気持ちを

文書でも表

現する 
 
 
 
 
 

 
先輩の作品に関心を持ち，卒業制作のイメージを広げ，制作に意欲を

持っている。① 
テーマを考え、柔軟な発想をして，工夫した構成を考えることができ

る。② 
テーマから柔軟な発想をして，試行錯誤しながら下図を描くことがで

きる。② 
色や形・素材・技法の効果を考えて，工夫した七宝制作ができる。③ 
みんなの成果や作品の造形的な効果を味わい，つくることのよさを感

じている。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
作品 
相互評

価 
自己評

価 
 
 

 
 
３年間のまと
め 

 
３年間の美術の制作や活動を

振り返り、まとめをする。 
（B鑑） 

 
３年間の振

り返りを発

表する 

 
自他の作品のよさに関心を寄せることができる。① 
３年間をふり返り，自他の作品の表現意図を理解し，作品のよさや違

いを見つけることができる。④ 

 
観察 
ワ―ク

シ―ト 
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第１学年保健体育科年間指導計画 
（研究課題）「自らの課題を見つけ解決しようとする生徒の育成」 

－より高い課題を追求できる指導方法を求めて－ 
（学年目標）○保健体育の学習習慣・規律の確立を図る。   

○自己の能力に応じて運動の楽しさや喜びを味わう。 
            ○心と体を一体としてとらえ、健康・安全に留意して運動することができる態度を育てる。 
 ※言語活動を促す内容については、下線部分として表示する。 
単元・教材名 
  （保健） 
 

    学 習 目 標 
 
 

                                      評 価 規 準  
  評価方法 
 

健康・安全への関心・意欲・態度  健康・安全についての思考・判断 
 

 
 

健康・安全についての知識・理解 

心身の機能の発
達と心の健康 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①体のはたらきと発育・発達は，

年齢とともに進み，また，思春

期には，内分泌のはたらきによ

って生殖にかかわる機能が成熟

することを理解する。 
②中学生の時期の知的機能や情

意機能，社会性の発達の変化を

理解するとともに，心身の調和

と心の健康について理解する。 
 
 
 
 
 
 
 

・心身の機能の発達や，心の健康

などについて，自分の経験や，資

料などをもとに，課題を見つけよ

うとしている。 
・心身の機能の発達や，心の健康

などについて，教科書などの資料

から課題を解決するための情報

を集めたり、課題について調べよ

うとしている。 
・心身の機能の発達や，心の健康

などについて，仲間の考えや意見

を聞いたり、集めた資料を活用し

たりして、自分の意見を発表しよ

うとしている。 
 

・心身の機能の発達や心の健康などについて

，自分の知識や経験等をもとに，問題点を見

つけることができる。 
・心身の機能の発達や心の健康などについて

，資料などを元に予想したり、整理したりす

ることができる。 
・心身の機能の発達や，心の健康などについ

て，学習したことを日常生活に当てはめるこ

とができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・年齢に伴う身体の各器官の発達

の傾向や性差，個人差などがある

ことを知っている。 
・思春期に起こる心身の変化や思

春期が生殖機能の成熟や自己の

認識が深まる重要な時期である

ことを知っている。 
・心の健康を保つため，心身の調

和を保つことの大切さや欲求や

ストレスに適切に対処する方法

を知っている。 
 
 
 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康と環境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①体は，環境の変化に対してあ

る程度まで適応できることを理

解する。 
②快適で能率のよい生活をおく

るための環境条件について理解

する。 
③空気や飲料水は，衛生的な基

準に適合させる必要があること

を理解する。 
④廃棄物の種類や処理のしかた

について理解する。 
 
 
 
 

・健康と環境とのかかわりについ

て資料を見たり，自分の日常生活

を振り返りながら課題を発見し

ようとしている。 
・教師や仲間と共に活動したり，

教科書などの資料を読んだりし

て課題の解決に取り組み，課題に

ついて調べようとしている。 
・教科書などの資料を元に，自分

の考えや意見をまとめ，発表しよ

うとしている。 
 
 

・健康と環境について，自分の日常生活等を

振り返り，問題点を見つけることができる。 
・健康と環境について，自分の経験や資料な

どを元に，予想したり，整理したりすること

ができる。 
・健康と環境について学習したことを日常生

活に当てはめることができる。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・人間の健康は環境と深くかかわ

って成立しており，身体には環境

に対する適応能力があることを

知っている。 
・人間の生命の維持や健康に密接

なかかわりのある空気・飲料水の

条件について知っている。 
・心身の健康を保持増進するため

，生活に伴って生じる廃棄物を適

切に処理し，環境を衛生的に保つ

必要があることを知っている。 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（体育理論） 

    学 習 目 標 
 

                                      評 価 規 準   評価方法 
 運動の関心・意欲・態度 運動についての思考・判断    運動の技能 運動についての知識・理解 

運動やスポーツの

多様性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①運動やスポーツは多様であるこ

とを理解できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・運動やスポーツが多様であるこ

とについて、（情報を集めたり、

意見を交換したりするなどの）活

動を通して、学習に積極的に取り

組もうとしている。 
 
 
 
 
 

・運動やスポーツが多様であることについて

、出された意見や集めた情報を分析したり、

整理したりしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・運動やスポーツの必要性と楽し

さについて、言ったり書き出した

りしている。 
・運動やスポーツへの多様なかか

わり方について、言ったり書き出

したりしている。 
・運動やスポーツの学び型につい

て、言ったり書き出したりしてい

る。 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 

（体育） 
体つくり運動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①体ほぐしの運動や体力を高める

運動を通して，体を動かす楽しさや

心地よさを味わい，体力を高め，目

的に適した運動を身に付け，組み合

わせることができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・体つくり運動の学習に 
積極的に取り組もうとしてい

る。 
・分担した役割を果たそうとして

いる。 
・仲間の学習を援助しようとして

いる。 
・健康・安全に留意している。 
 
 
 
 
 

 
・体ほぐしのねらいである「心と体の関係に

気付く」、「体の調子を整える」、「仲間と交流

する」ことを踏まえて、課題に応じた活動を

選んでいる。 
・関節や筋肉の働きに合った合理的な運

動の行い方を選んでいる。 
・狙いや体力に応じて効率よく高める運

動例やバランスよく高める運動例の組み

合わせを見付けている。 
・仲間と協力する場面で、学習した安全上の

留意点を当てはめている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・体つくり運動の運動の意義につ

いて、理解したことを言ったり書

き出したりしている。 
・体つくり運動の行い方について

、学習した具体例を挙げている。 
・運動の計画の立て方について、

理解したことを言ったり書き出

したりしている。 
 
 
 

体育実技全般に授

業後『体育学習カー

ド』に記入させ、

言語活動の評価に

付する。 
 
・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 

器械運動 
 跳び箱運動・マ 

ット運動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①跳び箱運動・マット運動につい

て、技ができる楽しさや喜びを味わ

い、その技がよりよくできるように

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・器械運動の学習に積極的に取り

組もうとしている。 
・よい演技を認めようとしている

。 
・分担した役割を果たそうとして

いる。 
・健康・安全に留意している。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・学習する技の合理的な動き方のポイントを

見付けている。 
・課題に応じて、技の習得に適した練習方法

を選んでいる。 
・学習した技から「はじめ－なか－おわり」

などの構成に適した技の組み合わせ方を見

付けている。 
・仲間と学習する場面で、仲間のよい動きな

どを指摘している。 
・仲間と学習する場面で、学習した安全上の

留意点を当てはめている。 
 
 
 
 

 
・マット運動では、回

転系や巧技系の技を

組み合わせるための、

滑らかな基本的な技、

条件を変えた技、発展

技のいずれかができ

る。 
・跳び箱運動では、切

り返し系や回転系の

滑らかな基本的な技、

条件を変えた技、発展

技のいずれかができ

る。 

 
・器械運動の特性や成り立ちにつ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技の名称や行い方について、学

習した具体例を挙げている。 
・器械運動に関連して高まる体

力について、学習した具体例を挙

げている。 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己評価 
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単元・教材名 
 

    学 習 目 標 
 

                                    評 価 規 準 評価方法 
 運動の関心・意欲・態度 運動についての思考・判断     運動の技能 運動についての知識・理解 

（体育） 
陸上競技 
 短距離走・リレ

ー・長距離走 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①自己の能力に適した課題をもって短距離

走・リレー・長距離走の運動を行い，その技

能を高め，競技したり，記録を高めたりする

ことができるようにする。 
②互いに協力して練習や競技ができるよう

にするとともに，勝敗に対して公正な態度が

とれるようにする。また練習場などの安全を

確かめ健康・安全に留意して練習や競技がで

きるようにする。 
③自己の能力に 適した課題の解決を目指し

て ，練習の仕方や競技の仕方を工夫するこ

とができるようにする。 
 

 
・陸上競技の学習に積極的に

取り組もうとしている。 
・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしている。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・仲間の学習を援助しようと

している。 
・健康・安全に留意している

。 
 
 
 

 
・技術を身に付けるため運動の行

い方のポイントを見付けている。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・仲間と努力する場面で、分担し

た役割に応じた活動の仕方を見

付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習や競争場面に当てはめてい

る。 
 
 
 
 

 
・短距離走・リレーでは、滑

らかな動きで速く走ること

ができる。 
・長距離走では、ペースを守

り一定の距離を走ることが

できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・陸上競技の特性や成り立ちにつ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・陸上競技に関連して高まる体力

について、学習した具体例を挙げ

ている。 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水泳 
 クロール・平泳

ぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①クロール・平泳ぎの運動について、記録に

向上や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を

身に付けることができるようにする。 
②水泳に積極的に取り組むとともに、勝敗な

どを認め、ルールやマナーを守ろうとするこ

と、分担した役割を果たそうとすることなど

や、水泳の事故防止に関する心得など健康・

安全に気を配ることができるようにする。 
③水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い

方、関連して高まる体力などを理解し、課題

に応じた運動の取り組み方を工夫できるよ

うにする。 
 

 
・水泳の学習に積極的に取り

組もうとしている。 
・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしている。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・仲間の学習を援助しようと

している。 
・水泳の事故防止に関する心

得など健康・安全に留意して

いる。 
 
 
 

 
・泳法を身に付けるための運動の

行い方のポイントを見付けてい

る。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・仲間と協力する場面で、分担し

た役割に応じた協力の仕方を見

付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習場面に当てはめている。 
 
 
 
 
 

 
・クロールでは、手と足、呼

吸のバランスをとり速く泳

ぐことができる。 
・平泳ぎでは、手と足、呼吸

のバランスをとり長く泳ぐ

ことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・水泳の特性や成り立ちについて

、学習した具体例を挙げている。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・関連して高まる体力について、

学習した具体例を挙げている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

球技 
(ネット型）バレー

ボール 
(ゴール型)サッカ

ー 
(ベースボール型) 
ソフトボール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ネット型・ゴール型の運動について、

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本

的な技能や仲間と連携した動きでゲーム

が展開できるようにする。 
②球技に積極的に取り組むとともに、フェア

なプレイを守ろうとすること、分担した役割

を果たそうとすること、作戦などについての

話し合いに参加しようとすることなどや、健

康・安全に気を配ることができるようにする

。 
 
 
 
 
 
 

 
・球技の学習に積極的に取り

組もうとしている。 
・フェアなプレーを守ろうと

している。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・作戦などについての話し合

いに参加しようとしている。 
・仲間の学習を援助しようと

している。 
・健康・安全に留意している

。 
 
 
 
 

 
・ボール操作やボール持たないと

きの動きなどの技術を身に付け

るための運動の行い方のポイン

トを見付けている。 
・自己やチームの課題を見付けて

いる。 
・提供された練習方法から、自

己やチームの課題に応じた練

習方法を選んでいる。 
・仲間と協力する場面で、分担し

た役割に応じた協力の仕方を身

に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習場面や試合場面に当てはめ

ている。 
 

 
・ゴール型では、ゴール前で

の攻防を展開するためのボ

ール操作と空間に走り込む

などの動きができる。 
・ネット型では、空いた場所

をめぐる攻防を展開するた

めのボールや用具の操作と

定位置に戻るなどの動きが

できる。 
・ベースボール型では、攻防

を展開するための基本的な

バット操作と走塁での攻撃、

ボール操作と定位置での守

備などの動きができる。 
 

 
・球技の特性や成り立ちについて

、学習した具体例を挙げている。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・球技に関連して高まる体力につ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・試合の行い方について、学習し

た具体例を挙げている。 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析表 
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武道 
 剣道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①剣道について、技ができる楽しさや喜びを

味わい、基本動作や基本となる技ができるよ

うにする。 
②剣道では、相手の動きに応じた基本動作か

ら、基本となる技を用いて、打ったり受けた

りするなどの攻防を展開することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・剣道の学習に積極的に取り

組もうとしている。 
・相手を尊重し、伝統的な行

動の仕方を守ろうとしてい

る。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・仲間の学習を援助しようと

している。 
・禁じ技を用いないなど健康

・安全に留意している。 
 
 

 
・技を身に付けるための運動の

行い方のポイントを見付けて

いる。 
・課題に応じた練習方法を選ん

でいる。 
・仲間と協力する場面で、分担

した役割に応じた協力の仕方

を身に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習場面に当てはめている。 
 
 
 

 
・剣道では、打ったり受けた

りするなどの攻防を展開す

るための相手の動きに応じ

た基本動作から、基本となる

技ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・武道の特性や成り立ちについて

、学習した具体例を挙げている。 
・武道の伝統的な考え方について、

理解したことを言ったり書き出し

たりしている。 
・技の名称や行い方について、学

習した具体例を挙げている。 
・武道に関連して高まる体力につ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・試合の行い方について学習した

具体例を挙げている。 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダンス 
 現代的なリズム

のダンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ダンスについて、感じを込めて踊ったりみ

んなで踊ったりする楽しさや喜びを味わい、

イメージをとらえた表現や踊りを通した交

流ができるようにする。 
②現代的なリズムのダンスでは、リズムの特

徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて

、リズムに乗って全身で踊ることができるよ

うにする。 
③ダンスに積極的に取り組むとともに、よさ

を認め合おうとすること、分担した役割を果

たそうとすることなどや、健康・安全に気を

配ることができるようにする。 
④ダンスの特性、踊りの由来と表現の仕方、

関連して高まる体力などを理解し、課題に応

じた運動の取り組み方を工夫できるように

する。 
 

 
・ダンスの学習に積極的に取

り組もうとしている。 
・よさを認め合おうとしてい

る。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・仲間の学習を援助しようと

している。 
・健康・安全に留意している

。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・自分の興味や関心に合ったテー

マや踊りを設定している。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・発展の場面で、仲間のよい動き

や表現などを指摘している。 
・学習した安全上の留意点を仲間

と学習する場面に当てはめてい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・現代的なリズムのダンスで

は、リズムの特徴をとらえ、

変化のある動きを組み合わ

せて、リズムに乗って全身で

踊るための動きができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ダンスの特性について、学習し

た具体例を挙げている。 
・踊りの由来について、学習した

具体例を挙げている。 
・表現の仕方について、学習した

具体例を挙げている。 
・ダンスに関連して高まる体力に

ついて、学習した具体例を挙げて

いる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析表 
･ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己評価 
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第２学年保健体育科年間指導計画 
（研究課題）「自らの課題を見つけ解決しようとする生徒の育成」 

－より高い課題を追求できる指導方法を求めて－ 
（学年目標）○仲間とともに活動の仕方を考えたり、工夫することによって、運動の課題の解決を図る。 
      ○運動技能を高め，勝敗を競ったり、仲間と協力して課題を解決した喜びなどを実感させる。 
      ○傷害の防止に努め、危険を予測したり、安全に運動を行う態度を培う。 
 ※言語活動を促す内容については、下線部分として表示する。 
単元・教材名 
  （保健） 
 

     学 習 目 標 
 
 

                                     評 価 規 準  
  評価方法 
 

健康・安全への関心・意欲・態

度 
健康・安全についての思考・判断 
 

 
 

健康・安全についての知識・理解 

健康と環境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①体は，環境の変化に対してある程

度まで適応できることを理解する。 
②快適で能率のよい生活をおくる

ための環境条件について理解する。 
③空気や飲料水は，衛生的な基準に適

合させる必要があることを理解する。 
④廃棄物の種類や処理のしかたについ

て理解する。 
 
 
 
 
 

・健康と環境とのかかわりにつ

いて資料を見たり，自分の日常

生活を振り返りながら課題を

発見しようとしている。 
・教師や仲間と共に活動したり

，教科書などの資料を読んだり

して課題の解決に取り組み，課

題について調べようとしてい

る。 
・教科書などの資料を元に，自

分の考えや意見をまとめ，発表

しようとしている。 
 

・健康と環境について，自分の日常生活等を

振り返り，問題点を見つけることができる。 
・健康と環境について，自分の経験や資料な

どを元に，予想したり，整理したりすること

ができる。 
・健康と環境について学習したことを日常生

活に当てはめることができる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・人間の健康は環境と深くかかわ

って成立しており，身体には環境

に対する適応能力があることを

知っている。 
・人間の生命の維持や健康に密接

なかかわりのある空気・飲料水の

条件について知っている。 
・心身の健康を保持増進するため

，生活に伴って生じる廃棄物を適

切に処理し，環境を衛生的に保つ

必要があることを知っている。 
 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己 評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

傷害の防止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①交通事故や自然災害による傷害は，

人的要因や環境要因がかかわって発生

し，その傷害の多くは，安全な行動，

環境の整備によって防止できること

を理解する。 
②応急手当を適切に行うことによって

，傷害の悪化を防ぐことができること

を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 

・傷害の防止について、健康に

関する資料を見たり、自分たち

の生活を振り返ったりするな

どの学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 
・傷害の防止について、課題の

解決に向けての話し合いや意

見交換などの学習活動に意欲

的に取り組もうとしている。 
 
 
 
 
 

・傷害の防止について、健康に関する資料等

で調べたことを基に課題や解決の方法を見

付けたり、選んだりするなどして、それらを

説明している。 
・傷害の防止について、学習したことを自分

たちの生活や事例などと比較したり、関係を

見付けたりするなどして、筋道を立ててそれ

らを説明している。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・交通事故や自然災害などによる

傷害の発生要因について理解し

たことを言ったり、書き出したり

している。 
・交通事故などによる傷害の防止

について理解したことを言った

り、書き出したりしている。 
・自然災害による傷害の防止につ

いて理解したことを言ったり、書

き出したりしている。 
・応急処置について理解したこと

を言ったり、書き出したりしてい

る。 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己  評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（体育理論） 
 

     学 習 目 標 
 
 

                                    評 価 規 準   評価方法 
 
 

運動の関心・意欲・態度 
 

運動についての思考・判断 
 

    運動の技能 運動についての知識・理解 
 

スポーツの効果と

安全 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①運動やスポーツの意義や効果などに

ついて理解できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・運動やスポーツの意義や効果

などについて、（情報を集めた

り、意見を交換したりするなど

の）活動を通して、学習に積

極的に取り組もうとしている

。 
 
 
 
 

・運動やスポーツの意義や効果などについて

、出された意見や集めた情報を分析したり、

整理したりしている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・運動やスポーツが心身に及ぼす

効果について、言ったり書き出し

たりしている。 
・運動やスポーツが社会性の発達

に及ぼす効果について、言ったり

、書き出したりしている。 
・安全な運動やスポーツの行い方

について、言ったり書き出したり

している。 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己  評

価 
 
 
 
 
 
 
 

（体育） 
体つくり運動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①体ほぐしの運動や体力を高める運動

を通して，体を動かす楽しさや心地よ

さを味わい，体力を高め，目的に適し

た運動を身に付け，組み合わせること

ができるようにする。 
 
 
 
 
 
 

 
・体つくり運動の学習に積極的

に取り組もうとしている。 
・分担した役割を果たそうとし

ている。 
・仲間の学習を援助しようとし

ている。 
・健康・安全に留意している。 
 
 
 

 
・体ほぐしのねらいである「心と体の関係に

気付く」、「体の調子を整える」、仲間と交流

する」ことを踏まえて、課題に応じた活動を

選んでいる。 
・関節や筋肉の働きに合った合理的な運動

の行い方を選んでいる。 
・狙いや体力に応じて効率よく高める運動例

やバランスよく高める運動例の組み合わせ

を見付けている。 
・仲間と協力する場面で、学習した安全上の

留意点を当てはめている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・体つくり運動の運動の意義に

ついて、理解したことを言った

り書き出したりしている。 
・体つくり運動の行い方につい

て、学習した具体例を挙げてい

る。 
・運動の計画の立て方について、

理解したことを言ったり書き出し

たりしている。 
 
 

体育実技全般に授

業後『体育学習カー

ド』に記入させ、

言語活動の評価に

付する。 
 
・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己  評

価 
 
 

器械運動 
 鉄棒・平均台 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①鉄棒・平均台について、技ができる

楽しさや喜びを味わい、その技がより

よくできるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・器械運動の学習に積極的に取

り組もうとしている。 
・よい演技を認めようとして

いる。 
・分担した役割を果たそうと

している。 
・健康・安全に留意している。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・学習する技の合理的な動き方のポイントを

見付けている。 
・課題に応じて、技の習得に適した練習方法

を選んでいる。 
・学習した技から「はじめ－なか－おわり」

などの構成に適した技の組み合わせ方を見

付けている。 
・仲間と学習する場面で、仲間のよい動きな

どを指摘している。 
・仲間と学習する場面で、学習した安全上の

留意点を当てはめている。 
 
 
 
 
 
 

 
・鉄棒運動では、支持

系や懸垂系の技を組

み合わせるための、滑

らかな基本的な技、条

件を変えた技、発展技

のいずれかができる。 
・平均台運動では、体

操系やバランス系の

技を組み合わせるた

めの、滑らかな基本的

な技、条件を変えた技

、発展技のいずれかが

できる。 
 

 
・器械運動の特性や成り立ちにつ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技の名称や行い方について、学

習した具体例を挙げている。 
・器械運動に関連して高まる体力

について、学習した具体例を挙げ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己  評

価 
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単元・教材名 
 

         学 習 目 標 
 
 

                                   評 価 規 準 評価方法 
 
 

 運動の関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 
 

    運動の技能 
 

運動についての知識・理解 
 

（体育） 
陸上競技 
 ハードル走・

走り高跳び・走

幅跳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ハードル走、走り高跳び、走幅跳について、記録

の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、基本的な動

きや効率のよい動きを身に付けることができるよ

うにする。 
②陸上競技に積極的に取り組むとともに、勝敗など

を認め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担

した役割を果そうとすることなどや、健康・安全に

気を配ることができるようにする。 
③陸上競技の特性や成り立ち、技術の名称や行

い方、関連して高まる体力などを理解し、課題

に応じた運動の取り組み方を工夫できるように

する。 
 

 
・陸上競技の学習に積極

的に取り組もうとしてい

る。 
・勝敗などを認め、ルー

ルやマナーを守ろうとし

ている。 
・分担した役割を果たそ

うとしている。 
・仲間の学習を援助しよ

うとしている。 
・健康・安全に留意して

いる。 
 
 

 
・技術を身に付けるため運動の行

い方のポイントを見付けている。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・仲間と協力する場面で、分担し

た役割に応じた活動の仕方を見

付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習や競争場面に当てはめてい

る。 
 
 
 

 
・ハードル走では、リズ

ミカルな走りから滑らか

にハードルを超すことが

できる。 
・走り幅跳びでは、スピー

ドに乗った助走から素早く

踏み切って跳ぶことができる

。 
・走り高跳びでは、 
スピードに乗った助走から

力強く踏み切って大きな動

作で跳ぶことができる。 
 

 
・陸上競技の特性や成り立ちにつ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・陸上競技に関連して高まる体

力について、学習した具体例を

挙げている。 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己   評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水泳 
 背泳ぎ・バタ

フライ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①背泳ぎ・バタフライの運動について、記録に向上

や競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身に付ける

ことができるようにする。 
②水泳に積極的に取り組むとともに、勝敗などを認

め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担した

役割を果たそうとすることなどや、水泳の事故防止

に関する心得など健康・安全に気を配ることができ

るようにする。 
③水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、関

連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動

の取り組み方を工夫できるようにする。 
 
 
 

 
・水泳の学習に積極的に

取り組もうとしている。 
・勝敗などを認め、ルー

ルやマナーを守ろうと

している。 
・分担した役割を果たそ

うとしている。 
・仲間の学習を援助しよ

うとしている。 
・水泳の事故防止に関す

る心得など健康・安全に

留意している。 

 
・泳法を身に付けるための運動

の行い方のポイントを見付け

ている。 
・課題に応じた練習方法を選ん

でいる。 
・仲間と協力する場面で、分担

した役割に応じた協力の仕方

を見付けている。 
・学習した安全上の留意点を他

の練習場面に当てはめている。 
 
 
 
 
 

 
・背泳ぎでは、手と足、

呼吸のバランスをとり泳

ぐことができる。 
・バタフライでは、手と

足、呼吸のバランスをと

り泳ぐことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・水泳の特性や成り立ちについ

て、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技術の名称や行い方について

、学習した具体例を挙げている

。 
・関連して高まる体力について、

学習した具体例を挙げている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己   評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

球技 
(ネット型）卓球

・バドミントン 
(ゴール型) 
バスケットボール 
(ベースボール型) 
ソフトボール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ネット型・ゴール型の運動について、勝敗を

競う楽しさや喜びを味わい、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲームが展開できるように

する。 
②球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレ

イを守ろうとすること、分担した役割を果たそうと

すること、作戦などについての話し合いに参加しよ

うとすることなどや、健康・安全に気を配ることが

できるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・球技の学習に積極的に

取り組もうとしている。 
・フェアなプレーを守ろ

うとしている。 
・分担した役割を果たそ

うとしている。 
・作戦などについての話

し合いに参加しようとし

ている。 
・仲間の学習を援助しよ

うとしている。 
・健康・安全に留意して

いる。 
 
 
 
 
 

 
・ボール操作やボール持たないと

きの動きなどの技術を身に付け

るための運動の行い方のポイン

トを見付けている。 
・自己やチームの課題を見付けて

いる。 
・提供された練習方法から、自己

やチームの課題に応じた練習方

法を選んでいる。 
・仲間と協力する場面で、分担し

た役割に応じた協力の仕方を身

に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習場面や試合場面に当てはめ

ている。 
 
 

 
・ゴール型では、ゴール前

での攻防を展開するための

ボール操作と空間に走り

込むなどの動きができる。 
・ネット型では、空いた場

所をめぐる攻防を展開する

ためのボールや用具の操

作と定位置に戻るなどの

動きができる。 
・ベースボール型では、攻

防を展開するための基本的

なバット操作と走塁での

攻撃、ボール操作と定位置

での守備などの動きができ

る。 
 

 
・球技の特性や成り立ちについて

、学習した具体例を挙げている。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・球技に関連して高まる体力につ

いて、学習した具体例を挙げてい

る。 
・試合の行い方について、学習し

た具体例を挙げている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析表 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己   評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武道 
 剣道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①剣道について、技ができる楽しさや喜びを味わい

、基本動作や基本となる技ができるようにする。 
②剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基

本となる技を用いて、打ったり受けたりするなどの

攻防を展開することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・剣道の学習に積極的に

取り組もうとしている。 
・相手を尊重し、伝統的

な行動の仕方を守ろうと

している。 
・分担した役割を果たそ

うとしている。 
・仲間の学習を援助しよ

うとしている。 
・禁じ技を用いないなど

健康・安全に留意してい

る。 
 
 
 

 
・技を身に付けるための運動の行

い方のポイントを見付けている。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・仲間と協力する場面で、分担し

た役割に応じた協力の仕方を身

に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の

練習場面に当てはめている。 
 
 
 
 
 

 
・剣道では、打ったり受け

たりするなどの攻防を展開

するための相手の動きに

応じた基本動作から、基本

となる技ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・武道の特性や成り立ちについて

、学習した具体例を挙げている。 
・武道の伝統的な考え方について

、理解したことを言ったり書き出

したりしている。 
・技の名称や行い方について、学

習した具体 例を挙げている。 
・武道に関連して 高まる体力に

ついて、学習した具体例を挙げて

いる。 
・試合の行い方について学習した

具体例を挙げている。 
 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己   評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダンス 
 創作ダンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①ダンスについて、感じを込めて踊ったりみんなで

踊ったりする楽しさや喜びを味わい、イメージをと

らえた表現や踊りを通した交流ができるようにす

る。 
③ダンスに積極的に取り組むとともに、よさを認め

合おうとすること、分担した役割を果たそうとする

ことなどや、健康・安全に気を配ることができるよ

うにする。 
④ダンスの特性、踊りの由来と表現の仕方、関連し

て高まる体力などを理解し、課題に応じた運動の取

り組み方を工夫できるようにする。 

 
・ダンスの学習に積極的

に取り組もうとしている

。 
・よさを認め合おうとし

ている。 
・分担した役割を果たそ

うとしている。 
・仲間の学習を援助しよ

うとしている。 
・健康・安全に留意して

いる。 

 
・自分の興味や関心に合ったテー

マや踊りを設定している。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 
・発展の場面で、仲間のよい動き

や表現などを指摘している。 
・学習した安全上の留意点を仲間

と学習する場面に当てはめてい

る。 
 
 

 
・創作ダンスでは、多様な

テーマから表したいイメー

ジをとらえ、動きに変化を

付けて即興的に表現したり

、変化のあるひとまとまり

の表現にしたりして踊る

ための動きができる。 
 
 
 
 

 
・ダンスの特性について、学習し

た具体例を挙げている。 
・踊りの由来について、学習した

具体例を挙げている。 
・表現の仕方について、学習した

具体例を挙げている。 
・ダンスに関連して高まる体力に

ついて、学習した具体例を挙げて

いる。 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析表 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己   評

価 
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第３学年保健体育科年間指導計画 

（研究課題）「自らの課題を見つけ解決しようとする生徒の育成」 
－より高い課題を追求できる指導方法を求めて－ 

（学年目標）○運動における競争や共同の経験を通して、公正な態度や、進んで規則を守り互いに協力して責任を果たすなどの態度を育てる。 
      ○生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するための基礎を培う。 
 ※言語活動を促す内容については、下線部分として表示する。 

単元・教材名 
  （保健） 
 

   学 習 目 標 
 
 

                                     評 価 規 準  
  評価方法 
 

健康・安全への関心・意欲・態

度 
健康・安全についての思考・判断  

 
  健康・安全についての知識・理解 
 

健康な生活と病気の

予防 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

①健康な生活と病気の予防

について理解を深めること

ができる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・健康な生活と病気の予防につ

いて、健康に関する資料を見た

り、自分たちの生活を振り返っ

たりするなどの学習活動に意欲

的に取り組もうとしている。 
・健康な生活と病気の予防につ

いて、課題の解決に向けての話

し合いや意見交換などの学習活

動に意欲的に取り組もうとして

いる。 
 
 
 

 
 
 
 

・健康な生活と病気の予防について、健

康に関する資料等で調べたことを基に

課題や解決の方法を見付けたり、選んだ

りするなどして、それらを説明している

。 
・健康な生活と病気の予防について、学

習したことを自分たちの生活や事例な

どと比較したり、関係を見付けたりする

などして、筋道を立ててそれらを説明し

ている。 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・健康の成り立ちと病気の発生要因につい

て理解したことを言ったり、書き出したり

している。 
・生活行動・生活習慣と健康について理解

したことを言ったり、書き出したりしてい

る。 
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康について理

解したことを言ったり、書き出したりして

いる。 
・感染症の予防について理解したことを言

ったり、書き出したりしている。 
・保健・医療機関や医薬品の有効利用につ

いて理解したことを言ったり、書き出した

りしている。 
・個人の健康を守る社会の取り組みについ

て理解したことを言ったり、書き出したり

している。 
 
 

・観察 

・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評   価 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
（体育理論） 

   学 習 目 標 
 

                                     評 価 規 準   評価方法 
 運動の関心・意欲・態度  運動についての思考・判断    運動の技能     運動についての知識・理解 

文化としてのスポー

ツ 
 
 
 
 

 
 
 
 

①文化としてのスポーツの

意義について理解できるよ

うにする。 
 
 
 

 
 
 

・文化としてのスポーツの意義

について、（意見を交換したり、

自分の考えを発表したりするな

どの）活動を通して、学習に自

主的に取り組もうとしている。 
 

 
 

・文化としてのスポーツの意義について

、必要な情報を比較したり、分析したり

してまとめた考えを説明している。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・現代生活におけるスポーツの文化的意義

について、言ったり書き出したりしている。 
・国際的なスポーツ大会などが果す文化的

な意義や役割について、言ったり書き出し

たりしている。 
・人々 を結びつけるスポーツの文化的な働

きについて、言ったり書き出したりしてい

る。 
 

・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 
・生徒の自己評   価 
 
 
 

 
 
 

（体育） 

体つくり運動 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①体ほぐしの運動や体力を

高める運動を通して，体を

動かす楽しさや心地よさを

味わい，体力を高め，目的

に適した運動を身に付け，

組み合わせることができる

ようにする。 
 
 
 
 
 
 
 

 

・体つくり運動の学習に 
積極的に取り組もうとしている

。 
・分担した役割を果たそうとし

ている。 
・仲間の学習を援助しようとし

ている。 
・健康・安全に留意している。 
 
 
 
 
 
 
 

 

・体ほぐしのねらいである「心と体の関

係に気付く」、「体の調子を整える」、仲

間と交流する」ことを踏まえて、課題に

応じた活動を選んでいる。 
・関節や筋肉の働きに合った合理的な運

動の行い方を選んでいる。 

・狙いや体力に応じて効率よく高める運

動例やバランスよく高める運動例の組

み合わせを見付けている。 
・仲間と協力する場面で、学習した安全

上の留意点を当てはめている。 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・体つくり運動の運動の意義について、理

解したことを言ったり書き出したりし

ている。 
・体つくり運動の行い方について、学習

した具体例を挙げている。 
・運動の計画の立て方について、理解した

ことを言ったり書き出したりしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

体育実技全般に授業後

『体育学習カード』に

記入させ、言語活動の

評価に付する。 
 
・観察 
・ﾜｰｸｼｰﾄ 

・生徒の自己評   価 
 
 
 
 
 
 
 

球技 
(ゴール型)バスケット

ボール・サッカーから１

選択 
(ネット型）バレーボー

ル・バドミントン・卓球

・テニスから１選択 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
①ゴール型では、安定した

ボール操作と空間を作り出

すなどの動きによってゴー

ル前への進入などから攻防

を展開することができる。 
②ネット型では、役割に応

じたボール操作や安定した

用具操作と連携した動きに

よって空いた場所をめぐる

攻防を展開することができ

る。 
 

 
 
 
 

 
・球技の学習に自主的に取り組

もうとしている。 
・フェアなプレーを大切にしよ

うとしている。 
・自己の責任を果たそうとして

いる。 
・作戦などについての話し合い

に貢献しようとしている。 
・互いに助け合い教え合おうと

している。 
・健康・安全を確保している。 
 

 
 
 
 
 

 
・提供された作戦や戦術から自己のチー

ムや相手チームの特徴を踏まえた作戦

や戦術を選んでいる。 
・仲間に対して、技術的な課題や有効な

練習方法の選択について指摘している。 
・作戦などの話し合いの場面で、合意を

形成するための適切な関わり方を見付

けている。 
・健康や安全を確保するために、体調に

応じて適切な練習方法を選んでいる。 
・球技を継続して楽しむための自己に適

した関わり方を見付けている。 

 
 
 

 
･ゴール型では、ゴー

ル前への進入などか

ら攻防を展開するた

めの安定したボール

操作と空間を作り出

すなどの動きができ

る。 
・ネット型では、空

いた場所をめぐる攻

防を展開するための

役割に応じたボール

操作や安定した用具

の操作と連携した動

きができる。 
 
 

 
・技術の名称や行い方について、学習した

具体例を挙げている。 
・球技に関連した体力の高め方について、

学習した具体例を挙げている。 
・運動観察の方法について、理解したこと

を言ったり書き出したりしている。 
・試合の行い方について、学習した具体例

を挙げている。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析表 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己評   価 
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 単元・教材名 

 
 

       学 習 目 標 

 
 

                                 評 価 規 準  

  評価方法 
 

運動の関心・意欲・態

度 
運動についての思考・判断 
 

      運 動 の 技 能 
 

運動についての知識・理

解 

（領域間選択） 
水泳・陸上競技か
ら１選択 
（水泳） 
 クロール・平泳ぎ・背

泳ぎ・バタフライ（個人

メドレー） 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（陸上競技） 

 短距離走・リレー・

長距離走・ハードル走

・走り高跳び・走幅跳 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
器械運動・ダンス
から１選択 
（器械運動） 
  跳び箱運動・マット

運動・鉄棒・平均台 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ダンス） 
 現代的なリズムの

ダンス・創作ダンス 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
①それぞれもの運動について、記録に向上や

競争の楽しさや喜びを味わい、泳法を身に付

けることができるようにする。 
②水泳に積極的に取り組むとともに、勝敗な

どを認め、ルールやマナーを守ろうとするこ

と、分担した役割を果たそうとすることなど

や、水泳の事故防止に関する心得など健康・

安全に気を配ることができるようにする。 
③水泳の特性や成り立ち、技術の名称や行い

方、関連して高まる体力などを理解し、課題

に応じた運動の取り組み方を工夫できるよ

うにする。 
 

 
 
 
①それぞれの運動について、記録の向上や競争

の楽しさや喜びを味わい、各種目特有の技能を

身に付けることができるようにする。 

②陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝

敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを

大切にしようとすること、自己の責任を果そ

うとすることなどや、健康・安全を確保する

ことができるようにする。 
③技術の名称や行い方、体力の高め方、運動

観察の方法などを理解し、自分の課題に応じ

た運動の取り組み方を工夫できるようにす

る。 
 
 
 

①それぞれの運動について、技ができる楽し

さや喜びを味わい、その技がよりよくできる

ようにする。 
②器械運動に積極的に取り組むとともに、よ

い演技を認めようとすること、分担した役割

を果そうとすることなどや、健康・安全に気

を配ることができるようにする。 
③器械運動の特性や成り立ち、技の名称や行

い方、関連して高まる体力などを理解し、課

題に応じた運動の取り組み方を工夫できる

ようにする。 
 
 
 
 
 
①ダンスについて、感じを込めて踊ったりみ

んなで踊ったりする楽しさや喜びを味わい、

イメージをとらえた表現や踊りを通した交

流ができるようにする。 
②現代的なリズムのダンスでは、リズムの特

徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて

、リズムに乗って全身で踊ることができるよ

うにする。 

③ダンスに積極的に取り組むとともに、よ

さを認め合おうとすること、分担した役割を

果たそうとすることなどや、健康・安全に気

を配ることができるようにする。 
④ダンスの特性、踊りの由来と表現の仕

方、関連して高まる体力などを理解し、

課題に応じた運動の取り組み方を工夫で

きるようにする。 
 

 
・水泳の学習に自主的

に取り組もうとして

いる。 
・自己の責任を果たそ

うとしている。 
・勝敗などを冷静に受

け止め、ルールやマナ

ーを大切にしようと

している。 
・互いに助け合い教え

合おうとしている。 
・水泳の事故防止に関

する心得など健康・安

全を確保している。 
 
・陸上競技の学習に自

主的に取り組もうと

している。 
・勝敗などを冷静に受

け止め、ルールやマナ

ーを大切にしようと

している。 
・自己の責任を果たそ

うとしている。 
・互いに助け合い教え

合おうとしている。 
・健康・安全を確保し

ている。 
 
・器械運動の学習に積

極的に取り組もうと

している。 
・よい演技を認めよう

としている。 
・分担した役割を果た

そうとしている。 
・健康・安全に留意し

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
・ダンスの学習に積極

的に取り組もうとし

ている。 
・よさを認め合おうと

している。 
・分担した役割を果た

そうとしている。 
・仲間の学習を援助し

ようとしている。 
・健康・安全に留意し

ている。 
 
 
 
 
 

 
 

 
・選択した泳法について、自己の

改善すべきポイントを見付けて

いる。 
・自己の課題に応じて、適切な練

習方法を選んでいる。 
・仲間に対して、技術的な課題や

有効な練習方法の選択について

指摘している。 
・健康や安全を確保するために、

体調に応じて適切な練習方法を

選んでいる。 
・水泳を継続して楽しむための自

己に適した関わり方を見付けて

いる。 
 
 
 
 
・自己の課題に応じた運動の行い

方の改善すべきポイントを見付

けている。 
・自己の課題に応じて適切な練習

方法を選んでいる。 
・仲間に対して、技術的な課題や

有効な練習方法の選択に関して

指摘している。 
・健康や安全を確保するために、

体調に応じて適切な練習方法を

選んでいる。 
・陸上競技を継続して楽しむため

の自己に適した関わり方を見付

けている。 
 
 
 
・学習する技の合理的な動き方の

ポイントを見付けている。 

・課題に応じて、技の習得に適し

た練習方法を選んでいる。 
・学習した技から「はじめ－なか

－おわり」などの構成に適した技

の組み合わせ方を見付けている。 
・仲間と学習する場面で、仲間の

よい動きなどを指摘している。 
 
 
 
 
・仲間と学習する場面で、学習し

た安全上の留意点を当てはめて

いる。 
・自分の興味や関心に合ったテー

マや踊りを設定している。 
・課題に応じた練習方法を選んで

いる。 

・発展の場面で、仲間のよい動き

や表現などを指摘している。 
・学習した安全上の留意点を仲間

と学習する場面に当てはめてい

る。 
 

 
 
 
 
 

 
・クロールでは、手と足、呼吸のバランス

を保ち、安定したペースで長く泳いだり速

く泳いだりすることができる。 
・平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランス

を保ち、安定したペースで長く泳いだり速

く泳いだりすることができる。 
・背泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを

保ち、安定したペースで長く泳いだり速く

泳いだりすることができる。 
・バタフライでは、手と足、呼吸のバラ

ンスを保ち、安定したペースで長く泳いだ

り速く泳いだりすることができる。 
・複数の泳法で泳ぐこと、又はリレーを

することができる。 
 
・短距離走・リレーでは、中間層走へのつ

なぎを滑らかにするなどして速く走るこ

とができる。 
・長距離走では、自己に適したペースを

維持して走ることができる。 
・ハードル走では、スピードを維持した走

りからハードルを低く越すことができる

。 
・走り幅跳びでは、スピードに乗った助走

から力強く踏み切って跳ぶことができる

。 
・走り高跳びでは、リズミカルな助走から

力強く踏み切り滑らかな空間動作で跳ぶ

ことができる。 
 
 

 
・マット運動では、回転系や巧技系の技を

組み合わせるための、滑らかな基本的な技

、条件を変えた技、発展技のいずれかがで

きる。 
・跳び箱運動では、切り返し系や回転系の

滑らかな基本的な技、条件を変えた技、発

展技のいずれかができる。 
・鉄棒運動では、支持系や懸垂系の技を

組み合わせるための、滑らかな基本的な技

、条件を変えた技、発展技のいずれかがで

きる。 
・平均台運動では、体操系やバランス系の

技を組み合わせるための、滑らかな基本

的な技、条件を変えた技、発展技のいずれ

かができる。 
 
・現代的なリズムのダンスでは、リズムの

特徴をとらえ、変化のある動きを組み合わ

せて、リズムに乗って全身で踊るための動

きができる。 
・創作ダンスでは、多様なテーマから表し

たいイメージをとらえ、動きに変化を付け

て即興的に表現したり、変化のあるひとま

とまりの表現にしたりして踊るための動

きができる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
・技術の名称や行い方に

ついて、学習した具体例

を挙げている。 
・水泳に関連した体力の

高め方について、学習し

た具体例を挙げている。 
・運動観察の方法につい

て、理解したことを言っ

たり書き出したりして

いる。 
 
 
 

 
 
 
・技術の名称や行い方に

ついて、学習した具体例

を挙げている。 

・陸上競技に関連した体

力の高め方について、学

習した具体例を挙げて

いる。 
・運動観察の方法につい

て、理解したことを言っ

たり書き出したりして

いる。 
 
 
 
・器械運動の特性や成り

立ちについて、学習した

具体例を挙げている。 
・技の名称や行い方につ

いて、学習した具体例を

挙げている。 
・器械運動に関連して高

まる体力について、学習

した具体例を挙げてい

る。 
 
 
 
 
・ダンスの特性について

、学習した具体例を挙げ

ている。 
・踊りの由来について、

学習した具体例を挙げ

ている。 
・表現の仕方について、

学習した具体例を挙げ

ている。 
・ダンスに関連して高ま

る体力について、学習し

た具体例を挙げている。 
 
 
 
 
 

 

 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己  評

価 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己  評

価 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・観察 

・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自己  評

価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析   

表 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉｰﾄ 
・生徒の自己  評

価 
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 単元・教材名 
 
 

      学 習 目 標 
 
 

                                      評 価 規 準  
 評価方法 
 

運動の関心・意欲・態度 
 

    運動についての思考・判断 
 

 運 動 の 技 能 運動についての知識・理解 
 

 
ソフトボール・剣
道から１選択 
（球技） 
(ベースボール型) 
ソフトボール 

 
 
 
 
  
 

 
 
 
（武道） 
 剣道 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
①ソフトボールについて、勝敗を競

う楽しさや喜びを味わい、基本的な

技能や仲間と連携した動きでゲー

ムが展開できるようにする。 
②ベースボール型では、基本的なバ

ット操作と走塁での攻撃、ボール操

作と定位置での守備などによって

攻防を展開する。 
 
 
 

 
①剣道について、技ができる楽しさ

や喜びを味わい、基本動作や基本と

なる技ができるようにする。 
②剣道では、相手の動きに応じた基

本動作から、基本となる技を用いて

、打ったり受けたりするなどの攻防

を展開することができる。 
 
 
 
 

 
 
 

 
・球技の学習に積極的に取り組

もうとしている。 
・フェアなプレーを守ろうとし

ている。 
・分担した役割を果たそうとし

ている。 
・作戦などについての話し合い

に参加しようとしている。 
・仲間の学習を援助しようとし

ている。 
・健康・安全に留意している。 

 
・剣道の学習に積極的に取り組

もうとしている。 
・相手を尊重し、伝統的な行動

の仕方を守ろうとしている。 
・分担した役割を果たそうとし

ている。 
・仲間の学習を援助しようとし

ている。 
・禁じ技を用いないなど健康・

安全に留意している。 
 

 
 
 

 
・ボール操作やボール持たないときの動きなどの

技術を身に付けるための運動の行い方のポイント

を見付けている。 
・自己やチームの課題を見付けている。 
・提供された練習方法から、自己やチームの課題

に応じた練習方法を選んでいる。 
・仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた

協力の仕方を身に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の練習場面や試合

場面に当てはめている。 
 

 
 
 
・技を身に付けるための運動の行い方のポイント

を見付けている。 
・課題に応じた練習方法を選んでいる。 

・仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた

協力の仕方を身に付けている。 
・学習した安全上の留意点を他の練習場面に当て

はめている。 
 
 

 
 

 
・ベースボール型で

は、攻防を展開する

ための基本的なバッ

ト操作と走塁での攻

撃、ボール操作と定

位置での守備などの

動きができる。 
 
 
 
 

 
・剣道では、打った

り受けたりするなど

の攻防を展開するた

めの相手の動きに応

じた基本動作から、

基本となる技ができ

る。 
 
 
 
 

 
 
 

 
・球技の特性や成り立ちについ

て、学習した具体例を挙げてい

る。 
・技術の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 

・球技に関連して高まる体力に

ついて、学習した具体例を挙げ

ている。 
・試合の行い方について、学習

した具体例を挙げている。 
 

 
・武道の特性や成り立ちについ

て、学習した具体例を挙げてい

る。 
・武道の伝統的な考え方につい

て、理解したことを言ったり書

き出したりしている。 
・技の名称や行い方について、

学習した具体例を挙げている。 
・武道に関連して高まる体力に

ついて、学習した具体例を挙げ

ている。 

・試合の行い方について学習し

た具体例を挙げている。 
 
 

 
・観察 
・ｹﾞｰﾑ分析  

表 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾉ  ー  ﾄ 
・生徒の自   

己評価 
 
 
 
 
 

 
 
 
・観察 
・個人ｶｰﾄﾞ 
・生徒の自   

己評価 
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保健体育科 年間指導計画 

 

学期 

 

１学期 

 

２学期 

 

３学期 

 

月 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

９月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

週 

 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

 

16 

 

17 

 

18 

 

19 

 

20 

 

21 

 

22 

 

23 

 

24 

 

25 

 

26 

 

27 

 

28 

 

29 

 

30 

 

31 

 

32 

 

33 

 

34 

 

35 

 

第
 

１
 

学
 

年
 

 

 

1 

 

      

 

理論③ｽﾎ゚ ﾂーの多様性 

 

保健⑤心身の発達と心の健康  

 

 

 

 

 

 体 

  つ 

 く 

 り 

  ③ 

 

 

 器械運動⑩   

 

保健⑥心身の発達と心の健康・健康と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道⑨ 

剣道 

 

 

 

 

球技：ベース 

ボール型⑨ 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

2 

体つくり⑦ 

集団行動・新 

体力ﾃｽﾄ 

 

 

陸上競技－１⑧ 

短距離・ﾘﾚ  ー

 

 

球技：ネット型⑧ 

バレーボール 

 

 

水泳⑧ 

 ｸﾛｰﾙ・平泳ぎ 

 

  

陸上競技－２⑩ 

長距離走 

   

ダンス⑨現代的なリ 

ズムのダンス     

 

跳び箱・ﾏｯﾄ   

 球技:ゴール型 

⑩ 

サッカー 

 

3        

 

第
 

２
 

学
 

年
 

 

 

1 

 

 

 

 

理論③スポーツの効果と安全 

 

保健⑦健康と環境   

 

 

 

 

 

体 

つ 

く 

り 

③ 

 

保健⑫傷害と防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

武道⑨ 

剣道 

 

 

 

 

球技：ベース 

ボール型⑨ 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

2 

  

陸上競技－３⑧ 

ハードル走 

 

球技：ネット型⑧卓

球・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ   

 

水泳⑧ 

  ﾊﾞﾀﾌﾗｲ・背泳ぎ

      

 

器械運動⑧ 

鉄棒・平均台 

 

 

陸上競技－４⑧ 

走高跳・走幅跳 

 

 

球技：ゴール型⑧ 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

 

 

ダンス⑨創作ダン

ス     

  体つくり⑦  

 集団行動・新体力ﾃｽ

ﾄ  

 

3      

 

第
 

３
 

学
 

年 

 

 

 

1 

 

 

       

 

理論③文化としてのスポーツ 

 

 保健⑦健康な生活と病気の予防  

 

 

選択Ⅰ－ 

 

体 

つ 

く 

り 

④ 

 

 

 

 

保健⑪健康な生活と病気の予防 

 

 

球技：ネット型⑨ﾊﾞﾚ

ｰﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・

卓球・ﾃﾆｽ 

 

 

 

 

選択Ⅱ⑱（球技：ベースボール型， 武

道）
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・剣道 

 

 

 

 

2 

  

 

球技：ゴール型⑯ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶ  ー

 

 

  

 

選択Ⅰ－２○24 器械運動・ダンス 

 

 

体つくり⑦集団行動

・新体力ﾃｽﾄ        

     

 

１⑧ 

水泳・陸上競技 

 

 

 

3 
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第１学年 技術・家庭科 技術分野 年間指導計画 

 

（研究課題）   「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工、エネルギー変換、生物育成及び情報に関する基礎的・基本

的な知識及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価し判断する能

力と態度を育てる。」 

（学年目標）   「ものづくり活動の中で、基礎的な材料加工技術を身につけ、生活を改善するために必要な機能をもった作品の製作を行

い、技術を適切に評価し判断する能力と態度を養う。」 

 

月 単元名 指導項目 指導要領 学習目標 言語活動 評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 
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ガイダ

ンス 

オリエン

テーショ

ン 

A（１） ・「技術」とは何か、身の回りにある「技術」

を探し、理解する。 

・3学年間の技術の学習内容を知る。 

 ・環境保全や人間生活の向上のために、

技術をどのように活用すべきか考えよ

うとしている。 

・これからの技術のあり方について考え

ようとしている。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

活動観察 

生活や産

業の中で

利用され

ている技

術 

A（１） ・生活の中で技術の果たす役割について調べ、

考える。 

・技術と環境・エネルギー・資源との関係に

関する知識を身につけ、技術のあり方につ

いて理解する。 

 ・材料と加工、エネルギー変換、生物育

成、情報の４内容が技術・家庭科技術

分野において学習する内容であること

を説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

活動観察 

先行導

入題材 

材料の特

徴と利用

方法（木

材・金属・

プラスチ

ック） 

A（２） ・身の回りの製品に使われている材料につい

て考える。 

・各材料に関する実験を行う中で、安全に配

慮する。また、実験結果を予想したり、実

験のやり方を見直すことができ、結果をま

とめることができる。 

・製品の設計時に必要な材料の性質や機能に

関して理解する。 

・実験などの班活

動の中で、自分の

役割分担を理解

し、安全かつ効率

的にコミュニケ

ーションをとり

ながら作業を行

う。 

（関）木材、金属、プラスチックなどの、

材料の特徴について興味をもって調べ

ようとしている。 

（工）繊維方向に違いによって強度が違

うことの理由や、木材が乾燥すると変

形する理由を考え、工夫している。 

（技）安全に配慮しながら実験を行うこ

とができる。 

（知）製品に用いる材料の特徴と利用方

法に関する知識を身につけている。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

材料の加

工（木材・

金属・プラ

スチック） 

A（３） ・加工技術に関心をもち、目的や条件に応じ

て、工具や機器を適切に活用する。 

・材料の特徴と加工の目的に応じて、工具の

仕組みを生かした使い方を工夫する。 

・２段ラックの製作に対して適切な加工方法

を選択する。 

・加工技術に関する知識を身につけ、工具の

仕組みについて理解する。 

・班の中での役割

分担や工作機械

の使用をする中

でコミュニケー

ションをとりな

がら協力して作

業する。 

（関）けがき、切断、穴あけの加工に意

欲的に取り組んでいる。 

（工）正確に加工するために、材料を固

定したり、姿勢や工具の持ち方を工夫

している。 

（技）行う加工に応じて工具を使った安

全な使用ができる。 

（知）工具の特徴を説明でき、作業方法

のポイントを説明することができる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

製作品 

材料の加

工（組立

て・仕上

げ） 

A（３） ・効率的な組立てと仕上げに対して関心を持

ち、作業効率が上がるように組立てや仕上

げの方法を工夫する。 

・組立てや仕上げに関する知識を身につけ、

工具の仕組みについて理解し、自分が製作

する２段ラックの目的に合った仕上げがで

きる。 

・製作品や製作活

動を振り返って、

自己評価するこ

とができる。製作

品の活用レポー

トを作成し、発表

することができ

る。 

（関）仮組立において問題点を見つけ、

改善した後に組立て、塗装を丁寧に行

おうとしている。 

（工）組立ての順序を考え工夫し、木片

に研磨紙を巻くなどの作業に対する効

率を考えることができる。 

（技）接合方法にしたがい、正確に材料

を接合し、やすりがけや塗装を適切に

行うことができる。 

（知）接合方法の特徴と、作業の方法お

よび工具を理解し、作業の行いやすさ

を考えて、組立て順序を説明できる。 

（知）塗装による仕上げの利点について

説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

実技テスト 

製作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の構

想と設計

（機能と

構造、表示

方法、製

図） 

A（３） ・身の回りの生活を向上させるための製作品

を構想することに関心をもち、製作するた

めに必要なことを図で表示する。 

・使用目的や使用条件に即した製作品を構想

し、その設計について工夫し創造する。 

・目的とする製作品を設計することができる。 

・製品の構想の表示方法に関する知識を身に

つけ、設計時に必要な材料の性質や機能・

・自分の設計した

製作品の特徴や

工夫を説明し、構

想を相互評価す

ることができる。 

（関）製図の役割を考え、自分の構想の

中の不都合な点を修正して、最終的な

構想をまとめ、図に表示しようとして

いる。また、製作に必要な作業の手順

を考え、部品表・工程表を仕上げよう

としている。 

（工）製作品の使用目的や材料の特徴に

あわせて機能や構造を工夫している。 

（技）製作品の使用目的に適した材料を

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

実技テスト 

製図作品 
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自由製

作題材 

構造について理解する。 選択し、構想を等角図やキャビネット

図によって表示することができる。 

（知）製作品の構造をじょうぶにする方

法や材料の特徴と利用方法、製作品の

設計に必要な手順や構想の表示に関す

る知識を身につけている。 

製作品の

製作（材料

の加工） 

A（３） ・自分の設計した製品の目的や条件に応じて、

材料の加工において工具や機器を適切に活

用しようとしている。 

・正しい部品加工の方法を理解し、工具の仕

組みをいかした使い方を工夫している。 

・製作の目的と製作品に用いる材料に適した

加工を行うことができている。 

・加工技術に関する知識を身につけ、工具の

仕組みについて理解している。 

・班の中での役割

分担や工作機械

の使用をする中

でコミュニケー

ションをとりな

がら協力して作

業する。 

（関）製作に使用する工具や機器の種類

や用途、その仕組みや使用方法を調べ、

活用しようとしている。 

（工）切削加工を行うために、工具の選

択を工夫し、のこぎりであれば切断面

を確認しながら、のこぎりびきの方法

を工夫している。 

（技）加工の目的や条件に応じて、より

適切な工具を選択し、その使い方を工

夫している。また、さしがねや直角定

規を使い、部品検査ができる。 

（知）加工の目的や材料に適した加工法、

工具の仕組みと効果的な使用方法との

関係、製作品に適した加工工程と加工

技術に関する知識を身につけている。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

実技テスト 

製作品 

製作品の

製作（組立

て・仕上

げ） 

A（３） ・強度や安全面から材料の使い方を考えよう

としている。 

・作業効率が上がるように組立てや仕上げの

方法を工夫している。 

・材料や目的に合った組立てと仕上げができ

る。 

・組立てや仕上げに関する知識を身につけ、

製品に合った作業を理解している。 

・班の中での役割

分担や工作機械

の使用をする中

でコミュニケー

ションをとりな

がら協力して作

業する。 

（関）いろいろな接合方法を体験し、そ

の特徴をまとめ、自分の製作品の検査

を慎重に行おうとしている。 

（工）自分の製作品に適した接合方法を

考え、工具のしくみをいかした使い方

を工夫している。 

（技）釘や木ねじと接着剤を使って、材

料を傷つけずに部品の接合、製作品に

適した塗装や表面処理の方法を選択

し、製品を仕上げることができる。 

（知）釘接合や木ねじ接合の違いやその

方法、組立てる途中の検査の目的と、

それ以後の調整や修正の方法を説明で

きる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

製作品 

まとめ 

A（３） ・自分の作品の評価を行い、レポートによる

発表資料を作成し、効果的に発表すること

ができる。 

・製作品や製作活

動を振り返って、

自己評価するこ

とができる。製作

品を紹介する発

表活動の中で意

見交換をするこ

とができる。 

・生活を改善するための製作品の製作と

いう目的をどのように達成することが

できたか、客観的に判断し、レポート

にまとめ、他者に正確に伝えることが

できる。 

製作品評価シ

ート 

発表資料 
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第2学年 技術・家庭科 技術分野 年間指導計画 

 

（研究課題）   「ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工、エネルギー変換、生物育成及び情報に関する基礎的・基本

的な知識及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価し判断する能

力と態度を育てる。」 

（学年目標）   「コンピュータ等の基本的な操作方法を身につけ、情報の安全な活用方法を身につけるとともに、エネルギー変換に関す

る技術を適切に評価し判断する能力と態度を養う。」 

 

月 単元名 指導項目 指導要領 学習目標 言語活動 評価規準 評価方法 
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応用ソ

フトウ

ェアを

使って

情報を

まとめ

発表し

よう 

コンピュ

ータの仕

組みと情

報処理 

D（1） ・コンピュータやソフトウェアの活用に意欲

的に取り組む。 

・コンピュータやソフトウェアの操作を工夫

して行う。 

・コンピュータやその周辺機器、ソフトウェ

アに関して違いを説明できる。 

・コンピュータや

ソフトウェアの

操作方法につい

て相互に教えあ

いながら活動す

る。 

（関）身の回りのコンピュータに関心を

もち、ハードウェアとソフトウェアの

違いについて調べ、課題を解決するた

めに効果的に利用しようとしている。 

（工）情報の管理を工夫しコンピュータ

の操作の手順を考えることができる。 

（技）機器の操作、文字の入力を正しく

行い、ソフトウェアを用いた基本的な

操作ができる。 

（知）各機能・装置の役割について正し

く理解し、ハードウェアとソフトウェ

アの役割について説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

応用ソフ

トウェア

を使おう 

D（1）（2） ・わかりやすく発表するための資料づくりを

する中で、さまざまな情報を効果的にまと

めようとしている。 

・表計算処理ソフトやプレゼンテーションソ

フトの機能をいかし、創意工夫しながら作

成する。 

・応用ソフトウェアの基本的な操作法を説明

できる。 

・エネルギー変換

に関する発表資

料を、指定された

条件のもと作成

している。 

（関）いろいろな応用ソフトウェアにつ

いて関心をもち、その特徴と利用方法

を調べ、機能を選び、利用しようとし

ている。 

（工）作業に応じたソフトウェアを選択

することができる。 

（工）ソフトウェアの機能を選び情報の

内容がわかるように情報の表示方法を

考え、表の作成や表現方法を工夫して

いる。 

（技）目的に応じたスライドや表示効果

の選択し、表の作成や数値データをも

とに、計算処理やグラフの作成ができ

る。 

（知）ソフトウェアの必要性について，

例をあげながら説明できる。 

（知）使用するソフトウェアの特徴と使

用方法、目的に合った資料内容の加工

の方法について説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

製作品 

ネットワ

ークのし

くみと利

用 

D（1） ・情報活用能力を身につけようとしている。 

・インターネットを利用して情報を検索する

ことができ、ネットワークやWebページの

構造や特徴を説明できる。 

・著作権や個人情報の保護の重要性について

説明できる。 

・情報社会の一員

として自身の行

動をモラルを踏

まえ考えること

ができる。 

（関）現代社会における情報の有用性と

危険性に気づき、情報を適切に活用し

ようとしている。 

（工）情報通信ネットワークを使って、

必要とする情報を収集するために、キ

ーワードの用い方を工夫し、その方法

について考えている。 

（技）自らの課題に対して、必要な情報

が含まれるWebページを効率的に検索

することができる。 

（知）コンピュータネットワークやWeb

ページの仕組みを説明できる。 

（知）情報社会の便利さと問題点、不正

利用の防止について説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

実技テスト 

エネル

ギーの

変換を

利用し

た製作

品をつ

くろう 

エネルギ

ーの変換

と利用 

B（1） ・生活に使用されているエネルギーに関心を

もち、エネルギーの変換方法やその利用に

ついて考えようとしている。 

・エネルギーの変換と利用に関してわかりや

すくまとめ、発表することができる。 

・エネルギーの変換方法や、環境とのかかわ

りに関して説明できる。 

・班の中での役割

分担や工具の使

用をする中でコ

ミュニケーショ

ンをとりながら

協力して作業す

る。 

（関）熱、光、風などのエネルギーの変

換方法や発電方法の特徴について関心

を持つことができる。 

（工）生活の中でのエネルギーの利用に

ついて、自分なりの問題意識を持ち、

生活の中でのエネルギー利用に関して

班の生徒と協力して内容をまとめるこ

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 
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とができる。 

（技）身近な生活場面で，エネルギーを

変換・制御し，利用している機器につ

いて，どのようなことを行っているか、

教科書やハンドブック、インターネッ

ト等を使って調べることができる。 

（知）代表的なエネルギーの変換方法の

種類や利用方法について理解し、動き

を伝えるしくみの目的が説明できる。 

（知）技術の発達と環境問題のかかわり

に関して説明できる。 

実技テスト 

電気機器

の安全な

使用方法 

B（1） ・電気機器を安全に使用しようとする意識を

持ち、その使用方法を考えることができる。 

・電気機器の適切な保守点検ができ、その方

法を説明できる。 

・班の中での役割

分担や工具の使

用をする中でコ

ミュニケーショ

ンをとりながら

協力して作業す

る。 

（関）電気による事故にはどのようなも

のがあるか調べ、その危険性について

関心を持つことができる。 

（工）身近な生活の中での電気による事

故を防ぐための工夫ができ、電気機器

を安全に使用する方法を考え、発表す

ることができる。 

（技）電気による事故が起きないように

許容電流の計算をすることができ，テ

スターを用いて絶縁・導通試験ができ

る。 

（知）電気による事故の原因を知り，機

器の定格表示，電気による事故を防止

するしくみ（ヒューズやろう電しゃ断

器等）について説明できる。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

実技テスト 

製作品 

電気エネ

ルギーを

利用した

製作品の

製作 

B（2） ・製作の中で各部品や組立ての作業に対して

関心を持ち、目的の仕事や動作をさせるた

めに構造や仕組みを考え、製作することが

できる。 

・製作品におけるエネルギーの変換方法や仕

組みについて理解している。 

・班の中での役割

分担や工具の使

用をする中でコ

ミュニケーショ

ンをとりながら

協力して作業す

る。 

（関）エネルギーの変換を利用した製作

品を考え、製作を丁寧に行うことがで

きる。 

（工）製作品が目的の動きをしない場合

にその原因を追究し、製作品の検討及

び修正をしている。 

（技）目的とする働きを想定して製作品

の構想をまとめ、製作に必要な材料を

準備し、製作品の組み立てや配線がで

きる。 

（技）テスターを用いて電気回路の点検

ができる。 

（知）電気エネルギーを変換する電気回

路の仕組みや、製作品の作業手順や組

み立ての方法などについて理解してい

る。 

ワークシート 

自己評価シー

ト 

班活動シート 

活動観察 

提出物 

期末テスト 

製作品 

まとめ 

B（1） ・自分の作品の評価を行い、レポートによる

発表資料を作成し、効果的に発表すること

ができる。 

 ・製作品の目的をどのように達成するこ

とができたか、客観的に判断し、レポ

ートにまとめ、他者に正確に伝えるこ

とができる。 

製作品評価シ

ート 

発表資料 
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第３学年 技術科年間指導計画 
 
（研究課題） 1 年生、2 年生の研究テーマと同様   
（学年目標） 現代社会で利用されている計測制御の仕組みとその活用方法を知るとともに生物育成に関する技術を適切に評価し判断する

能力と態度を養う。 
 

月 
 

単元名 
 

教材名 
 

学習目標 
（学習指導要領との対応） 

言語活動 
（学習指導要領との対応） 

評価規準 
 

 評価方法 
 

 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ 
ロ 
グ 
ラ 
ム 

に 
よ 
る 
計 
測 
・ 
制 
御 

 
 
 
 
 
 
 
 

計測・制御の
仕組みを知ろ
う 
 

計測・制御の仕組みが利用され
ている例について調べる。 
 

身近な生活の中で計測・制
御の仕組みが利用されて
いる例を挙げ発表をする。 

身近な生活の中で計測・制御
が利用されている例を説明し
ようとしている。 

発言，活動，ワークシ
ート，発表 

計測・制御シ
ステムを調べ
よう 
 
 
 

計測・制御システムの基本的な
仕組みについて知る。 
 
 
 

センサやコンピュータ，ア
クチュエータなどシステ
ムを構成するものと，その
中での情報の流れについ
て具体的に説明する。 

計測・制御システムを構成す
る要素の機能と役割や流れに
ついての知識を身に付けてい
る。 
 

ワークシート，ノート
，レポート， 
 
 
 

 
 
 
 
プログラムの
役割と機能を
知ろう 
 
 
 
 

プログラムの役割と機能を知
る。 
 
 
 

簡単なプログラムの例を
挙げ発表をする。 
 
 
 

コンピュータに処理をさせる
プログラムの役割とその機能
についての知識を身に付けて
いる。 

発言，活動，ノート，
発表 
 
 

コンピュータに処理をさせる
プログラムを作るための基本
的な情報処理の手順について
知る。 
 

動作の手順を順次，分岐，
反復をフローチャートで
示してグループで発表会
を行う。 
 
 

順次，分岐，反復などの基本
的な情報処理の手順と，それ
ぞれの処理の利用例について
の知識を身に付けている。 

ワークシート，ペーパ
ーテスト，フローチャ
ート 
 

簡単な計測・
制御をしよう 
 
 
 
 
 
 

計測・制御をする目的や条件を
考え，プログラムを作成する。 
 
 
 
 
 
 

センサから得られる情報
と，そのときに必要な制御
の動きとの関係をフロー
チャートに表し，自分の考
えを整理し文章に書く。 
 
 
 

計測・制御の目的や条件を明確

にし，社会的，環境的および経

済的側面などから情報処理の

手順を変更した場合の効果を

比較・検討したうえで，計測・

制御に適した情報処理の手順

を決定している。 

フローチャート，プロ
グラム 
 
 
 
 
 
 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
生 
物 
を 
育 
て 
る 
技 
術 
の 
特 
徴 

生物を育てる
技術とわたし
たちの生活 
 
 

生徒の自由な発想の中から生物を

育てる技術を見つけさせる。 
 
 

何のために生物を育てている

のか話し合い，発表する。 
 
 

生物を育てる技術が私たちの生

活とどのようにかかわっている

かに興味を持ち，調べようとして

いる。 

アイディア発見シート 
 
 
 

植物を育てる 
技術を知ろう 
 
 
 
 
 

植物を育てるための管理技術
と環境条件を調整する技術
を調べる。 

 
 
 

それぞれの生物育成には，ど

のような条件が必要か要点を

まとめて発表する。 
 
 
 

実際の生物と関連付けながら
，光，大気，温度，水などの
いろいろな環境条件が生物の
成長に与える影響についての
知識を身に付けている。 

発言，活動，ワークシ
ート，レポート 
 
 
 

 
 
 
 
生 
物 
を 
育 
て 
る 
計 
画 
・ 
管 
理 
と 
評 
価 
 
 

 

生物の育成計
画を立てよう 
 
 
 
 
 

生物の成長に合わせた育成計
画を立てる。 
 
 
 
 
 

それぞれの育成計画につ
いてグループで意見交換
する。 
 
 
 
 

生物の育成に必要な条件を明
確にし，環境，経済的側面な
どから，種類，資材，育成期
間などを比較・検討したうえ
で，管理作業などを決定して
いる。 

発言，活動，ワークシ
ート，レポート 
 
 
 
 

生物の成長に
合わせた管理
作業をしよう 
 
 
 
 

育成する生物の各成長段階に
おいて、条件に合わせた，活動
ができる。 
 
 
 

育成する生物の成長の変
化やそれに伴う具体的な
対応について図や写真、そ
して文章でまとめる。 
 
 

育成する生物の各成長段階に
おける肥料，管理作業，必要
な資材，用具，設備などにつ
いて，その生物が育つための
条件に合わせた， 
適切な対応ができる。 

発表，ノート，レポー
ト，自己評価シート 
 
 
 

生物を育てる

技術の発達と

役割を考えよ

う 
 
 
 

作物は，季節や生産国，地域を問わ

ず入手することができる。しかし，

育成にかかる温度等の管理，鮮度の

保持や輸送等に多くのエネルギー

を消費していることを理解させる。 

生物を育てる技術が果た
している役割や影響につ
いて，環境やエネルギーと
も関連させて，具体例を取
り上げ説明する。 
 
 

生物を育てる技術が社会や環境

に果たしている役割や影響につ

いて理解し，私たちの身近な生活

と照らし合わせて考えることが

できる。 
 
 

発表，ノート，レポー
ト，相互評価シート 
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第１学年技術家庭科 家庭分野 年間指導計画 

 

（研究課題）「これからの生活を展望し、社会の変化に主体的に対応し学ぼうとする態度の育成を目指して」 

（学年目標）「家族、家庭生活の営みを基盤として、より豊かな衣・住の生活を実現させるための基礎的、基本的な働

きを理解する」 

 

月 単元名 教材名 学習目標 

（学習指導要領との対

応） 

言語活動 

（学習指導要

領との対応） 

評価規準 評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

３編 

私たちの

成長と家

族・地域 

 

 

 

 

 

４編 

私たちの

消費生活

と環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２編 

わたした

ちの衣生

活と住生

活 

１章  

家庭と家

族関係 

 

家庭や家族の基本的

な機能と、家庭生活と地

域とのかかわりについ

て理解する。 

これからの自分と家族

とのかかわりに関心を

もち、家族関係をよりよ

くする方法を考える。 

〈A（２）〉 

家庭や家族

の重要性に気

付き、家族の一

員として自分

にできること

を具体的に説

明することが

できる。 

家庭と家族関係につ

いて関心をもって学習

活動に取り組み，家庭生

活をよりよくしようと

している。 

家庭や家族の基本的な

機能，家庭生活と地域と

のかかわりについて理

解している。 

・授業中

の活動 

・ノート 

・ワーク

シート 

１章 

私たちの

消費生活 

 

 

 

 

 

２章 

環境に配

慮した消

費生活 

 

 

自分や家族の消費生

活に関心をもち、消費者

の基本的な権利と責任

について理解するとと

もに、生活に必要な物

資・サービスの適切な選

択，購入及び活用ができ

ること。〈Ｄ（１）〉 

自分や家族の消費生 

活が環境に与える影響

について考え、環境に配

慮した消費生活につい

て工夫し、実践できるこ

と。〈Ｄ（２）〉 

契約につい

て理解し、販売

方法や商品に

ついて利点も

踏まえた問題

点が具体的に

説明できる。 

自分や家族

の消費生活を

振り返り、環境

アクションプ

ランが発表で

きる。 

家庭生活と消費につ

いて関心をもって学習

活動に取り組み、消費に

ついての課題を見つけ、

その解決に向けて工夫

しようとしている。 

環境に配慮した消費

生活について関心をも

って学習活動に取り組

み、消費と環境のかかわ

りについて、基礎的な知

識を身につけている。 

・授業中

の活動 

発言 

・ワーク

シート 

・ノート 

・ペーパ

ーテスト 

 

２章 

住生活と

自立 

 

 

 

 

家族の住空間につい 

て考え，住居の基本的な

機能について知り、家族

の安全を考えた室内環

境を整えることができ

る。〈Ｃ（１）〉 

 家族の生活

によって住ま

い方や快適さ

の感じ方が違

うことが説明

できる。 

安全で快適な室内環

境の整え方と住まい方

について関心をもって

学習活動に取り組み，課

題を見つけて解決方法

を探ろうとしている。 

・授業中

の発言 

・ワーク

シート・

ノート・

ペーパー

テスト 

１章 

衣生活と

自立 

衣服と社会生活との 

かかわり、着用の工夫や

衣服材料について理解

し、適切な選択ができ

る。〈Ｃ（１）〉 

衣服の社会

生活上の働き

や目的を知り、

さまざまな生

活場面と結び

付けながら説

明することが

できる。 

衣服の着用、選択、手

入れについて基礎的、基

本的な知識を身につけ、

衣生活をよりよくしよ

うとしている。 

・授業中

の活動 

発言・ノ

ート・ペ

ーパーテ

スト 

・作品 
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第２学年技術家庭科 家庭分野 年間指導計画 

（研究課題） 「これからの生活を展望し、社会の変化に主体的に対応し学ぼうとする態度の育成を目指して」 

（学年目標） 「環境や地域文化を含めた食生活の充実を通して、自立から共生へとこれからの自分の生活の視 

野を広げる態度を育てる。」 

 

月 単元名 教材名 学習目標 

（学習指導要領との対

応） 

言語活動 

（学習指導要領と

の対応） 

 

評価規準 

 

評価方法 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

１編 

わたし

たちの

生活の

自立 

 

＊旧教

科書の

単元名

による 

１章 

わたした

ちの食生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の食生活に関 

心をもち、生活の中で

食事が果たす役割を理

解し、健康によい食習

慣について考える。 

栄養素の種類と 

働きを知り，中学生に

必要な栄養の特徴につ

いて考える。 

 中学生の１日に必要

な食品の種類と概要に

ついて知る。〈Ｂ（１）

（２）〉 

食事の役割につ

いて自分の食生活

の課題と結び付け

ながら説明するこ

とができる。 

 水の働きについ

て、調べたことを分

かりやすく説明す

ることができる。 

食品の具体的な

組み合わせをあげ

て、説明することが

できる。 

中学生の食生活と栄

養について関心をもっ

て学習活動に取り組み、

基礎的、基本的な知識を

身につけるとともに、栄

養について課題を見付

け、その解決を目指して

工夫している。 

 

 

 

 

・授業中

の活動 

・ノート 

・ワーク

シート 

・実習の

成果 

２章 

わたした

ちの食品

の選択と

調理 

食品の品質を見分

け、用途に応じて選択

できる。 

基礎的な日常食の調

理ができ、調理器具等

の適切な管理ができ

る。〈Ｂ（２）（３）〉 

食品に含まれる

栄養素は、食品によ

って違いがあるこ

とを理解し、主な栄

養素を含む食品の

例をあげて説明す

ることができる。 

 食品の見分け方

について説明でき

る。 

 調理の計画を、具

体的に班員に説明、

指示できる。 

日常食の献立と食品

の選び方について関心

をもって学習活動に取

り組み、基礎的、基本的

な知識と技術を身につ

けている。 

また日常の中から課

題を見出し、その解決を

目指して工夫している。 

・授業中

の活動 

・ノート 

・ワーク

シート 

・実習の

成果 

３章 

わたした

ちのより

豊かな食

生活 

地域の食材や食文化 

について関心を持ち、

地産地消などの課題を

持って日常食の計画を

立て、実践することが

できる。〈Ｂ（３）〉 

 

調理の目的や安

全性について気を

付けることを具体

的に説明すること

ができる。地域の食

材を用いることの

意義について理解

し，食文化について

料理名を挙げなが

ら説明することが

できる。 

日常食の調理と地域

の食文化について関心

をもって学習活動に取

り組み、食生活をよりよ

くするために実践しよ

うとしている。 

地域の食材を生かし

た調理に関する知識と

技術を身につけている。 

・データ

の読み取

り 

・ワーク

シート 

・ノート 

・ペーパ

ーテスト 
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第３学年技術家庭科 家庭分野 年間指導計画 

（研究課題） 「これからの生活を展望し、社会の変化に主体的に対応し学ぼうとする態度の育成を目指して」 

（学年目標） 「自分の幼児期を振り返り、子どもが育つ環境として、家族の役割と幼児の遊びの意義について 

理解し、幼児に関心を持つことができる。」 

 

月 単元名 教材名 学習目標 

（学習指導要領

との対応） 

言語活動 

（学習指導要

領との対応） 

評価規準 評価方法 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

９ 

 

 

２編 

ともに生

きるわた

したち 

 

＊旧教科

書による

単元名 

 

１章 私たちの

成長と家族・地

域 

 

 

２章 幼児との

ふれあい 

 

 

 

 

幼児の発達と

生活の特徴を知

り、子どもが育つ

環境や遊びの意

義について理解

する。 

幼児と触れ合う 

などの活動を通

して、幼児への関

心を深め，かかわ

り方を工夫する。 

 幼児のおもち

ゃ製作を通して、

幼児の遊びの意

義について理解

する。〈Ａ（３）〉 

 幼児の生活

習慣に果たす

家族の役割に

ついて説明す

る。 

 幼稚園訪問

時の園児との

触れ合いが充

分にできる。 

 手作りおも

ちゃに関心が

高まるように

声掛けができ

る。 

幼児の生活と家族につ

いて関心をもって学習

活動に取り組み、家族又

は幼児の生活をよりよ

くするために実践しよ

うとしている。 

 幼児の生活と家族の

役割に関して、基礎的基

本的な知識と技術を身

につけている。 

 幼児にあった遊びを

工夫して、触れ合うこと

ができる。 

・ノート 

・授業中

の活動 

・ワーク

シート 

・手作り

おもちゃ

作品 

・振り返

りシート 

・ペーパ

ーテスト 
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第１学年英語科年間指導計画 文法クラス 
 

（研究課題）   「自然なつながりとまとまりを意識したコミュニケーション能力の育成」 

（学年目標）   「自然なつながり(connection)とまとまり(coherence)のある英文で、自分の考えを表現できる。」 

 

月 
単元名・教材名 

（▲話題・題材、△ね

らい） 

学習内容 

（言語材料） 

言語活動 

(言語の働き) 
評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Springboard  

英語で言えるものを

探そう 

▲日常会話の音声

と絵を通して，小学

校で慣れ親しんだ

表現をふりかえる。 

アルファベットを学

ぼう 

▲アルファベットを

聞いて発音し，文字

を書く。 

▲フォニックス（音と

つづりの関係）を知

る。 

・現代の標準的な発

音 

・アルファベットの

活字体 

・大文字・小文字ア

ルファベット 

・アルファベット

の音声活動 

・アルファベット

を 

 正しく書く 

・あいさつする／

質問する など 

・気持ちを伝える 

 

Ｌ…リスニングの活動に興味をもって，積極的に取り組

む。 

Ｓ…各活動において，ＣＤや教師の英語の発音を真似

しようとする。 

Ｌ…アルファベットを聞いて，文字を認識できる。 

Ｌ…身の回りのものを表す単語の発音を聞いて，その意

味がわかる。 

Ｓ…アルファベットを順番に正しい発音で言うことができ

る。 

Ｓ…単語を正しく発音することができる。 

Ｗ…アルファベットの大文字と小文字を正しく書くことが

できる。 

・活動中の観

察 

・小テスト／

確認テスト 

・リスニング

テスト 

・リスニング

テスト 

・インタビュ

ーテスト 

 

Lesson 1  
アヤの新しいクラス 

▲主人公のアヤが

中学校に入学。自

己紹介や，ALT と初

対面のあいさつを

する。 

△初対面の人との

あいさつや自己紹

介をできるようにな

る。 

  

 

 

 

 

 

 

・I am ～. 

・人称代名詞(主格 

I)／現在形の be

動詞 (am)／単文

／肯定の平叙文

／主語＋be動詞

＋補語(名詞)／

基本的な符号 

・You are ～. 

・人称代名詞(主格

の you)／現在形

の be 動詞 (are）

／基本的な符号 

・You are ～, right? 

・文尾を上げて発音

する例(～, 

right?) 

・Are you～?の疑問

文とその応答 

・主語＋be動詞＋

from～.／基本的

な符号 

・be動詞の疑問文 

・あいさつする／

自己紹介する／

呼び名について

依頼する 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あいさつする／

相手のことを確

認する 

 

 

・出身地をたずね

る／訂正する 

 

Ｌ…教師，友だち，ＣＤなどの英語の内容を理解でき

る。 

Ｓ…適切な表現を使って初対面の人とあいさつや自己

紹介のやりとりができる。 

Ｒ…文字と音を一致させながら，正しい発音，強勢，イン

トネーションで音読できる。 

Ｗ…自己紹介文を文法に従って正しく書くことができ

る。 

Ｌ…自己紹介文や対話文を聞いて，名前や出身地など

を正しく聞き取ることができる。 

Ｌ…数を表す英語を聞いて理解できる。 

Ｓ…欧米と日本のあいさつのしかたの違いについて理

解している。 

Ｗ…英文を書く際の基本的なきまりや符号についての

知識を身に付けている。 

・授業中や活

動中の観察 

・活動中の観

察 

・ロールプレ

イテスト 

・インタビュ

ーテスト 

・音読テスト 

・ペーパーテ

スト 

Lesson 2  

学校で 

▲アヤとクラスメー

トたちが，学校で友

だちを紹介したり，

質問したりする。 

△人やものの紹介

をしたり，質問をし

たりすることができ

る。"  

 

 

・This[That] is ～. 

・現在形の be動詞 

(is)／指示代名

詞(this, that)／

人称代名詞(my, 

our) 

・文における基本的

な強勢，イントネ

ーション 

・Is this ～?の疑

・ものを指して説

明する／人を紹介

する 

 

 

・ものの所有者を

確認する会話 

 

 

・確認する／質問

する／相手の話を

訂正する 

Ｌ…人を紹介したり，ものをたずねる対話文を聞いて，

語句や表現から内容が理解できる。 

Ｒ…対話文を読んで，文法や語句の知識を活用して内

容を正しく読み取ることができる。 

Ｒ…縮約（短縮）形の知識を身に付けている。 

Ｒ…対話文の表し方を理解している。 

Ｗ…be 動詞の文の疑問文の作り方の知識を身に付け

ている。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書くことができ

る。 

 

・活動中の観

察 

・ロールプレ

イテスト 

・ペーパーテ

スト 

・ロールプレ

イテスト 

・音読テスト 

・リスニング

テスト 
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10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問文とその応答 

・be動詞の疑問文 

・What is～?の疑問

文とその応答／

不定冠詞(a, an) 

 

・知らないものに

ついてたずねる 

 

Lesson 3  

アヤの友だち 

▲アヤとクラスメ

ートたちが，好き

なものについての

情報をやりとりし

たり，相手のこと

についてたずねた

りする。 

△好きなものにつ

いての情報をやり

とりしたり，相手

のことについてた

ずねたりすること

が で き る 。 "

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・I like ～. / I don't 

like ～. 

・主語＋動詞（一般

動詞，現在形）＋

目的語（名詞）／

do を含む否定の

平叙文" 

・Do you like～? と

その応答 

・You do? 

・文尾を上げて発音

する例(Do で始

まる疑問文)" 

・What do you ～? 

とその応答／

What subject do 

you ～?  とその

応答 

・Really? 

・文尾を下げて発音

する例（What で

始まる文） 

・数量を表す some

とany／名詞の複数

形 

・How about you? 

・自分が好きなこ

とや苦手なこと

を紹介する 

 

 

 

・相手の好きなこ

とについてたず

ねる 

 

 

 

 

 

・相手のことや相

手の持っている

ものをたずねる 

 

 

 

 

 

・人やものの数に

ついての情報を

交換する 

Ｒ…読んでわかったことについてメモを取ったり，まとめ

ている。 

Ｗ…知っている語句や表現を用いて多くの文を書いて

いる。 

Ｒ…意味内容にふさわしく音読することができる。 

Ｗ…相手に質問する文を文法に従って正しく書くことが

できる。 

Ｌ…自己紹介を聞いて，内容が理解できる。 

Ｒ…対話文を読んで，だれがどんな内容のことを発話し

ているのか語句や文法の知識から正しく読み取る

ことができる。 

Ｌ…質問文を聞いて，正しく応答する知識を身に付けて

いる。 

Ｒ…肯定文，疑問文，否定文の文の構造の違いについ

ての知識を身に付けている。 

Ｗ…月や教科名など，よく使われる語句を正しいつづり

で書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシート

の点検 

・ノートやワ

ークシート

の評価 

・スピーチ発

表の評価 

・音読テスト 

・ペーパーテ

スト 

・リスニング

テスト 

Lesson 4  

キング先生の家

族 

▲キング先生の家

族について，アヤた

ちが説明を聞いた

り，質問したりする。 

△家族について説

明したり，質問をし

たりすることができ

る。"  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ He[She] is ～. 

人称代名詞(he, 

she) 

・Chants：文におけ

る基本的な強

勢・イントネーシ

ョン，音のつなが

り 

・Who is ～?とその

応答 

・～years old 

・Who で始まる文 

・人称代名詞の目的

格(him, her) 

・文における基本的

な強勢 

・Whose ～? とその

応答 

・友だちや家族に

ついて説明する 

 

 

 

 

・知らない人につい

ての情報を交換す

る 

 

・家族や知人につ

いて情報を交換

する 

 

 

 

 

 

 

・だれのものかたず

ねる 

Ｗ…知っている語句や表現を用いて多くの文を書いて

いる。 

Ｓ…人物についての情報を聞き手に適切に伝えること

ができる。 

Ｒ…正しい発音，強勢，イントネーションを用いて音読す

ることができる。 

Ｗ…人物を紹介する英文を文法に従って正しく書くこと

ができる。 

Ｌ…人物紹介を聞いて，語句や表現の知識を活用して

内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｒ…対話文を読んで，語句や文法の知識を活用してだ

れが何をするのか正しく読み取ることができる。 

Ｒ…人称代名詞についての知識を身に付けている。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書くことができ

る。 

 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシートの

評価 

・発表の評価 

・音読テスト 

・リスニング

テスト 

・ペーパーテ

スト 
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Lesson 5  

中華街に行こう 

▲アヤたちが中華

街に向かう道すが

ら，人やものについ

て説明したり，場所

についての情報を

やりとりしたりする。 

△人やものについ

て説明したり，場所

についての情報を

やりとりしたりするこ

と が で き る 。

  

  

 

 

 

 

 

・三人称単数現在形 

・三人称単数現在形

疑問文とその応

答 

・Ｉs that right? 

・Does で始まる文 

・三人称単数現在形

（否定文） 

・How about～? / 

That's a great 

idea! / Don't 

worry. / You're 

right. 

・Where is[does] 

～?とその応答 

・By the way, ～ / 

Well, ～ 

・文尾を下げて発音

する例(Where で

始まる文) 

・他の人やものに

ついて説明する 

 

・他の人やものに

ついて質問する 

・他の人やものに

ついて説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場所について情

報を交換する 

Ｓ…第三者について文法に従って正しくたずねるこ

とができる。 

Ｒ…正しい強勢，イントネーション，区切りなどを

用いて音読することができる。 

Ｗ…家族の一人や友だちについて紹介する英文を文

法に従って正しく書くことができる。 

Ｌ…対話文を聞いて，だれが何をするのか正しく聞

き取ることができる。 

Ｒ…人物についての紹介文を読んで，語句や表現の

知識を活用して内容を正しく読み取ることがで

きる。 

 

・活動中の観

察 

・スキット発

表の評価 

ノート，・ワー

クシートなど

の点検 

・インタビュ

ーテスト 

・音読テスト 

・ペーパーテ

スト 

・リスニング

テスト 

Lesson 6 

メイの誕生日パーテ

ィー 

▲メイの誕生日が

近づき，パーティー

を開く。 

△時間や数につい

ての情報をやりとり

したり，人に指示を

したりすることがで

きる。 

・When～? とその

応答 

・I know. / Oh, no! 

・文尾を下げて発音

する例(When で始

まる文) 

 

・How many～? と

その応答 

・Let me see. 

・文尾を下げて発音

する例(How many で

始まる文) 

 

・ What time 

is[does] ～ ? とそ

の応答 

・I think so. 

 

・一般動詞の命令文

（肯定・否定） 

・You're welcome. / 

Thanks. 

・時について情報

を交換する 

 

 

 

 

 

・数をたずねる 

 

 

 

 

 

 

・時刻や時間につ

いてたずねたり，

答えたりする 

 

・指示をしたり，

注意を促す 

 

 

 

 

Ｓ…相手に適切に質問したり，相手からの質問に適

切に応答することができる。 

Ｒ…意味内容にふさわしく感情を込めて音読するこ

とができる。 

Ｗ…さまざまな質問文を文法に従って正しく書くこ

とができる。 

Ｌ…質問の内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｒ…対話文を読んで，質問と応答のやりとりの内容

を正しく読み取ることができる。 

・活動中の観

察 

・スキット発

表の評価 

・インタビュ

ーテスト 

・音読テスト 

・リスニング

テスト 

・ペーパーテ

スト 
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Lesson 7  

マンガ大好き 

▲ボブが，マンガ

についてクラスで

スピーチする。 

△人ができること

についての情報を

やりとりしたり，

どのようにしたら

よいかたずねたり

することができ

る。 

・can の文（肯定・

否定） 

・Sorry! 

・Can～? （可能性）

とその応答 

・Sure. 

・文尾を上げて発音

する例(Can ～?) 

・How～? とその応

答 ／ Can ～ ? ( 許

可・依頼)とその応

答 

・つづりと発音 

・できることにつ

いて説明する 

・できることにつ

いて質問する 

 

 

 

 

・「どのように」す

ればできるか質問

する 

Ｓ…can を用いて自分のできることを話したり，相

手に質問することが正しくできる。 

Ｒ…強音や弱音を意識し，正しい発音やイントネー

ションで音読することができる。 

Ｗ…助動詞 can を用いた文を正しく書くことができ

る。 

Ｌ…英文を聞いて，だれが何をできるのかを理解す

ることができる。 

Ｌ…相手の言ったことに適切な相づちを打つことが

できる。 

Ｒ…助動詞 can を含む英文を読んで，内容について

正しく読み取ることができる。 

Ｒ…日課や休日の過ごし方に関する語句を読んで理

解できる。 

Ｗ…助動詞 can を使った文の構造についての知識を

身に付けている。 

 

・活動中の観

察， 

・ノートやワ

ークシートの

点検 

・インタビュ

ーテスト 

・音読テスト 

・ペーパーテ

スト 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

Lesson 8  

それぞれの冬休

み 

▲ボブは家族とニュ

ーヨークに帰省し，

日本にいるアヤた

ちはそれぞれの冬

休みを過ごす。 

△今現在しているこ

とについての情報を

やりとりしたり，理由

をたずねる質問をし

たりすることができ

る。  

  

・現在進行形（肯定

文） 

 

・現在進行形（疑問

文とその応答）／

What～?の現在

進行形の疑問文

とその応答 

・Sounds noisy! ／ 

Happy New 

Year! 

 

・Why～?とその応

答 

・I can't believe it! / 

That's true. 

・つづりと発音 

・今現在している

ことを説明する 

・今現在している

ことについて情報

を交換する" 

 

 

 

 

 

 

・理由をたずねる

質問とその応答を

する 

Ｓ…現在進行形の文を使って状況を正しく伝えるこ

とができる。 

Ｒ…文を場面や心情に応じて音読することができ

る。 

Ｗ…たずねられた理由について相手に伝わるように

書くことができる。 

Ｌ…英文を聞いて，複数の情報からどのような場面

か把握することができる。 

Ｒ…現在進行形が使われている電話などの対話文を

読んで，内容を正しく読み取ることができる。 

Ｒ…現在進行形の文の構造についての知識を身に付

けている。 

Ｗ…動詞の-ing 形を正しく書くことができる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書くことが

できる。 

・活動中の観

察 

・インタビュ

ーテスト 

・音読テスト 

・リスニング

テスト 

・ペーパーテ

スト 

・ペーパーテ

スト 

・単語テスト 

Lesson  9 

シンガポールで 

▲旧正月でシンガ

ポールに帰省したメ

イが，シンガポール

でしたことについて

伝える。 

△過去のことを説

明したり，情報のや

りとりをしたりするこ

と が で き る 。 "

  

  

・一般動詞の過去形

（規則変化） 

・See you soon. 

・規則変化の一般動

詞・過去形の語尾 

・Did～? とその応

答 

・語尾を上げて発音

する文の例(Did 

～?) 

・付加疑問文とその

応答 

・Are you kidding? 

・つづりと発音 

・行事について説

明する／過去の

ことについて説

明する 

・過去にしたこと

について情報を

交換する 

・過去にしたこと

について情報を

交換する 

Ｌ…Preview, Activity などの活動や教師の話す英語

を聞いて，内容を理解しようとしている。 

Ｓ…自分が得た情報を他の人に伝えようとしてい

る。 

Ｓ…相手からの質問に対して２文以上で適切に応答

することができる。 

Ｒ…対話文を場面や心情に応じて音読することがで

きる。 

Ｗ…過去にしたことやしなかったことを文法に従っ

て正しく書くことができる。 

Ｌ…過去のことを述べている英文を聞いて，内容を

正しく理解することができる。 

Ｒ…過去のことについて書かれた文章を読んで正し

く読み取ることができる。 

Ｓ…規則動詞の過去形についての発音の知識を身に

付けている。 

Ｗ…メール文や手紙文を書く際の書式に関する知識

を理解している。 

 

Lesson 10  

メイのおじいさん 

▲メイのおじいさん

が来日。行ってきた

ばかりの関西旅行

について，アヤたち

に話す。 

△過去のことを順

序立てて説明する

ことができたり，情

報のやりとりをした

り す る こ と が で き

る。"  

 

・一般動詞の過去形

（不規則変化） 

 

・be 動詞の過去形

（肯定・否定） 

・文中の音のつなが

り 

 

・be 動詞の過去形

（疑問文とその

応答） 

 

・過去のことにつ

いて順序立てて説

明する 

・過去のことにつ

いて順序立てて説

明する 

 

・過去のことにつ

いてたずね，答え

る" 

 

Ｌ…Preview, Activity, Project などの活動や教師

の話す英語を聞いて，内容を理解しようとしている。 

Ｌ…相手に聞き返すなどして，言われたことを確認

しながら聞き続けている。 

Ｓ…インタビュー活動やチャットにおいて，積極的

に質問をしたり応答しようとしている。 

Ｓ…聞き手にわかりやすいように適切な速さや声の

大きさで工夫しながら話すことができる。 

Ｒ…イントネーション，強勢，区切り，音変化など

に注意して，正しく音読することができる。 

Ｗ…過去のことについてまとまりのある文章を正し

く書くことができる。 

Ｌ…図や表を説明する英文を聞いて，内容を正しく

理解できる。 
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Reading 1   

Alone 

▲がまくんが，親友

のかえるくんの家に

行くと，ドアにメモが

… 

△だれが何を言っ

ているのか，代名詞

が何を表しているか

に注意して，物語文

を 読 む こ と が で き

る。"  

  

・一般動詞の過去形

（不規則変化） 

 

・be 動詞の過去形

（肯定・否定） 

・文中の音のつなが

り 

 

・be 動詞の過去形

（疑問文とその

応答） 

 

・過去のことについ

て順序立てて説

明する 

・過去のことについ

て順序立てて説

明する 

・過去のことについ

てたずね，答える 

 

Ｒ…イントネーション，強勢，区切り，音変化など

に注意して，正しく音読することができる。 

Ｗ…質問文に対して主語と述語動詞を伴って正しく

書くことができる。 

Ｌ…内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｒ…代名詞が何を表すのかを捉えながら読み進める

ことができる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書くことが

できる。 

・活動中の観

察 

・音読テスト 

・ペーパーテ

スト 

・リスニング

テスト 

・ペーパーテ

スト 

・単語テスト 
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第２学年英語科年間指導計画 
 

（研究課題）   「自然なつながりとまとまりを意識したコミュニケーション能力の育成」 

（学年目標）   「英語を使用して、互いの考えや気持ちを伝えることができる。」 

 

月 
単元名・教材名 

（▲話題・題材、△ね

らい） 

学習内容 

（言語材料） 
言語活動 評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lesson 1 

A New Student 

from Korea 
▲韓国から来た留

学生ジンが、アヤた

ちのクラスに転入す

る。 

△過去にしたこと、

起きたことについて

表現できるようにな

る。 

・一般動詞の過去

形（規則変化・

不規則変化） 

・be 動詞の過去形 

・過去進行形 

・SVOO 

 

 

・過去にしたこと

を述べ、たずね

たり答えたり

する。 

・過去の様子を述

べる。 

・身の回りの人や

状況について

説明する。 

Ｌ…過去の出来事について聞いて、その内容を理解するこ

とができる。 

Ｓ…過去のことやある時点でしていたことについて、文法に

従って正しく話すことができる。 

Ｒ…場面や心情に応じて、文章を出来事の順序などに注

意しながら適切に読み取ることができる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書き、過去のことや

ある時点でしていたことについて、文法に従って正しく

書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシート

点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング） 

 

Lesson 2 

Golden Week 

▲ゴールデン・ウィ

ークに訪れた場所

について、キング先

生と生徒たちが話

す。 

△もののある場所や

印象について表現

できるようになる。 

・There is[are] 

～.とその過去

形 

・Are[Is] there 

～? とその応答

とその過去形 

・主語 ＋動詞

（look など） 

＋ 補語(形容

詞) 

・もののある（あ

った）場所を述

べ、たずねたり

答えたりする。 

・見た目の印象、

味や匂いなど

について述べ

る。 

Ｌ…町や部屋の様子などを説明する英文を聞いて、語句や

表現の知識を活用して内容を聞き取ることができる。 

Ｓ…学んだ表現を積極的に使って、過去と現在の町の様子

を適切に描写することができる。 

Ｒ…There is ～. や look などを使ったＳＶＣの文の構造に

ついての知識を身に付けている。観光地などの説明

文を読んで、書かれた情報について必要な部分を読

みとることができる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書き、文のつながり

や構成を考えた日記を書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシート

点検 

・日記 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング） 

 

Lesson 3  

Summer Vacation 
▲キング先生や生

徒たちの夏休みの

計画と夏休み中の

会話。 

△自分の予定など

の未来について

や、自分がしたいこ

とについて表現でき

るようになる。 

・I am [We are] 

going to ～. 

の未来表現 

・Are you going to 

～?とその応答 

・助動詞 willの未

来表現（肯定・

否定） 

・不定詞の名詞用

法 

 

 

・自分の予定を述

べ、相手の予定

をたずねる。 

・自分の予測や自

分がしたいこ

とを説明する。 

 

Ｌ…関心をもって旅行計画を聞き、その予定を適切につか

むことができる。電話で用いる表現を理解している。 

Ｓ…Project の発表において、聞き手に理解してもらおうとし

ている。予定や将来のことについて、文法に従って正

しく話すことができる。 

Ｒ…予定や将来のことについての文章を読んで、内容を正

しく理解することができる。be going to～，will，want to

～を使った文の構造についての知識を身に付けてい

る。 

Ｗ…予定や将来のことについて、文法に従って正しく書くこ

とができる。 

・活動中の観

察 

・Project の発

表 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 

 

Reading 1 

Stone Soup 
▲戦争帰りの兵士

がある村に立ち寄

る。 

△出来事の順序に

注意して、物語文を

読むことができる。 

 ・出来事の順序に

注意して、物語

文を読む。 

Ｌ…内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｓ…感情を込めて、物語文を適切に音読することができる。 

Ｒ…推測するなどして読み続けている。物語文を読んで、

出来事の順番、場面や登場人物の行動などについて

正しく理解できる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書き、マッピン

グ図をもとに多くの情報を書いている。 

・活動中の観

察 

・作文 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 

Lesson 4  

Robot Contest 
▲ジンたちが、国際

ロボット・コンテスト

の参加を目指す。 

△将来、自分がして

みたいことについ

て、自己表現できる

ようになる。 

・動名詞 

・I think[hope な

ど] ＋(that) 

節～. の文 

・接続詞 when, if

の複文 

 

 

・情報やものごと、

わからないこと

を説明する。 

・提案する。 

・自分の考えを述

べる。 

Ｌ…言われたことを確認しながら聞き、内容を理解しようとし

ている。人(事)物の説明の内容を、適切に聞き取ること

ができる。 

Ｓ…接続詞 when, if, that及び動名詞を使った文を、正しく

話すことができる。学んだ表現を積極的に使っている。 

Ｒ…文の構造についての知識を身に付け、正しい強勢，イ

ントネーション、区切りなどを用いて音読することができ

る。人(事)物の内容を適切に読み取ることができる。 

Ｗ…よく使われる語句や接続詞 when や if を使った複文

を、文法に従って正しく書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 
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Lesson 5 

Halloween Party 
▲ボブの家でのハ

ロウィーン・パーティ

ー。 

△義務や許可の要

素を伴う表現を使え

るようになる。 

・助動詞 should

を用いた表現 

・助動詞句 have to 

/ don't have to

を用いた表現 

・助動詞 mayを用

いた表現 

 

・相手に助言をす

る。 

・しなければなら

ないことを説

明する。 

・相手の許可を得

る。 

 

Ｌ…説明を聞いて、語句や文法などの知識を活用して

正しく聞き取ることができる。 

Ｓ…場面に応じて should, may などから適切な表現を

選択して話すことができる。 

Ｒ…対話文から、だれが何をしなければならないのか

を適切に読み取ることができる。ハロウィーンに

ついての知識を身に付けている。 

Ｗ…助動詞を積極的に使い、家庭や学校のルールにつ

いて読み手に正確に伝えることができる。 

・活動中の観

察 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 

 

月 
単元名・教材名 

（▲話題・題材、△ね

らい） 

学習内容 

（言語材料） 
言語活動 評価規準 評価方法 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lesson 6 

Internship 
▲アヤとジンが、国

際交流センターと写

真スタジオでの職場

体験について報告

する。 

△自分の気持ち・考

えや理由・目的につ

いて、自己表現でき

るようになる。 

・不定詞の副詞用

法 

・主語＋動詞＋

what to 不定詞 

／  主語＋動詞

＋how to 不定

詞 

 

・理由や目的を説

明する。 

・自分の気持ちを

まじえながら

話す。 

・自分の考えを詳

しく説明する。 

 

Ｌ…相手の話に関心をもって聞いて、大切な話し手の

伝えたいことを理解することができる。 

Ｓ…聞き手に理解してもらおうと、適切な速さや声の

大きさで話すことができる。 

Ｒ…スピーチ文を心情に応じ、適切に感情を込めて音

読することができる。to 不定詞を含む英文の文構

造について知識を身に付けて、行う目的などの内

容について正しく読み取ることができる。 

Ｗ…学んだ表現を積極的に使って、不定詞の副詞的用

法や疑問詞＋to 不定詞の文を正しく書くことがで

きる。 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシート

の点検 

・Project のス

ピーチ発表 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング） 

 

Reading 2 

A Message from 

the Sea Ice 
▲地球温暖化によ

る北極の流氷の変

化と生態系への影

響。 

△順序立てて述べ

られている理由に注

意して、説明文を読

むことができる。 

 ・順序立てて述べ

られている理由

に注意して、説

明文を読む。 

Ｌ…内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｓ…スキットを場面に合わせて工夫しながら演じてい

る。 

Ｒ…説明文を読んで，段落ごとに何について書かれて

いるのか理解できる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書くことがで

きる。 

・活動中の観

察 

・スキット発

表 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング） 

 

Lesson 7 

Homestay in 

Australia 
▲オーストラリアに

ホームステイしてい

るアヤとホスト・ファミ

リーとの会話。 

△ものごとの比較に

ついて表現できるよ

うになる。 

・比較級・最上級

（-er, the 

-est） 

・比較級・最上級

（more, the 

most） 

・同等比較（as ～ 

as ...） 

・比較級・最上級

（better, the 

best） 

・２つのものや 3

つ以上のもの

を比べる。 

・２つのものが同

程度であるこ

とを説明する。 

・3つ以上のもの

を比較して，ど

れが一番であ

るかを説明す

る。 

Ｌ…２つ以上のものや二人以上の人物について比較す

る英文を聞いて理解することができる。 

Ｓ…相手に適切な質問をしたりできる。相手の理解に

応じて話し、会話を続けようとしている。 

Ｒ…比較の文の構造についての知識を身に付けてグラ

フや表などの資料を含む文章を読んで、内容が適

切に理解できる。 

Ｗ…２つ以上のものや二人以上の人物について説明す

る英文を文法に従って正しく書くことができる。 

 

・活動中の観

察， 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 

 

Lesson 8 

Aya's Reports 

about Australia 
▲オーストラリアで

の体験について、ア

ヤが報告する。 

△受け身でものごと

を説明することがで

きるようになる。 

・受け身（現在形・

過去形） 

・行為者を byで明

示する受け身

（過去形） 

・受け身の疑問文 

 

・作られたものな

どについて説

明する。 

・過去の出来事な

どについて説

明したり、たず

ねたり答えた

りする。 

Ｌ…人物やものについての説明を聞いて、語句や文法

などの知識を活用して内容を理解することができ

る。 

Ｓ…相手からの質問に対して適切に応答することがで

きる。 

Ｒ…受け身の使われている人物や事物の説明文を読ん

で、その内容を正しく読み取り、正しく音読する

ことができる。 

Ｗ…受け身の文を使って人物や事物を説明する文を正

しく書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノート点検 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 
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3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lesson 9 

An Interesting 

Survey 
▲総合的な学習の

時間に、ケンタたち

が各国の小･中学生

の違いについて調

べる。 

△to 不定詞の名詞

的用法を使って、も

のごとを説明するこ

とができる。 

・不定詞の名詞用

法 

・It＋be 動詞＋～

(＋for～)＋ｔo

不定詞 

・主語＋tell＋目

的語＋ｔo 不定

詞 

 

・将来やりたいこ

とや、なりたい

ものを説明す

る。 

・身近な生活や日

課などについ

て説明する。 

・他の人の意向や

考えを伝える。 

 

Ｌ…図や表を説明する英文を聞いて，内容を適切に理

解できる。 

Ｓ…聞き手にわかりやすいように適切な速さや声の大

きさで工夫しながら話すことができる。 

Ｒ…文の構造についての知識を身に付けて、to不定詞

を含む文章を読んで、内容を正しく理解できる。 

Ｗ…to不定詞を使ったさまざまな英文を、文法に従っ

て積極的に正しく書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ノートやワ

ークシート

点検 

・プレゼンテ

ーション 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング、イン

タビュー） 

 

Reading 3 

The Gift of 

Tezuka Osamu 
▲漫画家の手塚治

虫の生涯。 

△ものごとの流れに

注意して、説明文

（伝記）を読むことが

できる。 

復習 ・ものごとの流れ

に注意して、説

明文(伝記)を読

む。 

Ｌ…内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｒ…理解できないところがあっても、推測するなどし

て読み続けている。長文を適切なスピードで読ん

で理解することができる。 

Ｗ…よく使われる語句を正しいつづりで書き、人物に

ついての紹介文を書くことができる。 

・活動中の観

察 

・ワークシー

ト 

・テスト（音

読、ペーパ

ー、リスニ

ング） 
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第３学年英語科年間指導計画 

 

（研究課題）   「自然なつながりとまとまりを意識したコミュニケーション能力の育成」 

（学年目標）   「英語を使用して、具体的な場面や状況に合った適切な表現を用いて言語活動ができる。」 

 

月 

単元名・教材名 

(▲話題・題材△ね

らい) 

学習内容 言語活動 評価規準 評価方法 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

Lesson 1 

Our School Trip 

to Kyoto and 

Nara 

 

▲アヤたちが，修

学旅行で京都・奈

良を訪れる。 

 

△出来事やものを

詳しく説明した

り，別名を言った

りすることができ

る。 

 

 

・受け身の文（過去形） 

 

・SVOC （C = 名詞） 

  call  A B 

・SVOC （C = 形容詞） 

  make A B 

 

 

 

 

 

 

・詳しい情報を理解す

る・説明する 

 

・出来事について理解

する・説明する 

 

・人やものの別名を言

う 

・日記を書く 

 

 

 

 

 

Ｓ…受け身の文を使って，人物やものな

どの説明を文法に従って正しく話すこと

ができる。 

Ｗ…身近な建物や場所についての説明文

を文法に従って正しく書くことができ

る。 

Ｌ…受け身の使われている説明文を聞い

て，知りたい情報について聞き取ること

ができる。 

Ｒ…日記文を読んで，書き手の経験した

ことや感情を理解することができる。 

 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 

 

Lesson2 

Kenta's 

Homestay in 

London 

 

▲ロンドンにホー

ムステイしている

ケンタが，ホス

ト・ファミリーと

過ごした体験につ

いて。 

 

△過去から現在ま

で続いていたり，

経験してきたりし

たことについて，

情報をやりとりす

ることができる。 

 

◆SVC, SVOC の文 

・現在完了形（継続） 

 

・現在完了形(継続)の疑

問文とその応答 

 

・現在完了形（経験） 

 

・現在完了形(経験)の疑

問文とその応答 

 

 

 

 

 

 

 

・過去から現在まで続

いていることを説明す

る 

 

・過去から現在まで続

いているかどうか質問

する 

 

・これまでに経験した

ことを説明する 

 

・これまでに経験した

ことがあるかどうか質

問する 

 

 

 

 

 

 

Ｒ…イギリスの文化に興味を持ちながら

教科書の本文を読んでいる。 

Ｗ…日本文化の紹介文を読み手が理解し

やすくなるように工夫しながら書いてい

る。 

Ｓ…経験したことや継続していることに

ついて正しく説明することができる。 

Ｗ…文のつながりや構成を考えた文章を

書くことができる。 

Ｌ…経験したことや継続していることを

伝える英文を聞いて，内容を正しく理解

することができる。 

Ｒ…経験したことや継続していることに

ついて書かれている文章を読んで，内容

を正しく理解することができる。 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 

 

Lesson3 

Our First Rakugo 

in English 

 

▲落語家の桂かい

枝さんの海外での

体験と，落語「動

物園」。 

 

△完了した動作に

ついて説明した

り，話の展開を理

解して読んだりす

ることができる。 

 

 

 

・現在完了形（完了） 

 

・現在完了形(完了)の疑

問文とその応答 

 

・主語＋動詞＋what な

どで始まる節 〔間接

疑問文〕 

 

・主語＋動詞 ＋what

などで始まる句 〔間

接疑問文〕 

 

 

 

 

・今ちょうどやり終え

たことを言う 

 

・完了したかどうか質

問する／話の展開を理

解して読む 

 

・話の展開を理解して

読む 

 

・話の展開を理解して

読む 

 

・町を紹介する 

 

・行き方を説明する 

 

・要点把握を意識して，

説明文（伝記)を読む 

Ｗ…現在完了の文を書く際の構造や用法

についての知識を身に付けている。 

Ｓ…会話をする際，相手の言ったことに

同意したり，理由をつけて意見を言おう

としている。 

Ｌ…現在完了の文を含む英文を聞いて正

しく理解することができる。 

Ｒ…間接疑問を含む文章を読んで，内容

を正しく理解することができる。 

Ｒ…間接疑問文の文の構造についての知

識を身に付けている。 

Ｗ…読んだものに関する感想を内容的に

まとまりのある文章で書くことができ

る。 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 
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11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

3 

Lesson4 

A World without 

Landmines 

 

▲地雷廃絶活動を

している柴田知佐

さんからのメッセ

ージと，アヤたち

の反応について。 

 

△経験したことや

自分の考えを説明

したり，ものにつ

いて詳しく説明し

たりできる。 

・前置詞句による後置

修飾 

 

・不定詞の形容詞用法

による後置修飾 

 

・現在分詞による後置

修飾 

 

・過去分詞による後置

修飾 

 

◆不定詞（名詞用法／

副詞用法／形容詞用

法） 

 

 

 

・人が経験したことの

説明を理解する 

 

・いま何かをしている

人やものの詳しい説明

をする／社会問題につ

いて質問したり，答え

たりする 

 

・ものについて，詳し

い説明をする／問題意

識を持ったことがらに

ついて意見交換する 

 

 

Ｗ…学んだ表現を積極的に使いながら，

クイズを作ろうとしている。 

Ｗ…前置詞句，to 不定詞，分詞などを使

った後置修飾の文を文法に従って正しく

書くことができる。 

Ｌ…後置修飾を用いた英文を聞いて，そ

の内容を正しく聞き取ることができる。 

Ｒ…人物や事物について，後置修飾を用

いた説明文を読んで，その内容を正しく

読み取ることができる。 

 

 

 

 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 

 

Lesson5 

Today's News 

 

▲テレビ放送やウ

ェブサイトの情報

について。 

 

△人やものについ

て詳しく説明した

り，気持ちや状況

を詳しく説明した

りできる。 

 

・接触節 

 

・関係代名詞 who（主

格） 

 

・関係代名詞 which

（主格） 

【発音】ウェブサイト

のアドレスの読み方 

 

・長い主語をつくる関

係代名詞 who(主格) 

 

 

・人やものについて詳

しく説明する 

 

・人にものを勧める 

人やものについて詳し

く説明する 

 

・気持ちや状況につい

て詳しく説明する 

・人について詳しく説

明する 

☆Let's have a chat! 

話題をいろいろと切り

出してみよう。 

Ｓ…相手に伝わるように実況中継やコマ

ーシャルなどをすることができる。 

Ｗ…人物や事物の説明文を後置修飾を用

いて書くことができる。 

Ｌ…実況中継やニュースなどを聞いて，

概要や詳細を適切に聞き取ることができ

る。 

Ｒ…関係代名詞を用いた文章を読んで，

内容を正しく理解できる。 

Ｓ…店員などとのやり取りを行う上での

基本的なことを理解している。 

Ｒ…名詞の後置修飾についての知識を身

に付けている。 

Ｓ…歌詞の意味を考えながら歌を歌って

いる。 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 

 

Lesson6 

Protecting Nature 

 

▲釧路湿原の希少

動物，タンチョウ

とシマフクロウに

ついて。 

 

△原因・理由を表

すなどして，もの

について詳しく説

明したり，調べた

ことを整理でき

る。 

 

・関係代名詞 which(目

的各) 

 

・原因・理由を表す表

現(thanks to . because 

of ...) 

 

 

・ものについて詳しく

説明する 

 

・原因・理由を表す 

 

・調べたことを整理す

る 

 

・さまざまな否定や比

較を表現する 

 

 

 

 

 

 

Ｓ…英語新聞に書かれたことについて意

見を述べようとしている。 

Ｒ…表やポスターから多くのことを理解

しようと繰り返し読んでいる。 

Ｓ…表に書かれてあることを適切な表現

を用いて説明することができる。 

Ｗ…読み手にわかりやすく情報をまとめ

たり，自分の意見を書くことができる。 

Ｌ…さまざまな情報が含まれる説明を聞

いて，特定の情報を聞き取ることができ

る。 

Ｒ…さまざまな後置修飾が含まれる文章

を読んで，正しく読み取ることができる。 

Ｒ…さまざまな名詞の後置修飾について

の知識を身に付けている。 

Ｒ…さまざまな否定や比較の表現の知識

を身に付けている。 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 
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Lesson7 

Boxed Lunches or 

School Lunches 

 

▲弁当がよいか学

校給食がよいかに

ついてのディベー

ト。 

 

△理由とともに自

分の意見を言うこ

とができ，相手の

意見を聞いて理解

し，反論すること

ができる。 

 

・さまざまな比較や否

定の表現 

 

◆後置修飾（前置詞句

／分詞／接触節／関係

代名詞） 

 

 

 

 

 

・意向をたずねる 

 

・描写する 

 

・相手の意見を求める 

 

・自分の意見を，理由

とともに言う 

 

・相手の意見を聞いて

理解し，反論する 

 

・意見を述べる 

 

・登場人物の気持ちを

理解して読む 

Ｓ…ディベートにおいて，身振り手振り，

知っている語句や表現を利用して自分の

考えを話している。 

Ｗ…ディベートに向けて考えられるさま

ざまな意見や理由を準備している。 

Ｗ…与えられたテーマについて，自分の

意見や主張をまとまりよく書くことがで

きる。 

Ｌ…ディスカッションやディベートを聞

いて，誰がどんな意見なのかを適切に理

解することができる。 

Ｒ…ディスカッションやディベートの対

話文を読んで，内容が理解できる。 

Ｒ…意見を論理的に述べる方法について

の知識を身に付けている。 

 

活動中の観察（継

続的に観察評価

していく） 

ペアワーク・グル

ープワーク 

ノートやワーク

シート 

インタビューテ

スト 

音読テスト 

ペーパーテスト 

リスニングテス

ト 

単語テスト 
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（研究課題）　　　「自然なつながりとまとまりを意識したコミュニケーション能力の育成」

（学年目標）　　 「自然なつながり(connection)とまとまり(coherence)のある英文で、自分の考えを表現できる。」

月 TT withALT
一斉授業・週一回

4 Spring Board1～5 L…リスニング活動

S…スピーキング活動 アルファベット発音
・ローマ字で自分の名前や日本文化を表す単語が書ける W…ライティング活動 アルファベット文字指導

・絵を見て、英単語が言える・書ける ・ピクチャーカード・スライド R…リーディング活動 アルファベット確認テスト 英単語発音練習

・英語で挨拶 ・英語で挨拶・インタビュー S/W…話す／書く インタビューシート

Lesson　 1 ・発表用ワークシート S…自己紹介ができる 適切な発音に基づく
(挨拶） Hello/ Hi. ・発音練習 L…他者の英文を聞き理解できる 他者理解シート 自己紹介英文指導
(名前）             My name is (        ). ・文法理解 (一人称） 観察評価
(出身）             I am from (          ).
（呼び名）                  Please call me (         ).
（締めくくり文）           Nice to meet you. 

5 TT withALT
　(2時間毎に文法・表現のクラスを交互に受講) フォニックス発音/a/

ワークシート
・ワークシート ワークシート
・ペアで他人の紹介を読む R…英文の意味を読み 観察評価 掲示物英作文指導

(名前・年齢・誕生日・学年・出身・家族・好きなもの・ ・好ましい順番に並べ替える とることができる

　　　　アヤの友達 スポーツ・ペット・友達・自分の学校・その他） ・模範解答以外でも可能な解答や W…他人の自己紹介の 観察評価
巻末カラーページ 英文を適切な順番に書き 各自の考えを発表

替えることができる。

フォニックス発音/y/
ワークシート

6 ・自己紹介②の英文決定 ・下書き用ワークシート完成・清書完成 W…英語でまとまりのあ ワークシート
・掲示物作成 ・完成文をパソコンで仕上げる。 る自己紹介英文が書ける 英文内容の完成度
・独自の自己紹介内容完成 ・基本シートの作り方を学ぶ。 S…発音・発表練習 掲示物の完成度 発音指導・発表指導

　　　　アヤの友達 ・写真・イラストを入れる。 発表の様子・内容 掲示物英作文指導
巻末カラーページ

・教科書各社の登場人物・有名人の自己紹介 ・ビデオ教材 L…英語の自己紹介を聞き基本情報ワークシート
・ディクテーション を聞きとることができる 記入用紙を回収・点検
・県下使用教科書から資料を抜粋

フォニックス発音/ee/
ワークシート

7 Task 46～47ページ ・プレゼンテーション① ・イラスト、必要なものを用意し発表 S…自分の考えを英語で発表できる ワークシート 発表スピーチ指導
Project　50～51ページ ・自己紹介②のスピーチ発表(個人・ビデオ撮影） ・自己・他者評価 評価シート点検

・作成してきた掲示物を土台に、独自 S…英語でまとまりのある自己紹介が 自己評価シート フォニックス発音/oo/
の自己紹介を発表する。 できる 他者評価シート ワークシート

・ビデオ視聴による振り返り ・自己紹介の様子を視聴 L…自分自身の発表を振り返り、 ワークシート
評価する ビデオ視聴し自己評価

振り返りシート

フォニックス発音/ea/
ワークシート

9 Lesson 2 ・身のまわりの物・他者を紹介する英文が書ける・話せる ・マインド・マップによる話題整理 W…思考を整理し選択できる ワークシート 発音指導・発表指導
 　　　　　学校で ・身の回りの物を紹介する英文が書ける① ・身近な物を紹介する英文下書き完成 W…自然なつながりのある 観察評価 掲示物英作文指導
Lesson 4 ・指示語を用い、まとまりのある英文で、紹介文が書ける ・紹介英作文を掲示物として完成 まとまった英文が書ける

　キング先生の家族

・プレゼンテーション②（個人） ・紹介文を発表 S…紹介文を英語の発音や抑揚に気を 自己評価 フォニックス発音
・身の回りの物を英文で紹介できる ・紹介文の発表ビデオを観る 配り、発表することができる 他者評価 /ou/, /ow/

・自他共に気付いた点を話し合う S…紹介文を適した態度・姿勢で発表す観察評価 ワークシート
ることができる

・身の回りの物を紹介する英文が書ける② ・身近な人について紹介する英文 W…間違いを恐れず紹介英文を書く 自己評価 フォニックス発音/th/
・3人称単数・複数の主語、指示語を用い、まとまりの を書ける R…内容を読み比べ、適切な英文を考える 他者評価 ワークシート
ある英文で、紹介文が書ける ・まとまりのある英作文を完成する W…掲示用に適した英作文を完成できる 観察評価 発音指導・発表指導

英文内容評価 掲示物英作文指導
英文文法評価

・プレゼンテーション③(個人） ・まとまりのある英作文を発表する S…聞き手にわかりやすく、適切な速さと ワークシート フォニックス発音
・身近な人を紹介する英文が話せる 声量で堂々と話すことができる 自己評価 /a/,/al/
・ビデオ撮影後、視聴して自らを向上のため振り返る L…他者のスピーチ内容を聞き、理解しよ 他者評価 ワークシート

うとする・理解できる 観察評価
英文内容評価
英文文法評価

10 Lesson　6 ・情報を伝える① ・時間の流れを意識して英文で自分の W…日課・行動を表す英文が書ける ワークシート
メイの誕生日パーティー ・自分の一日をまとまりのある英文で表現できる 一日の生活を伝えられる 自己評価 フォニックス発音
Lesson　7 ・現在形の動詞に注意して、まとまりの 他者評価 /er/,/ur/
　マンガ大好き ・プレゼンテーション④(個人） ある英作文を完成する L…他者の発信する情報を英文で聞き、観察評価 ワークシート

・身近な人を紹介する英文が話せる ・掲示物として仕上げる おおむね正しく聞き取ることができる 英文内容評価
・写真などを用いて英文を発表する S…適切は発話で情報を明確に伝え 英文文法評価

ることができる

・ビデオ撮影後、視聴して自らを向上のため振り返る ・改良点を発見する 振り返りシート フォニックス発音/ch/
・良い発表者のビデオを視聴する ・他者から学び、向上につなげる 他者評価 ワークシート

自己評価

11 　Project　 ・情報を伝える②

・友達の一日をまとまりのある英文で表現できる ・視聴覚機器を用い、発表できる W…第三者の行動を表す英文が書ける ワークシート
・三人称の主語と動詞に注意して L…他者の発信する情報を英文で聞き 自己評価 フォニックス発音
正確な情報を書くことができる おおむね正しく聞き取ることができる 他者評価 /wh/,/igh/

・プレゼンテーション⑤（パートナー） ・三人称の主語と動詞に注意して S…適切は発話で情報を正確に伝え 観察評価 ワークシート
・友達の一日を紹介する英文が話せる 正確な情報を話すことができる ることができる 英文内容評価
・ビデオ撮影後、視聴して自らを向上のため振り返る ・話し方・発音の改善点を発見する 英文文法評価 発表スピーチ指導

自己観察評価
フォニックス発音

12 　Writing Tips 2 ・季節の挨拶文をカードで仕上げる ・カードを作成 W…外国文化を基に英文を正確に書く カードの完成度 /o/,/sh/
カードで気持ちを伝えよう ・挨拶文を書く ことができる 英文内容評価 ワークシート

・宛名と差出人を英文で正しく書く 英文文法評価
・気持ちを込めたカードを完成させ 観察評価
届ける（送る）

フォニックス発音
/ir/,/ar/,/or/
ワークシート

1 Lesson 9
シンガポールで ・プレゼンテーション⑥(個人） W…過去の情報を英文で正確に書く ワークシート 発表スピーチ指導
Task ・情報を伝える③ ことができる 英文内容評価 発音指導・発表指導

・過去形を用いて自分が昨日したことを表現できる 英文文法評価

・プレゼンテーション⑦(パートナー） S…他者に昨日の行動を聞くことができる 観察評価 発表スピーチ指導
・情報を伝える④ W…他者の過去の情報を正確に英文にし 英文内容評価 発音指導・発表指導
・過去形を用いて友達が昨日したことを表現できる て書くことができる 英文文法評価

L…友達が昨日した内容を英文で理解で 観察評価
きる

2 　Project　 ・日本と海外の中学生のライフスタイルを調べる ・異文化理解教材 W…違いを認め、客観的な立場で 観察評価 掲示物英作文指導
文化の違いを説明できる 英文内容評価
S…文化の違いについて発見したこと 英文文法評価
を客観的な視点で伝えることができる

・プレゼンテーション⑧(グループ） ・ポスター、グラフを作成 W…収集情報を報告する英文を正確に書く英文内容評価 発表スピーチ指導
・話題を決定し、調査し、結果をまとめ発表する ・ロゴス、エトス、パトスを意識した ことができる 英文文法評価 発音指導・発表指導

発表をする S…発見したことを客観的な視点で伝える 観察評価
ことができる 自己評価

他者評価

3 　自由課題 ・一年の振り返りスピーチ ・自らの感想をスピーチする W…自分の思い、考えを英文として正確に 英文内容評価 発表スピーチ指導
・プレゼンテーション⑨（個人） ・夢や希望を取り入れたスピーチ 書くことができる 英文文法評価 発音指導・発表指導

を作成し、発表する S…成長したこと、挑戦したいことを適切な 観察評価
英文で伝えることができる 自己評価

他者評価

第１学年英語科　年間指導計画　　表現クラス　

単元名 評価規準

評価規準

Lesson 　1

評価方法

小テスト
ワークシート

自己評価シート

評価方法

・ペンマンシップ ローマ字確認シート

・自己紹介②

・基本項目から選び、完成

少人数クラスで授業開始

　アヤの新しいクラス
Lesson 　3　

　アヤの新しいクラス
Lesson 　3　

順番を考え、書き換える。

単元名 学習内容（言語材料） 言語活動

・アルファベット大文字・小文字 ・アルファベット練習シート

Lesson　 1

アヤの新しいクラス

・自己紹介シート

・英語で自己紹介①　基本文

言語活動表現クラス（書く・話す・聞く）

・英語で自己紹介を１２人にする
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道徳全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

学校教育目標 

○人生をたくましく豊かに生き抜くために、考え、鍛え、行動する人間の育成 

１ 生命を大切にし、自他の人格を尊重し合う生徒 

２ ものごとを真剣に考え、進んで行動する生徒 

３ 心身を鍛え、強い意志と体力を持つ生徒 

４ 豊かに感じる心を持ち、表現できる生徒 

５ 互いに信頼し、共に助け合い磨き合う生徒 

６ 社会的自立を目指し、自己の能力や創造性を伸ばす生徒 

７ 社会に積極的に奉仕する生徒 

保護者の願い 

・優しく思いやりのある

子ども 

・目標に向けて最後まで

取り組める子ども 

・自分の良さを知り、自

分を大切にできる子

ども 

 

教職員の願い 

・共に高め合う仲間づく

りができる生徒 

・善悪の判断を自ら行い

進んで善い実践がで

きる生徒 

・将来を見通し、粘り強

く取り組める生徒 

 

地域の願い 

・規範意識を身につけた

生徒 

・地域の中で育つ自覚を

もつ生徒 

生徒の実態 

・明るく素直である 

・安易な方向に流されや

すい 

・自主的に活動しようと

する 

・集団や仲間から外れる

ことを恐れる 

道徳教育重点目標 

○人権尊重と共生の精神を基礎にして自他の違いを認め合い尊重し合う豊か

な心を育む。 

○話し合い活動を通じて道徳的判断力を高め、社会の一員としての道徳的実践

力を育てる。 

研 究 主 題 

主体的に「学び」を深める生徒の育成 

－教科の特質をふまえた質の高い課題の設定－ 

各学年の重点目標 

1年：中学生としての基本的生活習慣を身に付けさせる。 

  また、集団生活を通じて自他の違いに気づき、これを尊重し、集団の質 

を高める力を育成する。 

2年：集団における望ましい人間関係を通じて、義務と責任を自覚し、道徳的 

判断力を深め、よりよい集団を創造できる力を育成する。 

3年：人権尊重の精神と自己への理解を深め、広い視野に立って個人と社会の 

望ましいあり方について、正しく判断し行動できる道徳的実践力を育成 

する。 

道徳の授業における指導方針 

１．心に響く授業を創造する。 

・生徒同士の「話し合い」活動を生かした授業の工夫。 

・生徒の日常的な言動から課題を掘り起こす。 

２．人権が互いに尊重される学校・社会作りをめざす。 
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各 
 

教 
 

科 

（国語）コミュニケーション能力を高め、豊かな想像力や思考力を育む活動を通して、他者を尊重する 

心を養う。 

（社会）社会事象を多面的・多角的に理解して知識を活用し、基本的人権が尊重される社会を実現しよう 

とする公民的資質を身につける。 

（数学）数学的な活動を通して、論理的に考察し筋道を立てて考え、表現する能力を身につける。 

（理科）自然に親しみ、生命を尊重するとともに、物事を科学的に捉ようとする心を養う。 

（英語）国際社会への理解を深め、言語・習慣の違いを尊重して共に生きる心を養う。 

（音楽）音楽によって、生涯にわたり生活を明るく豊かなものとし、多様な音楽から我が国や他国への関 

心を深くもたせる。 

（美術）創造的に表現する活動や鑑賞を通じて、生活を豊かにし、感謝する心を培う。 

（保体）健康の増進と体力の向上に努め、相手の気持ちや思いを感じ取り、協力し合って活動することができる。 

（技・家）実践的な学習を通して、生活の基盤を確立し、生活を創造的に運営していこうとする心を養う。 

特

別

活

動 

○学級活動を通じて望ましい人間関係を形成する。また、集団の一員として、学級や学校におけるより良 

い生活づくりに参画し諸問題を解決しようとする自主的・実践的態度を育てる。 

○生徒会活動を通じて、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてより良い学校生活づくりに 

参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主的・実践的態度を育てる。 

○学校行事を通して、集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養い、協力してより良い学校生活を 

築こうとする実践的態度を育てる。 

総

合 

生きていく上でおこる様々な問題に直面したとき、自分自身で問題を解決する力を得るために必要なコミ

ュニケーション能力や、仲間との協力や他者への思いやりの気持ちが行動に結びつく人間を育成する。 

情

報 

○高度情報化社会の中で情報の発受信について正しい知識とモラルを身につけ実践する態度を養う。 

○情報社会の裏面を知り、使い方によっては情報が人を傷つけ命を奪うということを知る。 

生
徒
指
導 

進

路 

○職業や勤労について正しい見方と自己理解を深め、自分の生き方を考え、夢や希望を持って自己実現を

図る生徒を育成する（キャリア教育）。○社会的自立に必要な能力の育成を図る（アントレプレナー教育）。 

○他者とより良い関係を築き、集団における個人の尊重と規範を自律的に考え行動する態度を育てる。 

○生き方についての自覚を深めるためのきめ細やかな指導を行い、心豊かな生徒を育てる。 

○自己と他者への理解を深め、自尊感情を高め合える生徒を育てる。 

地
域
連
携 

家

庭

連

携 

大
学
連
携 

個別懇談や教育相談などを活用して家庭との連携を深め、生徒一人ひとりの生活の様子を把握し、学校と

家庭が共に心のふれ合いや人を大切にする環境づくりに努める。 

○各種通信（学年・学級）の発行 ○ＰＴＡ広報誌「いぶき」の発行 ○「家庭学習の手引き」の発行 

○体育祭・友嬉祭・授業などの参観の実施 ○「学習設計」の活用 ○附属中ＨＰの活用 

○加東市同教との連携     ○加東市ネット見守り隊（サイバーパトロール） 

○学校支援ボランティア本部（学校支援ボランティア、学習支援ボランティア） 

○「おやじの会」との連携 

○道徳担当者部会、特別支援教育部会において附属小学校・附属幼稚園と連携 

○大学と道徳資料集「明日を拓く」（東京書籍刊）の資料ＤＶＤ編集協力（平成21年度実施） 
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総合的な学習の時間 

一 
 

年 

第１学年では、「私 出会い 発見」のテーマで年間計画を作成した。 

 １学期には、校外学習を加西市フラワーセンターで行った。そこで、オリエンテーリング・大縄跳び

を行い、学級における人間関係作りを行う機会をつくった。 

 １・２学期には、アントレプレナーシップ計画のもと、１年生では生徒自身が「すごいと思う物」「

好きな物」「気になる物」をインターネットや図書室の本を利用して調べる。そして、グループ・クラ

ス・学年発表会を行い、課題対応能力を身につけさせ 

る。 

２・３学期には福祉体験や来年度の「ひょうごの匠」に向けての職業プレ体験を行いこれらの学習成

果を友嬉祭や学年発表会で発表する。 

 ３学期には、雪山体験合宿の指導に向けて 

二 
 

年 

 第２学年では、「つながる社会と私」のテーマで年間計画を作成した。 

 １学期には、兵庫教育大学を訪問し、午前・午後に計１５講座から選択して受講するとともに、図書

館にて施設見学や大学の紹介ビデオを視聴する。 

１，２学期を通してアントレプレナーシップ計画のもと、２年生では全国各地の有名なお土産をイン

ターネットや雑誌等で調べ学習を行い、グループ間の意見交流会や発表会を実施する。また２，３年生

生徒を対象に、大学教員と附属中学校教員による総合選択授業を計画している。生徒は１３の講座から

選択し学習成果を友嬉祭で発表する。 

３学期には、３年生で行く沖縄修学旅行の事前学習として、沖縄の自然調べ学習や第二次世界大戦時

の沖縄戦争調べ学習を計画している。 

三 
 

年 

第３学年では「社会的に自立する私」のテーマで年間計画を作成した。 

 

◇１・２学期の１４時間を使って総合選択学習を行う。これは附属の特性を生かした大学の教員による特設講

座も含めた１３講座を、２・３学年合同で受講するものであり、中学校の教科学習の域を超えた、自分の興味

関心に応じた発展学習である。２学期に行われる友嬉祭で発表する。 

◇沖縄修学旅行の関連として、沖縄の自然・文化・戦争について個人新聞を作成し、友嬉祭で発表する。 

◇キャリア教育の一環として、個人の進路を尊重し、将来への思いを分かち合う時間を２学期より入れる。 

◇積極的に夢や理想を語り合い、その実現に向けて自分のあり方を考え、理想を実現する手段を探る学習とし

て、アントレプレナーシップ（起業家精神）に基づいた調べ学習やポスターセッションに取り組む。 
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特別活動年間計画 

 

 

 

 

 

  
○指導の目標 
  附属中学校の生徒としての自覚のもとに，集団生活における規律を重視し、意欲的に活動に取り組み，  
人生をたくましく生きるために努力できる生徒を育成する。 
○本年度の努力点 
 1.中学生としての規律ある生活態度を身につけ、集団のなかで望ましい態度を身につける。 
 2.心身を鍛え，豊かな情操の育成に必要な活動を計画し、諸活動の目標を明確にする。 
 3.質の高い授業を目指し、協同学習の活動を通じて、学力の向上に努める。 

 4.体験活動等の充実とその言語化の指導により，『気づき・考え・実行する』態度の育成に努める。 

 

 
月 

 
学  級  活  動 

 
 

学校行事 

 

 

 
 
 
 
４ 
 
 

 

 

      １年 

 

     ２年 

 

     ３年 
 
･１年生としての出発 
･学級組織と目標 
･生徒会活動と部活動 
･校外学習 
 

 

 
･２年生としての努力目標 
･１学期の生活設計 
･生徒会活動と部活動 
 
 

 

 
･3年生としての自覚を 
促す生活設計 
･学級組織と目標 
･学級生活の向上 
･修学旅行の役割と意義 

 

 
･入学式 
･交通安全教室 
 教室 
･生徒会入会式 
･修学旅行 

･避難訓練Ⅰ 
 
 
 
５ 
 

 

 
･部活動への積極的な 
 取り組み 
･生徒会活動への 
 積極的な参加 

 

 
･学級の一員としての 
 役割 
･生徒会活動への積極 
 的な参加 

･充実した学習活動 

 
･修学旅行のまとめ 
･生徒会活動の意義と 
 積極的な参加 
･充実した学習活動 

 

 
･個人懇談 
･PTA総会 
･授業参観 
･実地教育Ⅷ (開始) 

 
 
 
 
６ 
 
 

 

 
･学期末テストへの 
 取り組み 
･梅雨時の健康管理 
･人権学習への取り組み 
 

 

 
･部活動への参加 
･梅雨時の健康管理 
･私の進路 
･いろいろな悩み 
･人権学習への取り組み 

 

 
･自己への挑戦 
･実習生・先輩の進路 
･学習設計の再検討 
･人権学習への取り組み 
･梅雨時の健康管理 

・進路① 

 
･実地教育Ⅷ(終了) 
･期末テスト 
･健康教室 
 
  

 
 
 
７ 
 
 

 

 
･１学期の反省と夏休 
 みの過ごし方 
･通知票の見方 
･人権学習への取り組み 

･体育祭への取り組み 

 
･１学期の反省と夏休 
 みの過ごし方 
･人権学習への取り組み 
･体育祭への取り組み 

 

 
･１学期の反省・進路② 
･人権学習への取り組み 
･充実した夏休みを送るた
 めに 

･体育祭への取り組み 

 
･加東市総体 
･終業式 
･三者面談(３年) 
 

 
 
 
 
９ 
 
 

 

 
･２学期の生活設計 
･夏休みの反省と２学 
 期の心構え 
･体育祭への積極的な 
 取り組み 

 

 
･２学期の生活設計 
･夏休みの反省と２学 
 期の心構え 
･体育祭への積極的な 
 取り組み 

･校外学習 

 
･夏休みの反省と２学期の
 生活設計 
･進路③ 
･体育祭への積極的な取り
 組み 

 

 
･始業式 
･体育祭 
･加東市新人総合体育 
 大会 
 

 
 
 
 

10 

 
･友嬉祭への積極的な 
 取り組み 

 

 
･職業レディネステスト 
･友嬉祭への積極的な 

 取り組み 

 
･効果的な学習方法 

･友嬉祭への積極的な取り

 組み 

 
･中間テスト 
 

･友嬉祭 

 
 
11 
 

 

 
･私の将来 
･学級の諸問題の解決 
･生徒会新役員選挙の 

 あり方 

 
･私の進路 
･生徒会活動への参加 
･生徒会新役員選挙を 

 考える 

 
･進路説明会 
･自己の適性と進路の決定 
･生徒会活動のまとめ 

 

 
･研究発表会 
･期末テスト 
 

 
 
 
12 
  

 

 
･２学期の反省と充実 
 した冬休みを送るた 
 めに 

 

 
･２学期の反省と充実 
 した冬休みを送るた 
 めに 

 

 
･２学期の反省と充実 
 した冬休みを送るた 
 めに 

・進路④ 

 
･三者懇談 
･終業式 
 

 
 
 
１ 
 

 

 
･新年の抱負 
･３学期の生活設計 
 

 

 
･新年の抱負 
･３学期の生活設計 
･立志の意義と立志式 

 を迎えて 

 
･新年の抱負 
･３学期の生活設計 
･冬の健康と安全・進路⑤ 

 

 
･始業式 
･避難訓練Ⅱ 
･立志式 

 
 
 
２ 
 
 

 

 
･私の進路 
･雪山体験学習を 
 考える 
･３年生を送る会への 

 積極的な取り組み 

 
･私たちの進路と先輩 
 の進んだ道 
･３年生を送る会への 
 積極的な参加 

･修学旅行にむけて 

 
･進路とお互いの立場 
･中学校生活で得た 
 もの   
･後輩に残す言葉 

 

 
･雪山体験学習 
･期末テスト 
 
 

 
 
 
３ 

 
 

 
･１年間を振り返って 
･学級生活のまとめ 

 
 

 
･１年間を振り返って 
･３年生への飛躍 

･学級生活のまとめ 
 

 
･３年間を振り返る 
･意義ある卒業式と卒 

 業後の生活，進路 
 

 
･３年生を送る会 
･卒業式 

･修了式 
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キャリア教育の推進に関して 

「キャリア」は「個人」と「働くこと」との関係の上に成立する概念であり、個人から切り離し

て考えられない。また、「働くこと」については、職業生活以外にも家事や学校での係活動、ある

いはボランティア活動などの多様な活動があることなどから、個人がその学校生活、職業生活、市

民生活等のすべての生活の中で経験する様々な立場や役割を遂行する活動として幅広く捉える必

要がある。（文部科学省『小学校・中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引き』平成１８年１

１月） 

本校では、キャリア教育を「一人一人の社会的・職業的自立に向けて必要な能力等を育てる教育」と位置づけ、各教科、道徳、総合

的な学習の時間、特別活動をとおして指導する。 

本校の教育目標である「人生をたくましく豊かに生き抜くために、考え、鍛え、行動する人間の育成」は、創立以来３１年目を迎え

た今でも、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成が中等教育の大切な任務であることを示唆している。平成２４年度は「生

きる力」の育成を教育の柱とし、目指す生徒像に「自立と創造 社会的自立を目指し、自己の能力や創造性を伸ばす生徒」を新たに加

えて、教育課程を編纂し直している。中学校におけるキャリア発達の促進を図るための有効な教育課程を開発し、その検証をもとにキ

ャリア教育モデルの作成を試みる。その際、新学習指導要領に示す特別活動（第５章）のねらいに即して、キャリア教育の諸理論（機

能理論、発達理論など）に基づき、教育課程の編纂を行っている。 

平成２４年度は、新たな取り組みとして、キャリア教育における基礎的・汎用的能力（文部科学省 2011）と関連づけながら、中学段

階において必要なキャリア教育モデルとして「キャリア総合選択授業」を企画した。また、「アントレプレナー教育」の企画立案準備を

進め、年度中の実施を目指している。 

以下に、「キャリア総合選択授業」「アントレプレナー教育」の指導計画を示す。 

 

Ⅰ キャリア総合選択授業を始めるに当たって。 

１ 本校の現状。 

本校は国立大学附属校であり、県内の公立中学に比べてキャリア教育の推進、基礎的・汎用的能力育成という視点からの教育諸活動

が十分になされているとは言い難い。教育諸活動をキャリア教育の視点から捉え直すことで、単なる職業観・勤労観の育成にとどまら

ず、「生きる力」の育成を念頭に置いた教育諸活動としていくことが求められている。 

一方、本校では行事や生徒会活動が、生徒の主体的な活動を念頭においた取組として位置づいている。伝統的に自主性、責任感、思

いやりの気持ち、協調性、コミュニケーション能力等を培ってきており、主体的に行動しようという生徒が多い。やや学力は 2極化し

ているものの、非社会的行動、反社会的行動はほとんどなく、これまでの研究の取り組みによって学び合いの学習が定着してきている。

本校は、キャリア教育にかかわる諸活動がキャリア発達にもたらす効果を観察し、検証できる環境にあるといえる。 

２ 研究仮説 

 中学校においてキャリア教育を推進するには、単なる出口指導に陥ることなく、生徒の発達段階に応じたキャリア発達を促す教育が

必要であり、キャリア教育について正しく理解させ、有効なキャリア教育履修を教育課程に位置づけて指導することが重要である。 

キャリア教育推進、基礎的・汎用的能力育成という視点からキャリア総合選択授業、アントレプレナー教育を捉え、キャリア教育推

進プログラムを構築することを通して、将来に夢を持ち、個性の伸長を図りながら、主体的に学ぶことができるような生徒を育成でき

るという仮説を立て、実践を通してこれらを検証する。また、活動を通して、キャリア教育で求められる「人間関係形成・社会形成能

力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」を身につける事ができるということに関しても検証した

い。 

３ 必要となる教育課程の工夫 

附属中学校では、兵庫県公立中学校が取り組んでいる「トライやる・ウイーク」と同等のキャリア教育に関する効果を期待しうる活

動を 25年度から実施する予定である。平成 23年度には、それらの実施に向けた教育課程の整備を行うこととして、現行の教育課程を

見直し、次年度以降の教育課程の計画を整備した。その結果、総合的な学習の時間を活用して、キャリア発達にとっての課題を明確に

しつつ、生徒のモチベーションを高める取り組みとして、「キャリア総合選択授業」を企画立案して２４年度から実施することとした。

また、「アントレプレナー教育」にも着手する。２４年度は本計画を実施し、その教育課程の実効性を吟味し、教育効果を検証すること

としている。 

総合的な学習の時間を活用して（１４時間）、「キャリア総合選択授業」の時間を設定する。２年生、３年生を対象として、１つの講

座を２年生、３年生が一緒に受講する形式とした。全１３講座、１講座あたり１５名程度で実施し、キャリア発達促進という視点から

学習活動を計画し１期（１４回）とする。生徒は次年度に同じ講座を受講してもよいこととする。各講座の成果は、附属中学文化祭（友

嬉祭）でのポスターセッション研究発表等を通して生徒自身が発表する。その内容は１年生にも共有される。学習過程においても、成

果発表においても、キャリア発達を促進する内容を盛り込むこととした。 

４ 研究成果の評価方法 

 キャリア総合選択授業での活動、成果についてキャリア意識調査を実施し、分析する。既に 23年度には第 1回目のキャリア教育に関

する意識調査を実施した。今後は、学校自己評価の結果なども加味しながら、講座内容のバージョンアップなどを進める。 

 

Ⅱ キャリア総合選択授業の具体的な計画 

１ 開設講座について 

 本研究のための「キャリア総合選択授業」の講座内容は、以下の３部門とした。 

  Ａ サイエンス・心理部門。Ｂ 人文・言語。Ｃ ものづくり・心と体づくり 

２ キャリア発達促進を根底に置いた講座開設や内容等の充実について 

附属中学教諭はこれらの講座のうちどれかを担当し、授業内容に応じて講師を引き受けた大学教員とペアを組み、講座内容につい

て共同共究を進めることとする。講座は、オリエンテーションを含めて１４回＋友嬉祭（文化祭）とした。 

※ 全１３講座。２年、３年の合計１９８名。１講座あたり１５～１６名。 

※ 講座を巡視し、支援を要する生徒を観察、記録。 
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※ キャリア総合選択授業実施時間（火曜日 4 限）の 1 年の授業は３名が担当。 

※ 日程について 

２４年度 

オリエン 

テーション 
５月１日 （火) 

1回 ５月８日 （火) 

2回 ５月１５日 （火) 

3回 ５月２２日 （火) 

4回 ５月２９日 （火) 

5回 ６月 ５日 （火) 

6回 ６月１２日 （火) 

7回 ６月１９日 （火) 

8回 ７月 ３日 （火) 

9回 ７月１０日 （火) 

10回 ７月１７日 （火) 

11回 １０月 ９日 （火) 

12回 １０月２３日 （火) 

友 嬉 祭 １０月２７日 （土) 

13回 １０月３０日 （火) 

(1) ５月１日オリエンテーションでのスタートとし、７月１７日までの１０回分をポスターセッション用にまとめて掲示物等

の案を練る。 

(2) １１回で、ポスターセッションのポスター（模造紙大）を完成させ、１２回でプレゼンテーション等で代表１グループを

選出しておく。 

(3) 友嬉祭で代表グループのポスターを講座数分体育館壁面に掲示する。 

(4) １３回で１年生から３年生までの全員で体育館壁面に貼ったポスターを用いて、各講座代表 

グループのポスターセッションを実施する。 

このポスターは１１月９日の研究発表会用の掲示物としてアピールするため、ポスターセッ 

ション後に校内の指定した場所に掲示する。 
 

Ⅲ アントレプレナー教育の企画立案 

 平成２３年度、アントレプレナー教育の計画を立てるための視察（京都教育大学附属小中学校）および文献研究などを進め、実施上の課題や期待さ

れる成果等に関する研究を進めた。その結果、キャリア発達に寄与する取り組みとして、附属中学校におけるアントレプレナー教育のありかたを次の

ように企画立案した。 

２４年度は全学年、同じ教育内容とする。（２年生は２年間、３年生は１年間の教育計画とする）。内容が同じでも、学年による発達の違いや既習

内容の違いがあり、同じような成果発表にはならないと考えられる。２５年度より教育内容構成を学年が上がるごとに推移させていくこととする。２

６年度からは、各学年の習得状況に応じた内容構成ができるよう構成する。 

 

学年 ２４年度 内容 ２５年度 内容 ２６年度 内容 

１年生 

８ｈ 

これはすごいもの これはすごいもの これはすごいもの 

２年生 

   ８ｈ 

これはすごいもの ふるさとお土産プロジェク

ト 

ふるさとお土産プロジェ

クト 

３年生 

   ８ｈ 

これはすごいもの ふるさとお土産プロジェク

ト 

ふるさとのまちをPR 

 

Ⅳ 職業体験 

 兵庫県で実施している「トライ・やる ウイーク」はキャリア発達を促し、生きる力を育成する取り組みとして全国から評価されている。近年、国

立大学附属中学校においても職業体験を「トライ・やる」に習って実施するところがみられる。附属中学校はこれまで、半日程度の兵庫県における地

場産業の見学や職業体験、「ひょうごの匠」事業による職業体験を実施してきた。今後は、立地や生徒の構成など物理的な制約を鑑みつつ、可能な範

囲で附属中版「トライやる」を実施すべく、２５年度実施を目標に準備を進めることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


